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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ぽんこつ幼おさな馴な染じみ









　新天地アルテナの魔ま都と、その中心部『】御インペリアル所・パレス』。

　そこにはかつて、三大国の統治から離はなれアルテナの独立自治を為なし得ていた『皇室』が存在していた。齢よわい七歳のブランドン・ブラックバーンが引き起こした魔力暴走により、その系けい譜ふが断たれるまで。

　魔ま法ほう暦れき六〇年。

　幼いころのブランは、未来を嘱しよく望ぼうされた『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳ひとみを持つ神童として、皇室が存在する御ご所しよに頻ひん繁ぱんに招かれていた。あらゆる魔術実験がその身に課せられるも、全すべてをやってのけた。

　ゆえに、誰だれもが夢見た。

　夢見てしまった。

　この少年ならば、『魔法』を手にすることができるのでは、と。

「ブランドンが来ているだと？」

　しかし、例外がひとり。その少女には、魔法だの魔術実験だのといった小難しい話は、ちっとも分からなかった。興味もない。あるはずもない。

　ただ、大人たちばかりが出入りする御所に、同年代の少年が出入りしている。そうした事実のほうがよっぽど重要で、よっぽど価値があった。

　その日も、ブランの来訪を告げられるなり、彼女は『水宝玉アクアマリン』の瞳を輝かがやかせた。

「ようし、ではわたしが直々に会いに行ってやろう」

　古くからの慣習に縛しばられ、天然の魔術結界を備えた御所の外に出られない少女にとって、未知なる少年の存在は好こう奇き心しんの矛ほこ先さきとなっていた。

　少女は本来いなければならない持ち場を離れ、ひと目を忍しのんで屋や敷しきを抜ぬけ出し、ブランが招かれている別室を目指す。少年が御所を訪おとずれるたびにこうして脱だつ出しゆつし続けてきたのだから、ずいぶんと手慣れたものだ。

　ただ、その日は道中、運悪く口うるさいふたり組に見つかってしまった。

「なんじゃ。おぬしひとりで何な故ぜこんなところにおる」

「まったくぢゃ、影かげ武む者しやのおつとめはどうしたのぢゃ」

　藍あい染ぞめの和服姿の小こ柄がらな禿とく頭とうの老人と、豪ごう奢しやに着き飾かざったルーヴルかぶれの老女。ともに皇室の主あるじたる『ミカド』を支える二大名家の当主であり、高位の魔術師たちだ。

　ふたりに見み咎とがめられた少女は、見事な逃にげ足の速さでその場を脱した。老人たちは、ため息とともにその背を見送る。

「挨あい拶さつもなしにとんずらとは、おぬしの孫まご娘むすめは無礼なやつじゃの」

「はぁー？　わしの孫娘はわしに似て立派な淑しゆく女じよぢゃもん。むしろあの無愛想は、どこぞの偏へん屈くつジジイに似たに決まっとるぢゃろが！」

「かもな。なにせ儂わしの孫娘は儂に似て繊せん細さいで、おぬしの顔を見たら怖こわがって逃げ出すわ」

「かぁーっ！　言うにことかいてこのジジイ！　可愛かわいげのない！」

「どっちがじゃ！」

　老人と老ろう婆ばの仲の悪さは御所でも有名で、口くち喧げん嘩かも毎度のこと。やがて悪口の応おう酬しゆうだけでは済まずに周囲を巻き込む大事に発展し、とうとう呪じゆ文もん詠えい唱しようが始まって、そうしてようやく皇女の仲裁で互たがいに矛を収める。それがいつものお決まりのパターン。老人たちも、じいやばあやと慕したってくれる皇女にだけは頭が上がらないのだ。

　なので少女は厄やつ介かい事を皇女任せにし、素知らぬ顔で目的地へと急ぐ。

　途と中ちゆう、慌あわただしく何やら準備を進めている魔術師たちの姿が、ちらほら。皇族たちさえ参加するほどの大がかりな魔術実験が明日に控ひかえているらしく、聖遺物や魔術儀ぎ式しきの媒ばい介かいをウエノの地へと運んでいるようだ。

「まったく。もぐもぐ。やつらまたブランドンをこき使うつもりだな。もぐもぐ。けしからんな。もぐ」

　仕出しで用意されていたおむすびをこっそりくすね、少女は頰ほお張ばりながら先を急ぐ。

　魔術師たちは彼女の顔を見て驚おどろくも、頰に付けたご飯はん粒つぶを目にし、自分たちの勘かん違ちがいを笑い飛ばした。

　一いつ瞬しゆん、皇女と見間違えたのだ。

　皇室に仕える二大名家には、次なる『ミカド』を担になう皇族と歳としの近い者を影武者として用意するという、有名な慣習が存在している。

　七歳になる当代の皇女にも、ふたり、影武者がいる。二大名家として名高いカグツチ家とタケミカヅチ家から選ばれた少女たちは、実の親でさえ見分けがつかなくなるよう魔術でその顔を変えられ、幼くして皇室に人生を捧ささげた。

　人ひと身み御ご供くうも同然だ。当事者ながら、ふざけた慣習だ、と少女は思う。

　影武者として選ばれた、ふたりの少女の名──

　カグヤ・カグツチ。

　タケトリ・タケミカヅチ。

　ともに、その名を捨てて生きることを強しいられているのだから。

「おいブランドン。わたしが来てやったぞ！」

　ようやく目的地にたどり着くと、少女は不ぶ躾しつけに少年の名を呼んだ。

「おむすびも持って来てやったぞ！　どうだ、感謝するがいい！」

「……誰かと思ったら、お前か」

「そうだわたしだ！」

　居い丈たけ高だかな少女を、眠ねむたげな顔つきの少年が出で迎むかえた。今はもう昼。仕出しの昼食が用意されるような時刻だというのに、どうやら二に度ど寝ねしていたらしい。幼いころのブラン──その両目ともに、オリハルコンの輝きが宿っている。

「まーたお役目すっぽかして、抜け出してきたのか？　とんだポンコツ影武者だな」

「フン。貴様こそずっと寝ていたのだろう。だらしのないやつめ、モリガン姉に言いつけてやるからな！」

「いいぜ。だって、ねえちゃんはおれのこと怒おこったりしないし」

「ぐぬぬ……言われてみればそのとおりだ。むしろブランドンの悪口を言おうものなら、わたしがモリガン姉にころされてしまう」

「いやさすがにころしはしねえよ」

「モリガン姉に逆らったらころされると、わたしの本能がうったえているのだ」

「ほんとかよ」

「死あるのみだ」

　そうしてふたり、小さな顔を突つき合わせ、ひと時を過ごす。

　ブランが御所に出入りするようになって早一年。そこそこの頻ひん度どで、誰にも見咎められることなく続いてきた、幼馴染の関係だ。

　しかし、ブランにはずっと疑問があった。彼はおむすびをぺろりと平らげた後、いつものように、不思議そうに隣となりの少女の顔を見やる。

「ところで、お前の名前はなんていうんだよ。っていうか、どっちなんだよ。前にも言ったけどな、呼び名が分からないと不便だろ」

「……教えてはだめだと、皇女さまに言われているのだ」

　そう尋たずねると、少女は決まって困り顔になってしまう。切り揃そろえられた前まえ髪がみを難しげな面おも持もちで弄いじり、眉み間けんをしかめさせ、八や重え歯ばを見せてぎこちない笑えみを浮うかべるのだ。

　もしもふたりの関係が、明日の魔術実験の暴走で平へい穏おんな日々ごと壊こわれてしまうと知っていれば──この日ブランは無理矢理にでも少女の名を聞き出していただろうか。

　あれから十年経たった今でも、ブランは未いまだ、幼馴染の名前を知らない。








第一章　ワールドエンド









　ブランドン・ブラックバーンの平穏な世界は滅ほろびようとしていた。

「やつだ……やつが来る……！」

　毎度の如ごとく自室にひきこもっていたブランだが、普ふ段だんの余よ裕ゆうに満ちた不敵な態度とは違ちがい、その表情は焦しよう燥そうの色が濃こい。

　なにかに追い詰つめられているかのように、落ち着かない様子で家の中をうろうろする。そんな弟の姿を、姉モリガンはのんびりとお茶をすすりながら眺ながめている。

「おれはどうして、あんな軽率な真ま似ねを……。こういう事態になるのは、充じゆう分ぶん予想がついていただろうに……」

　頭を抱かかえるブラン。まさにこの世の終わりのような有様だ。

　と、そのとき。

　家のチャイムが不意に鳴った。

「ほら来た！」

　たまらずブランが叫さけぶ。

　一方、来客を出迎えようと立ち上がるモリガンだったが、そんな幼おさな姉あねをブランは無言で制止する。

　必要ない。

　なぜなら相手は、無断で侵しん入にゆうする術すべを手に入れてしまったのだから。

　再びチャイムが鳴るが、ブランは返事をしなかった。すると、一度小さくガチャガチャとドアノブを動かす音が聞こえ、やがて止やんだ。

「でもブランくん、配達のひとかも知れないよ？」

「しっ──」

　小鳥のように小首を傾かしげたモリガンを尻しり目めに、ブランの警けい戒かい心しんは微み塵じんも揺ゆらぎはしなかった。

　やがて、ドアの鍵かぎ穴あなに異物が挿そう入にゆうされる金属音がふたりの耳に届く。

　ブランの願いも空むなしく、慣れない手つきで突き刺さされた異物を、鍵穴はすんなりと受け入れてしまった。そして、平穏な世界を守ってきた門は破られる。

　当然だ。

　なにせ相手は、合鍵を持っているのだから。

「やっほーブラン！　おっじゃまっしまーす！」

　閉じられていた扉とびらが景気よく全開にされ、群ぐん青じよう色いろのポニーテールを振ふり乱した少女が満面の笑みとともに飛び込んできた。

　ルーヴル王国の第三王女、『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳ひとみを持つ彼女の名は、デュセル・デュランダル。その手には確かに、ブランの家の合鍵が握にぎられている。

「きょうはねー、お泊とまりセット持ってきたの！　それに、ボードゲームも色々。お姉さまたちが置いてってくれたやつ！」

　見れば、デュセルはぱんぱんに膨ふくれ上がったボストンバッグを担かついでいた。あの中に、着き替がえやらアメニティやら夜通し遊び倒たおすためのボードゲームやらが、ぎっしり詰まっているのだろう。

「やっぱりきょうも来たか！　毎日遊びに来る気かあのお姫ひめ様は！」

　たまらず叫ぶブラン。

　未来世界の『魔法使いアルテイマグス』にまつわる先日の一件以降、合鍵を渡わたされブランの自宅の場所を教えられたデュセルは、毎日のようにこうしてブランの家を襲しゆう撃げきしに来ていた。

　親しい友だちの家に遊びに行く──長く幽ゆう閉へいされて寂さびしい子ども時代を送ってきたデュセルにとっては、昔から憧あこがれ続けていた嬉うれし恥はずかしな一大イベントだ。

　だからといって毎日毎日足を運ばれては、ひきこもっていたいブランからすればたまったものではないのだが。

　確かにブランとしても親友を追い返すような真似はできず、いつもずるずるとデュセルに付き合ってはいる。悪い気はしないのだが、趣しゆ味みに没ぼつ頭とうする時間や、分身シヤドウたちの集めてきたお宝映像を編集する時間は欲ほしい。

　それにきのうまでは決まって放課後の襲撃だったが、きょうに至っては午前中の講義が終わった時点でデュセルが攻せめ込んできてしまっている。いくら午後の講義が任意の取得制とはいえ、これ以上甘やかすのは彼女にとってもよくはない。

「──おれは決めたぞ。きょうこそは、逃げる」

　意を決したブランの呟つぶやき。

　決断すれば、その行動は早かった。

　すかさず手元に七シチ支シ刀トウを呼び出し、呪文詠唱。お決まりのＡＢＲＡアブラＣＡＤＡＢＲＡカダブラという転移呪文を唱え、ブランの姿は瞬時に搔かき消える。

「ブランみーっけ──えええ？」

　デュセルはというと、恒こう例れいの抱ハ擁グ＆頰タッチビズを行うべく飛びついたにもかかわらずスカされ、ブランの消えた空間に抱だきつこうとしてそのままつんのめってしまった。

「あーもー、逃にげられちゃたー！　ふーんだ！」

　その場にぺたんと尻しり餅もちをついたまま、デュセルは頰を膨らませて両手をぶんぶんと振りながら抗こう議ぎの声を上げる。が、姿を消したブランの耳にその声が届くことはない。

　そんなデュセルの様子を見かねたのか、モリガンが一言。

「デュセルちゃん。押してばっかりだと男の子は逃げちゃうよ。たまには引いて、やきもきさせちゃうことも大切なんだから」

　あどけない童女の笑みとともに、永遠の九歳児は涼すずしげにそう言った。

「おねーちゃんさん？　どういうことなの？」

「押して引いて、熱して冷まして、男女の駆かけ引きはメリハリなんだよ。人間、ぬるま湯に慣れるとそれを当たり前と思っちゃうから、ときには熱ねつ烈れつラブコール、ときにはクールにそっけなく、相手を自分に夢中にさせるにはいつもの自分と違う自分を演出してあげることが大事なんだよー」

「……ふーん。おねーちゃんさんって、大人の女のひとなのね」

「えっへへー。そうだよー」

　心は九歳児のまま成長していないとはいえ、モリガンもこの世に生まれて十九年。デュセルより二年分は大人のレディだ。

「いつもの自分と違う自分……男の子の気持ち……そんなのあたし分かんないけど」

　ボストンバッグを放ほうり出し、デュセルは困り顔で眉間にしわを寄せる。

「とりあえず、お昼ごはん食べてく？　今ちょうど支し度たくしてたんだけど、ブランくんどっか行っちゃったもん。せっかくだしデュセルちゃん食べてー」

「はーい」

　キッチンへと向かっていくモリガンに返事しつつも、デュセルは拗すねた顔つきでブランのいなくなった彼の家を見回していた。

「……ん？　あれは？」

　そんなデュセルの目にふと留まったのは、ブランの自室に放置されたままだった、水すい晶しようモニターと旧きゆう暦れきのゲームコントローラー。

　それらが分身シヤドウの操作に使う道具だということは、以前ブランの家に来た際にデュセルも説明を受けている。そのときは触さわらせてもらえなかったが、持ち主の姿は今どこにもない。

「そっか！　いつもの自分と違う自分！　男の子の気持ち！　あたしにもきっかけが摑つかめるかも！」

　ふくれっ面つらから一転、デュセルの顔がパアッと華はなやぐ。

　そして、彼女の手はコントローラーへと伸のびていった──
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「ふふーん、さすがあたしの『万能詠唱オールマイテイー』。まさか憑ひよう依いまで可能だなんてね」

　その呟きは、誰だれあろうデュセルのものだ。

　なにせ世界広しといえども、『万能詠唱オールマイテイー』の魔ま術じゆつ特性を持つ者は『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳の持ち主のみ──つまりはデュセルだけなのだから。こればかりはオリハルコン位階のブランやアンジェにさえ再現不可能な芸当だ。

　しかし、今しがたの声は、少女のそれではない。もう少しばかり低かった。

「これがブランそっくりの体かあー。目線ちょっと高い。あと胸のあたりがかるーい」

　学園の学舎内の一室、姿見の前でデュセルはその場でくるりとターン。

　が、鏡に映っているのはポニーテールの少女ではなく、デュセルと同じ群青色の髪かみの、ブランそっくりの少年だった。

　ひきこもりの魔術王と瓜うり二ふたつの姿を持つ分身シヤドウ『案山子スケアクロウ』。デュセルは今、ブランの自室に居座ってスケアクロウを操作するどころか、魔術で造られたその肉体に自分の意識を憑依させてしまっていた。

「じゃんっ、カッコいいポーズ！」

　ターンし終え、デュセルは自分が考えるブランに似合う決めポーズを披ひ露ろうする。本人よりも随ずい分ぶんと様になっていた。スケアクロウの体を乗っ取ったデュセルは、ブランそっくりの姿を意のままに操あやつることができてご満まん悦えつなのか、先ほどからすこぶる上じよう機き嫌げんだ。

　対して、そんな彼女の様子を後方から見守る面々の顔は、どんよりと曇くもっていた。

「どうするんですか。前回に引き続き、また七詠唱セブンキヤストの支配権が奪うばわれちゃいましたよ」

「困りものだな」

「しかも好き勝手に遊んでるし」

　ブランの女性体分身シヤドウの『魔女ウイツチ』、青年期の『黒魔導師ウオーロツク』、幼少期の『錬金術師アルケミスト』の三人。講義を控ひかえている老年期の『大賢者ワイズマン』を除き、暇ひまを持て余していた残り全員が、仮の主あるじであるデュセルに命じられるままウエノ学園に強制集合させられていた。

「本体、とうとう逃げ出したみたいですねぇ」

「早晩そうなるとは思っていた」

「あーあ、きょうはメイちゃんとデートの日だったのに」

　口々に愚ぐ痴ちり合う分身シヤドウたちだったが、デュセルに操作コントローラーを握られている手前、表だっては逆らえない様子だ。

「そこ、ぐちぐちしない！　男の子らしくないわよ、それでもブランの分身シヤドウなの！」

「いやいや、女の子ですよう」

「ウィッチは黙だまってて！　そーだ、あなたは変化魔術であたしに化けて、代わりに講義に出席しておきなさい！」

「ええー。まったくもう、めんどーですけど仕方ないですねぇ……」

　嫌いやそうな顔のウィッチだったが、やはり命令には逆らえないのか、午後からのデュセルの講義に備えてスケジュールをチェックし始める。

「ウォーロックは、街に戻もどってブランの捜そう索さく！　見つけ次し第だい、ブランのお家うちのあたしのところまで連行してきて！」

「任務了りよう解かい」

　比ひ較かく的てき楽な命令を受けたウォーロックは、静かに頷うなずくと、さらなる注文を突つきつけられる前にさっさと姿を消してしまった。

「アルくんは、ひとまず命令なし！　でもアンブロシアのところの四魔王フオーテリブルといちゃつくのはだめだからね！」

「えー！　いやだいいやだい！　デュセルおねえちゃん酷ひどいや！」

「だめったらだめ。お子さま分身シヤドウ同士で恋れん愛あいごっこなんて十年早いわ！」

　愛らしい童顔の瞳を潤うるませてデュセルにすがりつくアルケミストだったが、泣き落としはまったく通用せず、悔くやしげに唇くちびるを尖とがらせる。

「というかデュセル様。お願いですからスケアクロウの姿で女言葉使うのは止やめましょう。見ていて、いたたまれない気分になってくるので」

　そんな中、ウィッチがデュセルに対して言葉遣づかいに難色を示す。その足元ではアルケミストもそうだそうだと口を揃そろえて文句を垂れていた。

「む。確かにそーね。ブランはこんな喋しやべり方しないし」

　鏡に映った今の自分の姿を見て、デュセルは首を捻ひねった。

「……よーし。や、違ちがうわね。──よし。だったらやってやろうじゃないか」

　だが、そこは四六時中親友のことばかり考えているデュセル。記き憶おくを手た繰ぐり寄せてブランらしいロールプレイを演じるくらい、わけはない。

「きょうから、おれがブランドン・ブラックバーンだ！」

　それなりに様になった口調に改めると、デュセルは再び姿見の前でシャキーンとカッコいいポーズを披露。旧暦時代からアルテナで盛さかんなヒーローショーの如ごときポージングだが、ブラン本人の名めい誉よのために断っておくと、彼は生まれてこのかた一度もそんなポーズをしたことはない。

　どうにも、ブランのことを考えてばかりなせいか、ところどころ美化されてしまっているようだ。

「決まった！　はい拍はく手しゆ！」

　気分は絶好調のデュセルに強要され、ウィッチとアルケミストはペチペチペチとやる気のない拍手を送る。

　適当に流されるままのふたりだが、彼らはこの直後、もう少し身を入れてデュセルの見張りをしておくべきだったと後こう悔かいすることになる。

　なぜならば、次の瞬しゆん間かんにはデュセルが放たれた矢のように駆け出していたからだ。有り余る元気と極限まで高まったテンションが彼女を走らせているのだろう。デュセルの姿は、魔術でも使っているかのようにあっという間に遠ざかっていく。

「あ、しまった！」

「なにをするか分からないし、追おう！」

　慌あわてて追いかけるウィッチとアルケミスト。

　しかし、ちっとも追いつく気配がない。

「あー、この分だと確実にスケアクロウの身体能力にリミットかけてないですねぇ」

「げげっ、そんなの追いつけるわけないじゃん！」
















　格かく闘とう戦特化のスケアクロウは、神器鋳い型がたの分身シヤドウとして生まれ変わって以降、七詠唱セブンキヤストの中でも最も高い身体能力を有している。要するに、魔術など使わなくとも運動神経抜ばつ群ぐんで機き敏びんということ。

　スケアクロウ自身の自律行動中やブランの憑依時には手を抜ぬいてだらだら動いているが、やろうと思えば韋い駄だ天てんのように動けてしまうのだ。まさに今、肉体のポテンシャルをフル活用しているデュセルのように。

「ま、まるで追いつけない……」

「おれもう疲つかれたー……」

　走れども走れども引き離はなされるばかりで、ウィッチとアルケミストはとうとう音を上げ、荒あらい息とともにその場にへなへなとへたり込んでしまった。

　仕方ないので、ふたりは遠視と透視クレアボヤンスの魔術でデュセルの行方ゆくえを追うことにする。

　ダイヤモンド位階の魔力反応はすぐにも見つかった。

　学園敷しき地ち内の広場に用意された、サッカーコート。そこに、昼休みを利用して蹴しゆう球きゆうに興じていた男子生徒たちに交じる、群ぐん青じよう色いろの髪の少年の姿があった。

　ゴール目め掛がけて放たれたシュートを止めてボールを奪い取ったデュセルは、押し寄せる両チームの面々を華か麗れいなドリブルで軽々といなしながら、反対側のゴールへ。

「へへーんだ！　スーパーシュート！」

　そのまま、手て練だれのディフェンス陣じんさえ抜き去って、ゴールキーパーの届かないポストギリギリの位置へとシュートを叩たたき込んだ。誰もが見み惚とれる見事なゴールだ。

　それで満足したのか、デュセルはコートを横切って猛もうスピードで逃にげ去っていく。

「おいおいおい、なんだ今の……」

「あれ確か、クズ石のブランドンだよな……」

　残された男子生徒たちは、呆あつ気けに取られた眼まな差ざしでその背を見送るのみ。

「いくらなんでもはしゃぎすぎじゃないですかね!?」

「早く捕つかまえないと、とんでもないことになりそうだよ!?」

　そんな一連の光景を目にしたウィッチとアルケミストはというと、だらしなく座り込んでいる場合ではないと遅おそまきながらに察し、慌てて重い腰こしを上げていた。

　そのまま、魔力反応を頼たよりに再びデュセルを追いかけ始める。

　サッカーコートの次は、デュセルは空飛ぶ箒スカイ・スウイープの修練場へ。

　箒ほうきのひとつにキックボードの要領で飛び乗り、おぼつかない魔力操作でふわふわ飛んでいた自主練中の中等部の生徒たちを、驚きよう異い的なまでに強きよう烈れつなスピードで追い抜いていく。

　そのまま、箒で追いかけてきた警備員たちを振ふり切って、空中でサーフィン。

　学生魔ま術じゆつ師したちの視線を一身に、自由気ままにやりたい放題だ。

　時には立ち止まって、困っている生徒たちを見つけては男女の区別なく助すけ太だ刀ちを買って出てみたりもしている。割とそこかしこで、感謝の声が上がっていた。

　なにせ『万能詠唱オールマイテイー』が使えるのだから、大たい抵ていの問題は魔術の力で解決してしまえるデュセルなのだ。

「あーもう！　やっぱり滅め茶ちや苦く茶ちやしてやがりますよね!?」

「ろくに魔術も使えない落ちこぼれって設定、絶対忘れてるよあれ!?」

　追いかけるウィッチとアルケミストは、完全に顔を青ざめさせていた。

　このままでは、学内におけるブランドン・ブラックバーンの評価がデュセルの活かつ躍やくによって完全に一変してしまいかねない。

　生まれ持ったオリハルコン位階を隠かくすため、ことすらやる気のないクズ石の劣れつ等とう生せいという立場に甘んじているにもかかわらず、きょうになって突とつ然ぜん、様々な魔術を自在に駆く使ししているところを学園のいたる場所で目もく撃げきされてしまっている。ブラン本人が今の事態を知ることになれば、顔面蒼そう白はくでは済まないだろう。

　だが、当然ながらデュセルは別に、ブランに迷めい惑わくをかけるつもりでこんな真ま似ねをしているのではない。

　むしろ、その逆。

（ブランらしく振る舞まわなきゃ。だからあたしもブランみたく、カッコよくて素す敵てきで人助けできる男の子って設定でロールプレイしなきゃ！）

　ブランならこうするだろう──

　ブランならこのくらいは軽くやってのけるだろう──

　そうした、霊れい峰ほうフジより遥はるかに高いブランに対しての信しん頼らい感が、彼女を突き動かし、結果としてブランらしくない行動をさせてしまっているだけなのだ。

　彼女の中にある、ブランならこうする、このくらいやってのける、等々は確かに正しくはあるのだが、それはあくまで有事の話。普ふ段だんのブランは生きつ粋すいのぐうたらだということをデュセルはどうやら失念しているようだ。

「とてもいつものぼっち姫ひめとは思えない行動の数々なんですが!?」

「自分の殻からを破るのはいいことだけど、その姿で破られると困るんだけど!?」

　ウィッチとアルケミストは、頭を抱かかえながらデュセルを追っていた。

　魔力反応によれば、今ふたりが向かっている第一学館の裏手で、デュセルはようやく動きを止めているらしい。

　突とつ飛ぴな行動を思いとどまらせるチャンスは今しかない。

　ふたりは勇み足で学館の裏へとなだれ込み──

「なあ副会長。お前ってどうしていつもおれに突っかかってくるわけ？」

「わっ、わたしはただ、ブランドンが学内で派手に目立っていると聞いて、あう、その、そ、それ以上顔を近づけるにゃあ!?」

　副会長へと迫せまるデュセルの姿を見つけ、盛せい大だいにずっこけた。

「壁かべドンしてる!?」

「それもナチュラルに!?」

　真っ赤な顔の副会長に対し、壁に手を当て逃げ場をなくして顔を近づけているデュセルという、とんでもない光景を前に驚きよう愕がくの叫さけびを上げるウィッチたち。

　そんなふたりを尻しり目めに、構わずデュセルは言葉を続ける。

「──で、幼おさな馴な染じみのおれになんの用なんだ？」

「だっ、だからっ、せっかくわたしが苦労して、ブランドンが落ちこぼれのクズ石だと広めているのに、なのにっ、目立つような真似を仕出かしたら、貴様がオリハルコン位階の魔術師だと周りにバレてしまうではないかぁっ！」

　ウィッチたちの姿が壁ドンの腕うでに遮さえぎられて見えていないのだろう、ふたりきりと勘かん違ちがいした副会長が長年の秘密を口走る。

「……はい？」

　慌てふためく副会長の物言いに対し、デュセルは眉まゆをひそめた。

（え？　副会長って、ブランの秘密を知ってたの？　なら、あたしが留学してきたころの退学騒さわぎとか、常つね日ひ頃ごろのクズ石呼ばわりとか、あれはいったいなに……？）

　自信なさげにあたりを窺うかがうデュセル。

　目が合ったウィッチとアルケミストが、必死に首を縦にぶんぶんと振っていた。

　ふたりの仕草どおり、副会長は一応、ブランの秘密をいくつかは知っている。なにせ、腐くさっても古くからの幼馴染なのだ。七詠唱セブンキヤストのことまでは知らなくとも、幼いころの両目ともに『青生生魂ブルーオリハルコン』だった幼少期は知っているし、いくらポンコツといえどもその事実を忘れるわけはない。

　幼いブランが引き起こした十年前の魔力暴走によって、彼女も命を落としかけたし、その後の人生も一変してしまったのだから──

「ん？　副会長……」

　首を傾かしげながら、デュセルは視線を副会長へと戻もどす。

「顔が赤いぞ。熱でもあるのか？」

「うぎゃあ!?　や、やめろぉ!?」

　突然おでこに手を触ふれてきたデュセルに対し、とうとう副会長は混乱のピークに達したのか、ゆでだこ顔の有様で目をぐるぐると回してしまっている。

「と、とと、ともかくだ！　貴様の魔力を悪用しようなどという輩やからはこの世にごまんといるのだし、学園長やワイズマン教授にも迷惑がかかってしまうではないか！　自重しろというのだこのばかもの！」

「そっか。確かにそれは悪かった」

　ブランと副会長との関係を今ひとつ摑つかみきれていないながらも、デュセルはともかく頷うなずいた。

「な、なんだ、きょうはやけに素直だな……」

「そういうお前こそ、いつもきょうみたいに素直なら、もっと仲良くなれるのにな──」

　言って、さらにぐぐぐっと顔を近づけるデュセル。

　平静心を取り戻しかけていた副会長が、それでさらに目を回す。ついでに見ていたウィッチたちも再び仰のけ反ぞる始末。ブラン本人もびっくりのたらしぶりだ。

「にゃ、にゃ、にゃにを言っている！　そ、それに……、にゃ、にゃか、仲良くなんて、そんな資格わたしにあるわけないだろうっ！」

　副会長は顔を真っ赤にしたままデュセルの腕を振りほどき、脱だつ兎との如ごとく逃げ出す。
















「う、うわあああああああああああああああああん！」

　それも、なぜか盛大に泣きながら。

　そんな彼女の様子が気がかりになって、すぐにも追いかけようとしたデュセル。しかし、あろうことか副会長の逃げ足の速さは、スケアクロウの身体能力をもってしても追いすがれないほどの速度だった。

「あちゃー、もう見えなくなっちゃった」

　あっという間に視界にも映らなくなった副会長を見送り、デュセルはため息をこぼしながらぽりぽりと頭をかく。

「ウィッチにアルくん。ブランと副会長って、実際のところはどういう関係なの──じゃなかった、関係なんだ？　そもそも副会長の名前自体、知らないんだけど？」

　そんなデュセルの問いかけに、ブランの分身シヤドウたちは困った様子で顔を見合わせた。

　当然、ふたりともブランとは意識や記き憶おくを共有している。幼いころの副会長のことは知っているし、どういう付き合いをしていたのかも把は握あくしている。

　ただ──名前は分からない。

　カグヤ・カグツチか、あるいはタケトリ・タケミカヅチか。魔術で同じ顔にされ、かつての皇室のために用意された、二大名家出身の影かげ武む者しやの少女たち。そのどちらが、頻ひん繁ぱんに御ご所しよで遊んでいた少女の正体なのか、ブランは未いまだに知らない。

　そして、それを知る機会はすでに失われてしまっている。

　十年前の魔力暴走で生き残ったのは──時間漂ひよう流りゆう者によって救われたのは──どちらか一方のみ。もう一方は、事故に巻き込まれて命を落とした。ブランが殺したのだ。

　以来、副会長は決して自分の名を明かそうとはせず、ブランも彼女の名前を尋たずねようとはしなくなった。知ってしまえば、消去法でどちらが死んだか分かってしまう。ブランが、自分が殺した少女の名を知ることになってしまう。

　それゆえにふたりは互たがいに口を閉とざし、疎そ遠えんな関係になったのだから。

「…………それは、なんとも」

　重苦しい沈ちん黙もくののち、ウィッチは静かに言葉を濁にごした。その隣となりでは、アルケミストも見かけに似合わぬ苦く悩のうの表情で口をつぐんでしまっている。

　そんな分身シヤドウたちの反応に、デュセルにもなんとなく察しがついた。今のブランと副会長の関係が、良好とは言い難がたい状態にあることだけは。

「よし。いいこと思いついたぞ！　ならブランに代わって、このおれが副会長と仲直りするってのはどうだ？」

「えええええええええええええっ!?」

　突然のデュセルの提案に、ウィッチとアルケミストは目を丸くして悲鳴を上げた。
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　定期的に行われる、ウエノ学園の教授たちによる職員会議。

　普段は教職関連の会議など『大賢者ワイズマン』に全すべて任せてしまっているブランだが、デュセル襲しゆう撃げきというハプニングこそあったものの、その日に限っては自ら出席するつもりだった。学園の最高責任者にして『魔法使いアルテイマグス』である、学園長イアン・サンジェルマンから要よう請せいを受けたためだ。

　──きょうの会議は必ず参加しろ。これはきみの未来にも関かかわることだ、と。

　頭ごなしに言われながらも、イアンの正体を知った今となっては断るわけにもいかない。彼は恩人であり、複雑な事情を持つ身内でもあるのだから。

「まったく、今度はどんな厄やつ介かい事を持ちかけてくるつもりなんだか。ただでさえこっちはさっきデュセルに支配権を奪うばわれて、今は隠れて携けい帯たいゲーム機で分身シヤドウにアクセスしてるってのに」

　サングラスの似合う長身の老教授、ワイリー・ワイズマン。

　己おのれの姿を老年期にまで成長させた分身シヤドウへの憑ひよう依いを終えると、ブランは大きくため息をこぼした。もっとも、先ほどの昼休みの間にデュセルが取った行動の内容を知れば、そのため息はもっと大きくなっていただろうが。

　学園におけるワイズマンの立場は、附与魔術エンチヤントの講義を受け持つ魔ま術じゆつ教授だ。

　附与魔術エンチヤントは、ブランの最終目的である『七つの魔法セブンキヤスト』のひとつ『魂の定着コキユートス』の究明を掲かかげた、七大魔術系統のひとつ。ブランは本来その道のエキスパートだ。現に彼の我流術式『分身鋳造シヤドウキヤスト』も、主に附与魔術エンチヤントを基き礎そ理論として用い、アルテナ独自の陰おん陽みよう術じゆつをブレンドして構築されている。

　当然、七大魔術系統と呼ばれているからには、魔法へと連なる魔術の学問体系が七つ存在し、ワイズマン以外にもそれぞれの担当教授が六人いるということになる。

　きょうの職員会議は、そうした七大魔術系統を担になう担当教授たちが、珍めずらしくも全員出席を予定している。平時の会議ではなく、学園長による緊きん急きゆう招集だからだ。

「フフッ……だから私にもお呼びがかかったわけだね……」

　ワイズマンに憑依したブランの背後に佇たたずみ、艶えん然ぜんとほほえむ美女がひとり。

　不老不死の大魔術師と同じ真しん紅くの髪かみと瞳ひとみを持ちながら、その見かけは二十代の妖よう艶えんな妙みよう齢れい期。体つきも年ねん齢れいに合わせて魅み惑わく的に成熟している。

　アンジェラ・アンブロシアの化身アバターのひとり、『死霊術師ネクロマンサー』だ。

　学園内においては、ネッサ・ネクロという名と助教授の立場で、死霊術ネクロマンシーの担当を務めている。つまりは、彼女も会議に呼ばれた七名の教授のひとりということだ。

　だが、今しがたの口調は化身アバターというより、アンジェ本人のものに近い。おそらく憑依しているのだろう。憂うれいを帯びたミステリアスな表情がその証しよう拠こだ。

「アンジェか。なんだ、もしかしてそっちも憑依して来いと言われたのか？」

「まあね。表向きは雇やとわれ助教授だから、学園長に逆らうわけにはいかないし……私個人としても魔法使いには興味があるからね……」

　ワイズマンとネクロにそれぞれ憑依した、ブランとアンジェ──

　ふたりは互いに肩かたをすくめると、会議室を目指して歩き始めた。

　廊ろう下かで和わ気き藹あい々あいとはしゃいでいた生徒たちは、両者の姿を見るなり、ある者は気軽に、ある者は親しげに、またある者は礼節ある態度で、それぞれ会え釈しやくする。

「そっちもなかなか慕したわれているんじゃないか？」

「さあ？　どうだろう。まあ、私は美人だからね……」

「ほざいてろ」

　軽口を叩たたき合い、余よ所そ見み歩きをするふたり。

　不意に廊下の曲がり角から現れた人ひと影かげと、アンジェが、軽くぶつかる。

「おや……？」

　相手の背は随ずい分ぶんと低い。アンジェは、本体よりも凶きよう悪あくに育ってしまったネクロの胸を若じやつ干かん煩わずらわしそうにしながら、ぶつかった相手の顔を見下ろす。

　少女だ。それも、中等部くらいの幼さだ。背せ丈たけで言えば、ちょうどネクロの乳が彼女の頭に乗っかるほど。片目が前まえ髪がみで隠かくれたプラチナブロンドのショートヘア、今まで一度も日に焼けたことがないのではと思わせるほどに白い肌はだ、その佇まいはまるで妖よう精せいだ。

　歳とし相応の幼く柔やわらかな面おも立だちと、少し眠ねむたげな眼まな差ざしが、どことなく愛あい嬌きようを感じさせる。瞳の位階は『蒼銀真珠コバルトパール』。デュセルやステラのような透とう明めい感かんのある光り輝かがやく青い瞳ではないものの、深く、神秘的で落ち着いた色合いをたたえている。そして宿した魔力もまた、デュセルやステラとは別種ながらも、高い素質を感じさせた。

　ひと目で、アンジェにも少女が高位の魔術師であると理解が及およぶ。

　根こん拠きよはもうひとつある。

　──高位の女性魔術師は、高い魔力で胸のかたちを安定させられるがゆえに重力に負けることなく、ブラを必要としない。中等部の生徒と思おぼしき少女もノーブラで、おまけに、背の低さに似合わぬ生意気なロリ巨きよ乳にゆうの持ち主だったのだ。

「……重いです。むやみに乗っけないでください」

　頭の上の乳を邪じや険けんに持ち上げながら、その少女は非難がましい目つきでネクロを睨にらんだ。

「ローリエ君。そっちも講義は終わりかね」

　プラチナブロンドの少女に対し、ワイズマンとしての老教授のロールプレイを徹てつ底ていしながら話しかけるブラン。

「これはワイズマンせんぱい。はい、ボクのほうもちょうど終わったところです」

　ローリエと呼ばれた少女は、小さくぺこりと頭を下げた。

　そこでアンジェは首を傾かしげる。中等部の第四学館はここより離はなれた場所にある。講義が終わったばかりにしては、どうして高等部の第一学館にいるのだろうか。

「ネクロ助教授は初顔合わせだったかね。彼女はローリエ・ロリエッタ教授。弱じやつ冠かん十三歳で七大魔術系統の錬金術アルケミーの講義を任せられた、期待の天才美少女だ」

「…………えっ？　生徒じゃなくて、教授？」

「ああ。去年の中等部受験であり得ない高得点を取ってな。教授連中が物珍しがって試ためしに色々やらせたところ、全ての試験をパスしてそのまま博士号まで取得しおった」

　予想外の言葉に、アンジェは目を白黒とさせる。

「それほどでもありました」

　一方ローリエは、歳相応に偉えらぶるように、えへんと胸を反らしている。

　よくよく見てみれば、彼女の着ているだぶだぶの白衣のような魔術ローブは、学生のそれではなくれっきとした教授用のローブだ。

「ふむ。その驚おどろきの面持ちを見るに、どうやらネクロ助教授はローリエ君の噂うわさひとつ耳にしたことはなかったようだな」

「……そ、そうだね。私は、学園に対しては興味が薄うすかったものでね……」

　思わずアンジェとしての素の感想を漏もらしながら、彼女はまじまじとローリエの小さな背丈を見下ろし、なんとなくでその頭を撫なでる。

　大魔術師の興味の対象は、あくまでブランだけ──そのはずだった。今まではデュセルやステラに対しても素っ気なく接していたアンジェだったが、謎なぞに満ちた学園長イアンの存在をきっかけに、最近学園の色々なことに好こう奇き心しんを抱いだくようになったらしい。

　こうして『死霊術師ネクロマンサー』に憑依して職員会議に出席しようとしているのも、そうした心境の変化の表れと言えるだろう。

「さて、いつまでも突つっ立ってないで、さっさと会議室へ急ごうじゃないか」

　ワイズマンとしてのブランの言葉に、アンジェも、そしてなんとなくで彼女に頭を撫でられ続けていたローリエも、揃そろって会議室へと向かう。

　学生たちもあまり近寄らない、第一学館の一室。

　外から見えないよう黒い遮しや光こうカーテンで室内の窓全てを覆おおったその会議室に、一行に先んじて三名の教授たちが席についていた。

「やれやれだ。遅おそい到とう着ちやくだな、まったく」

　うちひとりは、学園長のイアンだ。

　仮面学園長の由ゆ縁えんである仮面は、すでに外したまま。先日の一件以降イアンは左目こそ単眼鏡モノクルに封ふうじているが、その素す顔がおを晒さらし続けている。服装もかつての学生服姿ではなく、両りよう腕うでにいくつもの腕時計を巻きつけた、宝石のように煌きらびやかな未来世界の衣い装しようだ。

　学内の生徒たちからすれば、先日まで転入生であった青年が学園長の正体で、さらには占星術アストロロギアの担当教授というのは、いささか寝ね耳みみに水だろう。しかし、学外にも知れ渡わたるほどの怪かい人じん物ぶつとして名が通っていただけあって、今はすんなり受け入れられている。なにせ、十三歳の魔術教授が認められているくらいなのだから。

　そして、イアンを除く残り二名。

　片方は、ルーヴルかぶれの豪ごう奢しやなドレスの上から教授用ローブを羽織った美女。

　もう片方は、神しん仙せんのように長い髭ひげと禿とく頭とうが特とく徴ちよう的な、藍あい染ぞめの着物姿の小こ柄がらな老人。もちろん彼も着物の上からローブを羽織っている。

「遅いぞ、ワイズマン。これだからキザに気取ったジジイは信用ならんのじゃ」

　禿頭の老人が、鋭するどい眼光でブランを睨みつけた。

「かぁーっ！　イケてないジジイの嫉しつ妬とは醜みにくいのう。おのれもワイズマンを見習って、もう少しお洒落しやれに気をつけたらどうぢゃ？」

　すると隣となりの美女が、アイシャドウを引いた目元を細め、その若々しい見かけには似つかわしくない古風な口調で老人をたしなめる。

「なにがお洒落じゃ。おぬしのように若いころの姿に化けて無む駄だに着き飾かざるのがお洒落というのなら、そんなもん儂わしは願い下げじゃ。そもババアのくせに若人わこうどたちを誑たぶらかそうなど、ふしだらじゃて」

「だっ、誰だれがふしだらぢゃ！　わしはただ、世の貴婦人たちの永遠の夢である若返りの術式を編み出しただけぢゃもん！　自分で作った我流術式を自分に使ってなぁにが悪いんぢゃい！」

　そのまま、口くち汚ぎたなく言い争いを始める老人と美女。

「やれやれ、またか」

「いつになったら爺じい様も婆ばば様も仲良くしてくれるのやら」

　その光景に、いつものこととばかりにイアンとブランはほぼ同時に肩をすくめた。

「今でこそこれだが、昔は仲が良かったのにな。それこそ五十年前ともなれば、ロミオとジュリエットさながらに、互たがいに家を捨てて駆かけ落ちしようというくらいの仲だったのに。当時は二大名家の次期当主たちの大恋れん愛あいとして──」

「なっ、なんでそんな昔話知っとるんじゃあ、学園長！」

「そうぢゃ、そうぢゃ！　見てきたように言うんぢゃないわ！」

　イアンに秘密を暴ばく露ろされ、途と端たんに顔を真っ赤にして仰のけ反ぞる老人と美女。

　対して、ふたりの恒こう例れいの口くち喧げん嘩かを見事に止めてみせたイアンは、得意げに不敵で謎めいた笑えみを浮うかべる。

「僕を見かけどおりの若造とは思わないことだ。なんなら、きみたちが当時やり取りしていたラブレターのひとつでも持って来てやろうか、カグラ殿どの、そしてタケハヤ殿」

　どことなく老ろう獪かいに言葉を操あやつるイアン。

　習得した魔法により時間軸じくから解放され、ありとあらゆる時代に姿を現すことが可能な時間漂ひよう流りゆう者──その正体を知る者は、この場ではブランのみ。

「ちなみにボクは見かけどおりの少女です。あしからず」

　そんな中、ローリエが小さく挙手。

　毒気を抜ぬかれたのか、老人と美女は浮かせていた腰こしを下ろす。

　タケハヤ・タケミカヅチと、カグラ・カグツチ。

　互いに老ろう齢れいながら、片や黒魔術マテリアルスペルに長たけ『禁きん呪じゆ狩がり』で名を馳はせた歴戦の魔ま術じゆつ師し、片や『若返り』を成し遂とげた白魔術アストラルスペルの魔女。学園長の招きに応じて学園で教きよう鞭べんを執とっている古株の教授たちであり、魔都の二大名家として知られ、十年前の魔力暴走によって主あるじを失った、カグツチ家とタケミカヅチ家の当主たちでもあった。

「あとひとりは……？」

　アンジェが静かに首を傾げた。この場にいるのは六名、まだ一名足らない。

「──申し訳ありません。遅おくれてしまいました」

　そのとき、会議室の扉とびらが控ひかえめにノックされた。

　そうして室内に静々と入ってきたのは、おっとりとした笑みがよく似合う、物もの腰ごし穏おだやかな金髪ブロンドの束ね髪シニヨンの少女。

　学園の生徒会長ステラ・スティングレイだ。

　いつもの学生服姿で、手に一冊の分厚い魔導書らしき書物を抱かかえている。

「ワイズマン教授、ごきげんよう。うふふ、それにみなさまも。お待たせいたしました、わたくしのお師し匠しようさまをお持ちしました」

　そう言って、ステラは分厚い魔導書を会議室のテーブルの上に乗せた。

　瞬しゆん間かん。誰も触ふれていないにもかかわらず魔導書はひとりでにページを手た繰ぐり、不可思議な魔ま法ほう陣じんが描えがかれたページを開く。

『諸君、遅ち参さんの謝罪をさせてもらうのである。ご覧のとおり、我わが輩はいは身み支じ度たくに手間取る不便な体をしているものでな──』

　魔導書の奥から響ひびく、奇き妙みような声。ページに記された魔法陣の図形は、旧きゆう暦れきの画家ピカソの作品のような、幾き何か学がく的な人面を模していた。そして、今しがたの物言いは、驚くべきことにその人面の口元から紡つむがれていたのだ。

『召しよう喚かん術じゆつ師しヘキサグラム。遅ればせながら会議出席させていただくのである』

　──かつて、メトロポリタン合衆国のミスカトニック大学にて、異世界転移の大魔術実験が行われたことがある。

　高名な魔術師たちが集められ、各おの々おのの専門分野に基もとづき役割分担がなされた。その中には、この世界と異世界とを繫つなぐ転移ゲートの構築を担になった召喚術師もいた。それこそが、まだ人間だったころのヘキサグラムだ。

　実験はほぼ成功するも、魂たましいを異世界へと移動させることは適かなわず、術者たちの肉体だけが転移してしまった。実験に参加した多くの魔術師たちは転移ゲートに引きずり込まれて命を落としたが、絶体絶命の窮きゆう地ちにあって彼だけは生き残るための秘策を見み出いだした。

　聖遺物として持ち歩いていた魔導書に、自分を召喚する魔法陣を描いたのである。

　これならば異世界への転移が完かん了りようする寸前にこの世界に戻もどって来られるはず──という魂こん胆たんだったのだが、慌あわてて描いたせいで魔法陣が適当になり肉体だけは呼び戻せなかった。その結果、召喚術師の人格と記き憶おくと魔力を宿した『喋しやべる魔法陣』が誕生したのだ。

　本人曰いわく『我輩の魂ってどこにあるの？』とのことだが、最初は備品として学園に持ち込まれたにもかかわらず、今では立派に教きよう壇だんに立っている。学園の七不思議のひとつに数えられ、教室に風が入るとページがめくれて話が遮さえぎられる風変わりな教授であり、そしてウエノ学園におけるステラの召喚魔術の師匠でもあった。

『錬金術アルケミー』ローリエ・ロリエッタ。

『黒魔術マテリアルスペル』タケハヤ・タケミカヅチ。

『白魔術アストラルスペル』カグラ・カグツチ。

『占星術アストロロギア』イアン・サンジェルマン。

『死霊術ネクロマンシー』ネッサ・ネクロ。

『召喚術サモンズコール』ヘキサグラム・ヘクトパスカル。

『附与魔術エンチヤント』ワイリー・ワイズマン。

　──以上七名が、ウエノ学園で七大魔術系統の魔術講義を受け持つ教授たちだ。

『ローリエ嬢じよう。我輩の顔に落書きするのは止やめるのである』

「すいません。ちょっと可愛かわいくしてあげようかと思っただけです」

　ピカソじみた魔法陣にリボンを落書きしていたローリエが、ヘキサグラムに窘たしなめられる中、ようやく会議が始まろうとしていた。

「ステラ・スティングレイ、きみも聞いていくといい。大事な話になる」

　退出しようとしたステラを、イアンが呼び止める。

「あら？　ですが、わたくしに話をしてしまうと──」

「つまり、きみを通して大統領閣下にこの話が漏れることを、僕は期待しているわけだ」

　意味ありげにそう言うと、素知らぬ顔でイアンは他ほかの教授たちに向き直る。

「では、お言葉に甘えまして」

　ステラの頭の回転は速い。

　今からイアンが口に出そうとしている議題は、新天地アルテナのみならず、合衆国にもリークさせたい情報なのだ。だからこそ、ＣＩＡに所属しているステラの同席を求めた。それが分かった以上、彼女が遠えん慮りよする必要はどこにもない。

　ワイズマンとしてこの場に列席しているブランが隣りん席せきの椅い子すを引いたところ、ステラは優ゆう雅がに着席し、控えめながらも少しも臆おくせぬ面おも持もちで会議に交じった。

「早さつ速そくだが本題に入らせてもらおう。まずは各員、タケハヤ殿の報告を聞いてくれ」

　イアンの言葉に、その場の全員の視線が、『禁呪狩り』の小柄な老人へと注がれる。

　アルテナ二大名家のひとつタケミカヅチ家の現当主であるタケハヤは、古くより禁呪の封ふう印いんや魔ま獣じゆう退治を担ってきた、アルテナでは珍めずらしい戦せん闘とう職の魔術師である。『黒魔術マテリアルスペル』は七大魔術系統の中でも抜きんでて強力な攻こう撃げき呪じゆ文もんや殺傷性に優すぐれた禁呪の数が多く、彼は学園の講義においても危険性を熱心に説いている。

　魔都においては、禁呪に手を出して緋眼堕ちレツドとなった魔術師の討とう伐ばつや封印も彼の役割であり、賞金首として手配されているウォーロックとも因いん縁ねん深い間あいだ柄がらだ。

（この堅かた物ぶつジジイは、どうにも昔から苦手だったんだよな……）

　ワイズマンのロールプレイを続けながらも、ブランは苦々しげに歪ゆがめた目元をサングラスで隠かくす。

「最初に、結論から言ってしまおうかの──」

　そんな中、タケハヤは長い髭をさすりながら口を開いた。

「これより、七つの魔法のひとつ『新世界創造ワールドエンド』を、最大の禁きん忌きとして、禁呪指定させてもらう」

　その突とつ然ぜんの言葉に──

　当然ながら、イアンを除く全員が驚おどろきと戸と惑まどいの表情を浮かべた。

　それは、ネクロに憑ひよう依いしたアンジェでさえも変わらない。ブランはタケハヤの言葉にも驚かされたが、それ以上に師匠の珍しい表情に驚かされていた。

「質問があります」

　ひょこっと、ローリエが小さく挙手をした。

「ボクたち魔術師が目指すべき最終到とう達たつ領域『魔法』。大魔術でさえ再現不可能な奇き跡せきの、そのうちひとつが、どうして今になって禁呪扱あつかいされてしまうんでしょうか？　あ。別に責めているわけではなくて、少女の素そ朴ぼくな疑問ですのであしからず」

　ローリエの発言は、とても理路整然としていてあまり幼さを感じさせない。そしてその内容は、この場にいるほとんどの面々が同じように抱いだいていた疑問であった。

「ふうむ。今まで考えられてきた魔法『新世界創造ワールドエンド』は、『黒魔術マテリアルスペル』の秘術であり、この世の理ことわりを書き換かえ、既き存そんの世界を一新させる奇跡だったじゃろ。遡さかのぼること七十年、世界を魔法世界へと変革させた『大異変』の原因じゃ」

　──大異変。今は聖遺物と呼ばれる、世界中の魔ま性しようめいた伝説や伝承を持つアーティファクトの数々、それらが突とつ如じよとして魔力を帯び、この世に物理法則を超ちよう越えつした魔術・魔法という概がい念ねんを誕生させた。その現象こそが大異変であり、魔法『新世界創造ワールドエンド』だ。

　特に聖遺物が多く点在していたアルテナは、キャパシティオーバーした魔力の奔ほん流りゆうにさらされ、その余波で旧暦時代の大半の国土は水すい没ぼつしてしまった。犠ぎ牲せい者しやも生半可な数では済まなかった。そして、それらの犠牲はあくまで魔法の副産物なのだと、今までは考えられてきた。

「逆じゃ。ようやく判明した『新世界創造ワールドエンド』の真しん髄ずいとは、既存の世界を完全に滅ほろぼすこと。新たな世界を生むために、旧ふるき世界を終しゆう焉えんに導く、そういう魔法なんじゃて。かつての大異変が、アルテナの犠牲だけで済んだのはのう……『新世界創造ワールドエンド』が完成する前に魔力を封ふうじたからこその結果だったのじゃ」

　タケハヤが口にした仮説──否いな、未来世界の魔法使いであるイアンの深刻な面持ちから察するに、それは遥はるか先の未来では通説として扱われることになるのだろう。

　しかし現代においては、タケハヤの打ち出した説は、今この場にいる面々にさえにわかには信じられぬものであった。

「封じた……って、んなもんどこに封じたんぢゃ」

　長年の付き合いのあるカグラでさえ、半信半疑の面持ちでタケハヤを見ている。この偏へん屈くつな堅物ジジイが、噓うそや冗じよう談だんなど口にする性質ではないとわかっていながら、それでも彼女は口を挟はさまずにはいられなかった。

「『地じ獄ごくの門』だ」

　タケハヤに代わり、イアンが口を開く。

「旧暦よりこの世に存在していた七つの地獄の門と、ルーヴルに存在するその鋳い型がた。先人たちは『新世界創造ワールドエンド』の魔力をその門の向こうへと封じることで世界の滅めつ亡ぼうを食い止めた。大異変による被ひ害がいは、薄はく情じような言い方だが少ない犠牲で済んだほうだ」

　──地獄の門。

　その名前を聞き、ブランとアンジェは静かに顔を見合わせた。

　ふたりがまだ師し弟ていとなる前、最初に死力を尽つくして戦ったのも、ウエノ学園に当時存在していた地獄の門の門前であった。

　あのときアンジェは自じ滅めつ願望を叶かなえるため、デュセルと『三種の神器』を使って大異変の再現──つまりは『新世界創造ワールドエンド』を唱えさせようとしていた。

　もっとも当時のアンジェは、デュセルに呪文を失敗させて魔法の力を暴走させ、奇跡で奇跡を殺すというやり方で自らの『不老不死アンブロシア』を否定しようとしていた。しかしその実、暴走させずとも『新世界創造ワールドエンド』は世界を滅ぼすための呪文だったということになる。

　そしてブランには、もうひとつ思い出すべきトラウマがあった。

　十年前にウエノの地で引き起こしてしまった、魔力暴走。

　通りすがりの時間漂ひよう流りゆう者に助けてもらわなければ、あそこで自分も姉モリガンも死んでいただろう、忌いまわしい過去。

　あの実験も、ウエノの地獄の門で行われたものだった。

　まだ七歳児だったブランは、術者として、そして魔力の供給源として用意されただけで、術式を組み上げて実行を求めてきたのは実験で命を落とした魔術師たちだったが──今でも彼らの言葉を覚えている。

『これは、門の向こうに封じられた『魔法』を手に入れるための実験なのだ』

　──と。

　確かに彼らはそう言っていたはずだった。

　ブランが、古い記憶を手た繰ぐり寄せていた、そんな中。

「あ、あのー……地獄の門といえばですね……」

　おずおずと、今度はステラが挙手した。

「確か、ウエノ学園の門は魔術文化祭でわたくしのパパが……」

「ああ。すでに僕も、とある九歳児の幼女から、大統領閣下が派手にぶち壊こわしてしまったと聞いている。まったく、やれやれだ」

　恐おそる恐るといったステラの問いかけに、イアンはため息交じりに頷うなずいた。

「あの御ご仁じんは、メトロポリタン本国でも『神しん獣じゆう』の実験に用いられた地獄の門をふたつほど破は壊かいしてしまっているからな。本人は無意識なのだろうが、やることなすこと全すべてが、結果として人類の英えい雄ゆう的行動になってしまう。とんだ主人公補正だ」

　ルーヴルに存在する鋳型を除けば、鋳ちゆう造ぞうされた門は合計七つ。実にそのうちの三つを、スティーヴン・スティングレイという男は破壊してしまっていた。

「もっとも、地獄の門を全て破壊してしまえば、それで万事解決という単純な話でもない。すでに、門に封じられた魔力は漏れ始めている」

　またしても、周囲を驚かせるイアンの言葉。

『ほう。どういうことであるか？』

　ヘキサグラムの人面魔ま法ほう陣じんが、訝いぶかしげにその輪りん郭かくを歪めた。どうやら器用にも顔をしかめさせているらしい。

「魔獣じゃよ」

　タケハヤが再び言葉を引き継つぐ。魔獣に関しては彼の分野だ。

「『新世界創造ワールドエンド』によって生み出された、この世界を滅ぼそうとする悪あしき魔力。門の封印から漏れ出したその魔力が、他者を害さんとする悪意や殺意に応じ、獣けものたちに宿った。それこそが魔獣の正体だったのじゃ」

　息を吞のむ他の教授たちの顔を一いち瞥べつし、禿とく頭とうの老人は言葉を続ける。

「それは魔獣だけでなく、緋眼堕ちレツドの魔術師どもにも言えることじゃがの。そもそも今回の『新世界創造ワールドエンド』の新事実、魔法の研究が進んだ結果判明したわけではない。緋眼堕ちレツドの研究が進んだ結果、逆算で偶ぐう然ぜん発見されたものなんじゃ。だからこその急な禁呪指定というわけじゃな」

　七十年前には成し遂とげられなかった、魔法による旧世界の完全破壊。

　今なおその目的を達成しようとする世界滅亡の魔力が、邪じや悪あくな魔術師たちや魔獣たちに宿り、その瞳ひとみを真しん紅くに染めている──

　そうした事実を聞かされたアンジェは、少し憂ゆう鬱うつそうな俯うつむき具合で、まぶた越ごしにネクロの『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔ま眼がんに触ふれていた。

　彼女にとっては、他者ではなく自身に対しての殺意であったはずなのだが、しかし現に一度、自分の死のためだけにデュセルを使ってアルテナごと滅びようとした。

　それが滅びの願望でなくて、なんだというのか。

「──今のお前は、あのころのお前じゃねえよ」

　このときばかりは、ワイズマンとしてではなくブランとして、彼は傍かたわらの師し匠しようの耳元に小さく耳打ちした。遥か未来の彼女にも、そうあって欲しいと願いながら。

「フフッ……。キミが言うのなら、そう信じたいものだけれどね……」

　アンジェは、自信なさげに小さくはにかむのみ。

　──議題に上げられた『新世界創造ワールドエンド』の禁呪指定だが、異を唱える者は誰だれもいなかった。これより先、ウエノ学園でも関連資料は封印されてしまうだろうが、今までのように生半可な気持ちで研究すべき魔法でないことは誰の目にも明らかだ。

「ではステラ・スティングレイ。今回の件、くれぐれも大統領閣下にはよろしく頼たのむ」

「うふふ、承知しました。だから、わたくしを同席させてくださったんですね」

　イアンに対し、ステラはおっとりと微び笑しようを浮うかべた。

　この情報は、メトロポリタン合衆国にとっても極きわめて有益であるし、なにより三大国のうち合衆国だけは、すでに地獄の門を失っている。封じられた魔法の力を悪用しようにも、その術すべがないのだ。

　理解の早いステラは、イアンの思おも惑わくを察し、すでにそこまで思い至っていた。

「では次の議題だが」

　イアンは不敵で謎なぞめいた笑えみを口元に浮かべつつ、静かに言葉を続ける。今までの議題が深刻だっただけに、この場にいる誰もが緊きん張ちようの面おも持もちで続きを待った。

　──しかし。




「そろそろ、楽しい楽しい合宿の時期だな」




　真ま面じ目めな顔つきでそう言い放ったイアンの言葉に、その場の全員が目の前のテーブルに突つっ伏ぷしてしまった。

「これまでのシリアスなノリから、いくらなんでも一変しすぎだろうが！」

　思わず老紳しん士しの態度をかなぐり捨て、ブランが突っ込む。

「なにを言う。我が学園の生徒たちも待ち侘わびている、年に一度の遠えん征せい合宿だぞ。そもそもこの会議は合宿を間近に控ひかえての職員会議だろうに。やれやれだな。『新世界創造ワールドエンド』の禁呪指定など、いわばオマケだ」

　言うなり、イアンは教授たちに手製のパンフレットを配り始める。

　紛まぎれもなく合宿のしおりであった。

「わくわく。合宿に参加するのは初めてです」

「なあ学園長、儂わしの立場というもんを考えてくれい」

「魔法より合宿のほうが大切て、魔術師としてどうなんぢゃ」

『魔都から遠出するなら船で移動であるか。我わが輩はい、潮風は苦手なのである』

　ワイズマンを除く他ほかの教授たちも言いたい放題だ。

「で、では、わたくしはそろそろこのへんで……」

　ステラも普ふ段だんの柔にゆう和わな笑みを若じやつ干かん引きつらせていたものの、これから先は本当にただの職員会議と察したのか、席を立つべく腰こしを浮かせる。

「そうそう、合宿となるとどうしても船で移動することになるのだが──」

　すると、イアンはしれっとステラへと視線を巡めぐらせた。

「今年の合宿は、魔都の港に停てい泊はく中のメトロポリタンの豪ごう華か客船を借りたいと思う」

「はい？」

　突とつ拍ぴよう子しもないイアンの注文に、ステラはおっとりと小首を傾かしげる。

「セレブリティ・スターサファイア号。確かきみの住まいでもあったかな？　今回の情報料代わりとして、あれを合宿に使わせてもらう。嫌いやとは言わせないぞ。なにせもう聞いてしまったんだからな」

「そ、それでわたくしを同席させたんですか！」

「当たり前だ。やれやれ、タダで情報などくれてやるものか。きみはすこぶる聡そう明めいだが、お人好しなせいか相手を疑うことを第一としない。もちろん人間的には尊敬に値あたいするが、ＣＩＡのエージェントとしてはまだまだだな」

　頭の回転が速く機転も利きくステラを、イアンはまるで赤子の手を捻ひねるように出し抜ぬいてみせた。思わずブランも感心するほどのやり口であった。

「今年の合宿先も例年通り、霊れい峰ほうフジの麓ふもとに広がる樹海──『幻界翠域リバーシ・ブルー』だ。そしてこちらは異例だが、この場にいる我々全員が、監かん督とく役として同どう伴はんすることにする」

　イアンの言葉に、教授たちは首を傾げる。

　七大魔術系統の教授たちは、頭目である学園長のイアンを含ふくめ、いわばウエノ学園の上層部である。合宿は学園にとっても毎年の重要イベントだが、同伴する教授は例年二名、七人全員が学園を留守にするという事態は今までなかった。

　なにせ『幻界翠域リバーシ・ブルー』は、樹海全体に芳ほう醇じゆんな魔力を宿し、魔術の実地訓練やフィールドワークに適した場所ではあるものの、魔ま獣じゆうが住み着くような危険地帯ではないからだ。

　当然、同伴人数が多すぎるのではないかと難色を示す教授たちもいた。

「──いや。今年は学園長である僕を含め、七人全員の参加が絶対条件だ」

　が、イアンは断固として決定を覆くつがえさない。

　長らく不在だったとはいえ学園の創立者であるイアンの言葉には、誰も無理して逆らおうとはしない。未いまだ不承不承ではあったものの全員の参加が可決される。そんな中ブランは、老教授の鋭するどい視線をサングラスに隠かくしたまま、イアンの様子を観察していた。

　七大魔術系統の教授全員の参加や、強引な手を使ってでもチャーターしたメトロポリタン合衆国の豪華客船。そも、この場の誰よりも魔術の深しん奥おうに触れている『魔法使いアルテイマグス』のイアンが、どうしてわざわざ合宿に同行するつもりでいるのか。ブランにしてみれば、どうにも不可解な点が多かった。

（どうやら、なにかあるな、この合宿……）

　未来世界の出身であるイアンなら、今年の合宿でなにかが起きるという事実を事前に把は握あくしていてもおかしくはない。彼ならば、今しがたの『新世界創造ワールドエンド』の禁きん呪じゆ指定のように、今後の歴史の転機を知っていても不思議はないのだ。

　──などとブランが考えごとをしている間に、会議はつつがなく終わりを迎むかえた。

　合宿の出発日は、明日の休日を挟はさんで明後日の予定だ。

　当初のスケジュールでは今年の同伴役はワイズマンではなく、ひきこもりであるブラン自身も合宿参加は分身シヤドウを身代わりにするつもりだったため、合宿に関しては完全に他ひ人と事ごとだった。しかし他人事でなくなるならば、日付はかなり差し迫せまっている。

「ワイズマンせんぱい」

　会議が終わり教授たちも席を立ち始める中、不意に、最年少のローリエがブランのもとへと近寄ってきた。

　その面持ちは、教授として重大な命題に直面したかの如ごとく、深刻そうだ。

「どうかしたのかね、ローリエ君」

「教授でも、おやつは少額までなのでしょうか？」

「……遠えん慮りよせずに好きなだけ持って行けばいいと思うが」

　あまりに能天気な質問に、先ほどまでの緊きん張ちよう感かんもすっかり失うせてしまった様子で苦く笑しようを浮かべるブラン。

「たいへん安心しました。これでお菓か子しをたくさん持って行けます」

　安あん堵どのほほえみとともに、ローリエは嬉うれしげなガッツポーズを残し、若干浮き足立った様子で真っ先に会議室から退出していった。その後ろ姿はまさしく、お小こ遣づかいを手に走るお子さまといった感じだ。

「まさか、今からおやつを買い込みに行くつもりじゃあるまいな……」

　苦笑いを浮かべたまま、ブランは続いて会議室を後にした。その傍らには、未だ憂鬱そうな面持ちのアンジェことネクロと、師匠である魔導書を回収したステラの姿もあった。

　ローリエが開けっ放しにして出て行った扉とびらを潜くぐり、三人と一冊は廊ろう下かへと出る。

　と、その瞬しゆん間かん。

「あー！　みっけ！」

　廊下の向こうに青い髪かみのスケアクロウが姿を現した。

　ワイズマンの顔を見るなり脈みやく絡らくもなく大声で叫さけんだので、ステラもアンジェも揃そろって訝いぶかしげに首を傾げている。

　無論、今はワイズマンに憑ひよう依いしているブランも、同じように首を捻ろうとした。

　が、傾かたむける前に察しがいった。なぜなら、スケアクロウの背後になぜかいるウィッチとアルケミストが、必死でなにかを訴うつたえようとしていたからだ。

「まさか──」

　そのとき、先日交かわした親友の少女との会話が、ブランの脳のう裏りをよぎる。

『それにしてもデュセル。お前って、おれとスケアクロウの違ちがいや、スケアクロウにおれが憑依しているかどうかも分かるのか？』

『ふふーんだ、あったりまえじゃない。だって親友だもん。魔術なんか使わなくたって、顔を見ただけで分かるんだから。最近だと、ウィッチや他ほかの分身シヤドウに憑依している場合も見分けられるようになったのよ』

　どうやらその発言の主は、ひきこもりの楽園である自室を占せん拠きよし分身シヤドウたちの支配権を奪うばっただけでは飽あき足らず、分身シヤドウに憑依して好き勝手に振ふる舞まっていたらしい。

　そして今、ブランがワイズマンに憑依しているとひと目で見み抜ぬいたのだ。

「やばい！」

　老教授の顔を青ざめさせるブラン。

　この場にいる面々の全員が、ブランとワイズマンの関係性を知っているわけではない。ステラやアンジェ、それにイアンにはバレている話だが、他の教授たちに関係を疑われるのは非常に不ま味ずい。

「淑しゆく女じよが席を立つんぢゃから、紳士的に椅い子すくらい引いてもバチは当たらんぢゃろが！」

「なにが紳士じゃ。馬ば鹿からしい。椅子くらい自分で引かんか、子どもじゃあるまいに」

「きぃーっ！　踏ふんづけてやる！」

　特に、まだ会議室に残って恒こう例れいの口くち喧げん嘩かをしているカグラとタケハヤに気づかれるのは、すこぶる不味い。なにせ彼らは、幼いころのブランと面識がある。

　クズ石で落ちこぼれの劣れつ等とう生という風評が功を奏し、今のところ二大名家の当主たちは、過去に皇室に出入りしていたオリハルコン位階の神童がブランと同一人物であるとは思っていない様子だ。しかし、そこにワイリー・ワイズマンが絡からめば話は別。疑ぎ惑わくが憶おく測そくを呼び、ややこしい事態に発展するのは間違いないだろう。

　下手をすれば、それこそ魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』としての影かげの活動に支障をきたすかもしれない。

　──だが。

「ブランドン貴様ー！　ワイズマン教授のお勤めを邪じや魔まするつもりかーッ！」

　突とつ然ぜんその場に現れる、誰だれあろう副会長。

　ワイズマンへと駆かけ寄ろうとしたスケアクロウ──正しくはブランへと駆け寄ろうとしたデュセルなわけだが、今もスケアクロウに憑依しているデュセルを、副会長が背後から羽は交がい絞じめにしたのだ。

　こうして、デュセルお得意の出会い頭がしらの抱ハ擁グ＆頰タッチビズは不発。他の教授たちの見ている前でスケアクロウがワイズマンに抱だきつくなどという、ブランにとって二重の意味での危機的状じよう況きようを避さけることができた。

　不安が杞き憂ゆうに終わってくれたのは、普段はあまり役に立たない副会長の見事なファインプレーのおかげと言えるだろう。

「このー！　副会長、離はなせー！」

「離すものか馬鹿者めがー！」

　そんな功労者はというと、今もじたばたと暴れるデュセルを、相手の正体も知らずに羽交い絞めにし続けている。

　この隙すきに、悠ゆう々ゆうと憑依を解除しようとしたブランだったが──

「見苦しいのう」

「同感じゃな」

　背後から聴きこえた二大名家の当主たちの呟つぶやきに、無意識のうちに憑依解除の手を止めていた。

　見れば、後方の会議室から、カグラ・カグツチとタケハヤ・タケミカヅチが揃って姿を現したところだった。

　そして彼らは、先ほどまでのじゃれ合いが噓うそに思えるほど冷れい淡たんな顔つきを互たがいに浮うかべ、副会長を見み据すえていた。

「あ──」

　ふたりの冷え切った眼まな差ざしを目まの当たりにし、副会長は凍こおりついたかのようにその場に立ちすくむ。

「ど、どーしたんだ？」

　副会長と、二大名家の当主たち。彼女らを取り巻く異様な雰ふん囲い気きを前に、解放されたデュセルはというと、その面おも持もちに戸と惑まどいを浮かべていた。

　いや、困こん惑わくの表情を浮かべているのはデュセルだけではない。この場に居合わせたステラやアンジェもそうだ。

　ブランと、そして学園長のイアンは──副会長たちを取り巻く複雑な事情を理解しているがゆえに、黙だまって成り行きを見つめていた。

　デュセルたちとは違い、ふたりは知っている。

　なにせブランもイアンも、魔力暴走が起きた十年前のウエノの地にいたのだから。そしてそれは、副会長も同様だ。

　魔力暴走が起きたあの日、副会長はブランに会うべく、本来いるべき場所を離れていた。──暴走の犠ぎ牲せいとなって命を落とした皇女の傍そばを抜ぬけ出していたのだ。だからこそ落命を免まぬかれ、時間漂ひよう流りゆう者のイアンに救われて一命を取り留めたのだ。

　その事実は、副会長がカグツチ家の少女であっても、タケミカヅチ家の少女であっても、変わらない。主あるじの代わりに生き延びた、役立たずの影かげ武む者しやだという事実も。

「皇女殿でん下かに代わって死ぬことこそが、おのれに課せられた役目であったのに」

「失うせい。主をみすみす死なせて生き延びるような愚ぐ図ずなど、儂わしらの孫ではないわ」

　そんな彼女に対する二大名家の当主たちの言葉は、極きわめて冷れい酷こくな𠮟しつ責せきだった。

　彼らは、立ちすくむ副会長を一いち瞥べつすることなく、忌いま々いましげにその横を素通りしていく。とてもではないが肉親に対する態度ではない。

「ちょっ……」

　その姿に実の父の面おも影かげを重ねたのか──デュセルはふたりの態度を咎とがめようとした。

「いいんだ。やめてくれ」

　だが、デュセルが振り上げようとしたスケアクロウの腕うでを力なく摑つかみ、副会長は弱々しく頭を振った。

　──彼女には、自分の名前を明かせない理由がふたつある。

　ブランのことを慮おもんぱかって、幼おさな馴な染じみのため、彼が死なせた少女の名を知らせないままにしておきたいという理由が、そのうちひとつ。

　もうひとつは、主を見殺しにして生き延びたなどという不ふ名めい誉よを、生家に与あたえるわけにはいかないという理由だ。

　彼女が自分の名をカグヤ・カグツチだと明かせば、カグツチ家は取り潰つぶしだろう。同様に、タケトリ・タケミカヅチだと明かせばタケミカヅチ家が取り潰される。

　だからこそ副会長は両家に迷めい惑わくがかからないよう口をつぐみ、肉親でさえ見分けがつけられないよう魔ま術じゆつで似せられた顔を利用し、自分の名を明かさないまま今まで生きていた。代だい償しように、彼女はカグツチ家からもタケミカヅチ家からも絶ぜつ縁えんされ、その名を明かす機会を永遠に奪われたのだ。

　主を身代わりにして生き延び、二大名家から忌いみ嫌きらわれた、無能の影武者。

「わたしのことは、今までどおり気にしないでくれ」

　デュセルをブランと勘かん違ちがいしたまま、副会長は、笑ってその場を取り繕つくろうとする。

　だが、懸けん命めいに笑え顔がおを作ろうとしているにもかかわらず、唇くちびるは歪ゆがみ、眉まゆは垂れ下がり、眉み間けんにはしわが寄っていた。へたくそで、ぎこちない笑い方だった。

　見ていられなくて──ブランは目を背そむけてしまった。

　逃にげるように憑依を解除し、その場から意識を移す。これまでの十年、トラウマ同然の名も知らぬ幼馴染に向き合えず、ずっと逃げ続けてきたのだ。

　今回も、そうしてしまった。

「気にするな、なんて、無理に決まってるだろ」

　だがデュセルは、目の前で震ふるえる少女の笑顔を真正面から受け止める。

　そして、知らず知らずのうちに重ねていた。

　まだブランと出会う前の、なんでも独りでこなしてみせると、孤こ独どくに震えていたころの、痛みと哀かなしみを心に仕し舞まい続けていた自分と。

（あたしは決めたの。ブランみたいに、人助けできる女の子になるんだって）

　デュセルは、今はなにも言わず、副会長の手を優やさしく握にぎり締しめる。

「や、やめてくれ──っ！」

　しかし副会長は、その手を払はらい、一目散に逃げ出してしまった。やはり今度もデュセルにも追いつけないほどの逃げ足の速さで。そのあまりの速度に、重く沈しずんだ雰囲気の中で事態を見守っていたステラやアンジェさえ、まるで反応できなかった。

「あ、こら！」

　慌あわてて追おうとするデュセル。と、そんな彼女の前に、老教授が静かに立ち塞ふさがる。

　ブランの老年期の姿を模した分身シヤドウ、ワイリー・ワイズマン。

　その場に居合わせながらも副会長から目を背けていたウィッチやアルケミストと違い、自律行動に戻もどったワイズマンだけは、遠ざかる副会長の背をサングラスの奥からずっと追っていた。

　──彼だけは、以前、副会長の想おもいの吐と露ろを聞いていたがゆえに。

「少し話をさせてくれ。我ながら情けない話になってしまうが、知っておいて欲しいんだ。ブランドン・ブラックバーンと、その幼馴染のことを」

　ワイズマンは静かにサングラスを取り、デュセルの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　体はスケアクロウでありながらその瞳だけは清らかな『青金剛石ブルーダイヤモンド』だったからこそ、ワイズマンは、自分の口が滑すべったことにした。








第二章　ナイト・ビフォア・ターニングポイント









「おねーちゃんさんは、ぜんぶ知ってたのよね？」

　コントローラーを放ほうり出したまま、デュセルはブランの自室のベッドに寝ねそべり、ぼんやりとした顔つきで天てん井じようを見上げていた。

「うん、そうだよー。だって弟のことだからね」

　そんなデュセルの隣となりで彼女の群ぐん青じよう色いろの髪かみを梳すきながら、モリガンはほほえむ。

　今は夕刻。学園でもほとんどの講義が終わり、放課後になっているはずだろう。

　ワイズマンから、ブランと副会長の知り得る限りの全すべてを聞かされたデュセル。彼女はその後、お遊び気分で行っていた憑ひよう依いを解除し、こうしてブランのベッドの上でむず痒がゆそうに寝転がり続けている。

　部屋の主は、バツの悪さを気にしているのか、ちっとも帰ってくる気配はない。それどころか分身シヤドウたちもひとりとして帰って来ていない。分身シヤドウに関しては命令すれば強制帰き還かんさせてしまえるだろうが、デュセルも今はそんな気分ではなかった。

「おねーちゃんさんは、どーしたらいいと思う？」

「おねえちゃんだって、なんでもできるわけじゃないんだよ？　ほんとは、弟のためなら全知全能にもなれる、って言いたいけどね。ざんねん」

　先ほどまでデュセルの髪をツインテールにしたり三つ編みにしたりして遊んでいたモリガンは、ぺろっと舌を出してみせた。

　九歳児とは思えない大人びたレディにも、静観せざるを得ない状況があるということだろう。それほど、ブランと副会長の仲は複雑に入り組んでいた。

　ワイズマンの話を聞いていたのはデュセルだけではない。ステラやアンジェも、そして幼いころの副会長の命を救った当事者であるイアンも、彼の話を聞いていた。

　しかし、デュセルよりも遥はるかにお人好しであったり人生経験豊富であったりする彼女らでさえ、事情を知った後はなにも言えずにその場を去ってしまった。

「あたしに、ブランと副会長を仲直りさせることなんてできるのかな。おねーちゃんさんだってお手上げなのに」

「おねえちゃんは、ブランくんのおねえちゃんだけど、おともだちじゃないから」

　自信を失った様子のデュセルに対し、そんな彼女の顔を覗き込みながら、モリガンはほほえむ。

「だからね、おねえちゃんにはどうにもならない、おともだちになんとかしてもらいたいことって、実はいっぱいあるんだよ？」

「ふーん」

　モリガンに頰ほおをふにふにと弄いじられ、デュセルは困り顔で眉をひそめる。

「副会長の名前、カグヤかタケトリかー。なんだかしっくりこないわね。昔のアルテナ風の名前だからかな？」

　デュセルはモリガンの膝ひざ枕まくらに頭を乗せ、うんうんと唸うなり始めた。

「まずはやっぱり呼び名だと思うの。いつまでも副会長じゃ、副会長が可哀かわい想そうじゃない？　あたしだって前はブランにお姫ひめ様って呼ばれてたけど、今みたいにデュセルって呼んでもらったほうが嬉うれしいもん」

　黙って耳みみ掃そう除じを始めるモリガンに向け、デュセルは言葉を続ける。

「だから、とりあえず副会長の呼び名を決めよっかなって。友だちのあだ名を決めるの、ちょっと憧あこがれてたし。なにがいいかな、ふーちゃん？　ふーかちゃん？」

「あはは。そのあだ名はおねえちゃんもどうかと思うなー」

　お気楽な発想ではあるものの、デュセルはデュセルなりに、どうすれば副会長とブランが仲良くなれるかと悩なやんでいる様子だ。

　モリガンはそんなデュセルを慈じ愛あいの目で見つめながら、耳かきを巧たくみに操あやつっている。

　それが心ここ地ち良いのか、目を瞑つぶってモリガンの手つきに浸ひたっていたデュセルは、そのまま小さな寝息を立てて眠ねむり込んでしまった。

「──ウォーロックくん？」

　と、モリガンはデュセルの寝顔を確かめてから、不意に顔を上げてその名を呼んだ。

　同時に、背後の暗がりの中から静かにウォーロックが姿を見せる。

「で、ブランくんは結局どこに行っちゃったのかな？　おねえちゃんとしては、やっぱり所在を確かく認にんしておかないと心配なんだよね」

　モリガンの言葉に、ウォーロックは無言のまま頷うなずく。

　声を発してデュセルに気づかれないようにしているのだろう。手にしたメモをそっとモリガンへと手て渡わたし、再び暗がりの中へと消えた。

　立ち去る弟の分身シヤドウに対しバイバイと手を振ふっていたモリガンは、しばらくして受け取ったメモを開き、弟の所在地を知って苦笑いを浮うかべた。

「……一応、ちゃんとトラウマと向き合うつもりはあるんだね。偉えらいぞ、ブランくん」

　モリガンはそう言ってにっこりとほほえむと、眠るデュセルに膝枕したまま、人差し指を頰に当てて首を傾かしげる。

「さてと。どうにかおねえちゃんも分身シヤドウのみんなを連れて乗り込まないといけないっぽいよね。──イアンくんにもお願いされたし」
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　スケアクロウ、ウィッチ、アルケミスト。

　ブランと瓜うり二ふたつのメガネをかけた少年、女性体、そして幼少期の分身シヤドウたちはというと、デュセルの待つ自宅へは帰るに帰れず、別の場所で時間を潰していた。

「副会長にもデュセルにも合わせる顔がない」

「右に同じく」

「左に同じく」

　スケアクロウの呟つぶやきに、その左右でウィッチとアルケミストが同意する。逃げ去る副会長を追いかけられなかったことが、彼ら自身にとっても随ずい分ぶんとショックだったらしい。

「正直に言うとですね、副会長のことは誰だれか他ほかの分身シヤドウが解決してくれないかなー、なんて思ってたりしてました」

「右に同じく」

「そのまた右に同じく」

　ウィッチの告白に、スケアクロウとアルケミストが苦々しげに頷いた。

　彼らは魔ま術じゆつ的な同一人物。そのうえ意識を共有しているため、基本的な思考は術者であるブランと同一だ。つまりそれは、ブラン自身がトラウマを呼び起こす副会長を無意識に避さけ、問題解決を先送り、あるいは分身シヤドウ任せにしようとしていたことを意味する。

「はぁー…………」

　三人が揃そろって重いため息をこぼした、ちょうどそのとき。

「フフッ。ため息をつきたいのは私のほうなのだけれどね……」

　スケアクロウたちが勝手に居座っている店内の一角をジト目で睨にらみつけ、店主──真しん紅くの三角帽ぼう子しがトレードマークの大魔術師、アンジェラ・アンブロシアが嫌いや味みを口にした。

　先ほどから分身シヤドウたちが反省会を開いていた場所は、あろうことかマジックアンティークショップ『アンブロシア』。言わずもがなのアンジェの隠かくれ家がだ。

「……いつから私の店は、ブラン君の分身シヤドウのたまり場になったのかな？」

「弟で子しの分身シヤドウも弟子同然だろ。そこは大目に見ろよ、ぐうたら師し匠しよう」

「若作りババア師匠」

「迷めい惑わくヤンデレ師匠」

　苛いら立だつアンジェに対し、口々に文句を飛ばす分身シヤドウたち。

「……ぐうたらや若作りはともかく、迷惑ヤンデレ……？　なんのことか分からないが、まったく、キミたちの本体は私のことをどう思っているんだい……？」

「魔術の功より年の功」

　アンジェの疑問に、分身シヤドウたちは声を揃えてそう答えた。

「──フフッ」

　悪ふざけが過ぎたのか、アンジェの静かな怒いかりに呼応し、彼女の『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳が禍まが々まがしく輝かがやき出す。

「噓うそ噓。噓です。ごめんなさい」

　再び分身シヤドウたちは声を揃え、素す早ばやく謝った。

「調子のいいことを……いったい誰に似たのやら……」

　忌いま々いましげではあったものの、アンジェは怒りの矛ほこ先さきを収める。

「……謝ることはない」

　しかしそのとき、不意にカウンターの奥から静かな声が聞こえてきた。

　そうして姿を見せたのは、アンジェと瓜二つの三つ編みメガネの少女。大魔術師の化身アバターであり、『四魔王フオーテリブル』の一、『女帝エンプレス』だ。

　今は普ふ段だんの学生服姿ではなく、コケティッシュな骨こつ董とう店の制服に身を包んでいる。彼女はスケアクロウたちをじっと見つめ、ぺこりと頭を下げた。

「主マスターは、実のところ賑にぎやかになって内心喜んでいる。私には分かる。これからも時間を作って来てもらえるなら……私としても実に喜ばしい」

　アンジェの喜き怒ど哀あい楽らくのうち、喜びの感情をその身に宿すエンプレスは、主あるじの機き嫌げんにすこぶる敏びん感かんだった。そもそも、もしも本当に先ほどアンジェが気分を害していたのなら、弟子の分身シヤドウたちが相手であろうと容よう赦しやなく禁きん呪じゆで丸まる焦こげにしていただろう。

「ち、違ちがっ……、私はただ、きょうは色々あってナーバスなだけだよ……！」

　化身アバターに感情を見み抜ぬかれたことで、アンジェは不ふ貞て腐くされたかのように頰を膨ふくらませ、そっぽを向いてしまう。

「……こんな天あまの邪じや鬼くな主マスターだが、どうか末永くよろしくして欲しい」

「エンプレス！　キミは私のおかーさんかい!?」

　素直に喜びを吐と露ろしてしまう化身アバターの前では、ミステリアスな大魔術師も形無しだった。

「くっ……おいジョーカー！　私がいかに腹立たしい気持ちなのか……、キミから彼らに説明してやるといい！」

　顔を赤くし、珍めずらしく興奮した口調で、アンジェは店の奥へと援えん軍ぐんを呼びつけた。

　そうして現れたのは、アンジェの男性体の姿を持つ化身アバター『道化師ジヨーカー』だ。

　喜怒哀楽のうち怒りの感情を人格の源としているジョーカーだったが、今は執しつ事じ服の上からエプロンを着、手にはフライパンなんぞを持っていた。

「……いや。別に怒おこるようなことではない。むしろ怒りを感じるのは、私が四魔王フオーテリブルにおいて毎度おさんどん係を命じられていることだよ……」

　細い目をことさら細めつつも、その目は笑っていない。主であるアンジェや他の化身アバターたちのために毎日のように掃そう除じや洗せん濯たくや炊すい事じをやらされ、家政夫扱あつかいにジョーカーはすっかり荒すさんでしまっている様子だ。

　が、ブツブツと愚ぐ痴ちをこぼしながらも、ジョーカーは律りち儀ぎに、すでに作り終えていた夕食のメニューのいくつかを持ってきた。

　献こん立だてをひと目見るなり、スケアクロウを始めとした分身シヤドウたちの目の色が変わる。というのも、彼らがいつも目にしている姉モリガンの手料理と、まったく同じだったのだ。

「ねえちゃんの飯だ！　ねえちゃんに出前でも頼んだのか？」

　驚おどろく分身シヤドウたち。きょうは家に戻もどれず姉の手料理にはありつけないと覚かく悟ごしていたので、思いもよらぬ不意打ちだった。

「……いや。ジョーカーの能力模も倣ほうは……どうやら家事技能もコピーできるらしくてね。他の化身アバターは私に似て生活能力が乏とぼしいので、ブラン君のおねえさんのスキルをコピーさせて家事を一任しているんだよ……」

「美お味いしいごはんが毎日食べられて、喜ばしいことこのうえない」

　涎よだれを垂らさんばかりの分身シヤドウたちの様子に、アンジェは完全に呆あきれ顔。しかし、その本心をまたしてもエンプレスに暴ばく露ろされている。

「実に腹立たしい！」

　一方、キッチンに引き返していた家政夫が、遠くで怒ど声せいを張り上げていた。

「アル君っ、もちろん好きなだけ食べていっていいからねっ！」

　そんな中、夕食の匂においを嗅かぎつけたのか、アンジェの幼女型化身アバターである『魔メ法イ少ガ女ス』も姿を見せる。アルケミストとは同じ幼少期デザイン同士、仲の良い間あいだ柄がらだ。

「というわけで、ジョーカー君はアル君たちの分もご飯の追加をよろしくねっ！　ふふっ、実に楽しみだねっ！」

「怒りだ！　怒りしか感じない！」

　あどけない笑えみを浮かべたメイガスの注文ひとつで仕事を増やされたジョーカーは、またもキッチンの向こうで怒りの声を上げていた。

「え、いいの？」

　思わず真顔になってアンジェに尋たずねるスケアクロウたち。

　なんと答えるべきか迷ったアンジェだったが、ふと傍かたわらのエンプレスを見たところ、彼女はきらきらと瞳ひとみを輝かせていた。喜びの化身アバターがこの反応では、なにを口にしたところで取り繕つくろうことは不可能だろう。

「……構わないよ。好きに食べていくといい……ふぅ……」

　色々と諦あきらめた様子でため息をこぼすアンジェ。大魔術師の威い厳げんはどこへやら、すっかり肩かたを落としてしまっていた。せめてこの場に哀かなしみの感情を司つかさどる『死霊術師ネクロマンサー』がいてくれれば、和なごみきった場の空気を多少は変えることも可能だったかもしれないが、生あい憎にくと合宿の準備があってワイズマンとともに今も学園に残っている。

　肩を落としたままながらも、エンプレスやメイガスが即そつ興きようで用意した食しよく卓たくへと向かうアンジェ。思えば、知人を招いて大人数で食事するなど、何世紀ぶりのことだろうか。

「まったく……我ながら素直じゃないね……」

　スケアクロウたちをエスコートしながら自分の代わりに嬉うれしげに喜んでいるエンプレスや、楽しげに笑うメイガスの後ろ姿を見、アンジェは小さくはにかんだ。

　と、そんな中。学園に残しているネクロマンサーから、アンジェへと魔術通信が入る。

　それは、学園長イアン・サンジェルマンからの、要望という名の伝言だった。
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「ど、どうしましょう～～～～～～！」

　その日の夜、ステラ・スティングレイは大おお忙いそがしだった。

　なにせ、豪ごう華か客船の強制チャーターが突とつ然ぜん決まったのである。出航は明後日だが、乗り込む生徒たちの寝しん室しつや食しよく糧りようの確保など、やるべきことは山積みだった。

「明日が休日なのは不幸中の幸いですけれど、資材不足が否いなめませんし、これはわたくしも合宿についていかないと、不測の事態が起きた場合に対処に困りそうです……」

　困り顔ながらも、ＣＩＡの部下たちに指示を出し、客船の支し度たくを整えさせている。

「そうですね、お師匠さまも合宿に同どう伴はんなされるようですし、少しの間なら学園をお休みしてしまってもいいですよね」

　合宿は、ステラのひとつ下であるブランたちの学年の行事だ。当然ステラも去年に合宿を経験しており、豪華客船さえチャーターされなければ彼女がついていく理由はない。

　だが、気になる年下の男の子といっしょの旅となると、話は別だ。この機会をみすみす逃のがす理由こそ見当たらない。

　ブランやデュセル、副会長、それにアンジェの瓜うり二ふたつの化身アバター『女帝エンプレス』は、同学年なので全員合宿参加予定である。自分だけ不在というのは、ステラからしてみれば少しばかり妬やけてしまう。

「……あら？　もしかして学園長さんは、わたくしがホストとして同行することを見み越こしてセレブリティ・スターサファイア号のチャーターを？　……考え過ぎかしら」

　なんとなくの推測だったが、案外的を射ているのではないかと、ステラはそう思った。

　ただ、今は学園長の思おも惑わくを推理している場合ではない。前述したとおり、急な航海のためにこなさなければならない業務が山のようにあるのだから。

　──不意にステラは、執しつ務む机の引き出しから、ひとつの鍵かぎを取り出す。先日ブランに渡わたされた、彼の家の合あい鍵かぎだ。

　それぞれデュセル、ステラ、アンジェの三人が同じものを持っている。風の噂うわさによれば、デュセルは毎日のように合鍵を使ってブランの家を襲しゆう撃げきしているらしい。

「デュセルさんの積極性が、わたくしには羨うらやましいです……」

　しょんぼりと肩を小さくし、ステラは合鍵を眺ながめながらため息をこぼす。もちろん彼女は、手渡されてからきょうまで、ただの一度としてこの鍵を使ってはいない。一日に数回の頻ひん度どで、こうして合鍵を取り出しては物もの憂うげに眺めているだけだ。

「で、でも、男の子の合鍵を預かって、あまつさえそれを自分から使ってしまうなんて、わたくしには、その、恥はずかしくて……」

　鍵を愛いとしげに握にぎり締しめ、誰だれも見ていないというのに、もじもじの国のプリンセスのようにひとり恥じらうステラ。

「わ、わたくしが押おし掛かけたら、ブランさんはご迷めい惑わくに思うのかしら……。もしも許してくださるなら、そ、そのときは、ふたりっきりで……」

　そのとき、悶もん々もんとするステラの脳内に、なんの脈みやく絡らくもなく小さな天使と悪あく魔まが現れた。

　天使も悪魔も、ステラと同じ金髪ブロンドの束ね髪シニヨンだ。

　天使のステラは言う。

（だめですステラ。それではきっと、デュセルさんが拗すねてしまいます）

　悪魔のステラは言う。

（そうですステラ。抜ぬけ駆がけせず、デュセルさんも誘さそってあげましょう）

　本来対立すべき天使と悪魔が、まさかの同意見。

　翼つばさの色が白かろうが黒かろうが、ふたりしてお人好しだった。

「そ、そうですね。わたくしひとりではどうしてもブランさんのお宅にお邪じや魔まなんてできませんし、今度デュセルさんといっしょに行くということで──」

　脳内天使と脳内悪魔のふたりがかりの説得に、物分かりの良いステラは素す直なおに応じることにした。デュセルがいてくれたら、ブランの家の訪問という初体験も普段のように優ゆう雅がにやり遂とげられる気がした。

　ステラは火ほ照てる頰ほおをぽんぽんと叩たたきながら、束ね髪シニヨンを解いて髪かみをなびかせる。

　頭を冷やすために、客船のナイトプールでひと泳ぎでもしようかと思い立ったのだ。どうせ明日になれば合宿に備えて掃除してしまう予定なのだから、きょうくらい、持ち主が好きに泳いでも誰も見み咎とがめないだろう。

　そう考えて部屋を後にしようとした、ちょうどそのとき。

　まったくの不意に、窓がノックされた。

「あら？　どなたかしら？」

　おっとりと小首を傾かしげ、長い髪を揺ゆらすステラ。

　彼女の魔ま導どう船せんは十二階建ての、いわば海上の巨きよ大だいテーマパーク。自室として利用しているロイヤルスイートは、その十一階に位置している。ＣＩＡの本ほん拠きよ地ちであるため魔術的にも物理的にも船の警備は厳重で、容易にたどり着ける場所ではない。

　ステラは不思議に思い、窓へと歩み寄って鍵を開けた。

　──と。

「もう少し、夜半に来るべきだったかもな」

　窓から映る魔都の夜景をバックに、空飛ぶ箒スカイ・スウイープに跨またがったブランが、星空の下、船外から窓へと箒ほうきを寄せていた。

　不意打ち気味のブランの登場と、額がく縁ぶちにでも飾かざっておきたくなるような光景に、ステラは幼いころに寡か黙もくな父が読み聴きかせてくれた絵本のワンシーンを思い出していた。

　まさしく、ヒロインを迎むかえに来たピーターパンだ。

　いささかメルヘンチックな妄もう想そうが過ぎると自覚しながらも、彼女は、頰の紅潮を止めることができずにいた。

「ステラ、やっぱり忙しかったか？」

「──いいえ。気分転てん換かんにプールで泳ごうかと思っていたくらいです」

　どうやってブランの家を訪ねようかと考えていたところへ、向こうから訪ねて来るという予期せぬハプニング。しかし、控ひかえめなステラもこのときばかりは柔にゆう和わにはにかみ、嬉しげにブランを出で迎むかえていた。

「なんだと……。つまり、もう少し遅おそめに来ていれば水着姿で出迎えてもらえたはずだったのか！　それどころか、タイミングさえ完かん璧ぺきなら着き替がえシーンに直面……！」

「うふふ。さすがにこんな場所で水着に着替えたりしません」

「そ、そうだよな」

「──それに、ブランさんには一度、もう見せちゃってしまいましたから」

　言われ、ブランは思い出す。

　薄うす暗ぐらい体育館倉庫で網もう膜まくに焼きつけた、ステラの下着姿──それもノーブラの艶あで姿すがたを。

　ステラと同じく、ブランの顔も真っ赤に染まってしまう。

「とりあえずブランさん、そんなところでなんですから、どうぞ中へ」

「あ、あいよ」

　誘われるまま、ブランは箒から降りてステラの自室にお邪魔した。

　以前このスイートルームを訪れたときには『魔女ウイツチ』に憑ひよう依いしていたので、生身で来るのは初めてだ。ましてや今のブランは、だらしのない黒の部屋着だ。なにせデュセルによる自宅襲撃のせいで、着替える暇ひまさえなかったのだから。

「おじゃまします、っと。靴くつは脱ぬがなくてもいいんだよな？」

　見かけ以上に緊きん張ちようした様子で、ブランはステラの自室をぐるりと見回した。

　実は、生まれて初めて生身で女子の寝室に入っているブラン。初めて男子を寝室に招いたステラもそうだが、ふたり揃そろって初体験なのだ。挙動不ふ審しん気味の今のブランの姿をアンジェに目もく撃げきされでもしたら、確実に童どう貞ていボーヤとからかわれることだろう。

「それでブランさんは、あの、その、どういったご用件で？」

　ベッドの上にふんわりと腰こし掛かけながらも、明らかにもじもじとした様子で尋ねるステラ。枕まくらに手を伸のばしてしきりに弄いじっており、まったく落ち着かない様子だ。

「お、おうよ。これはだな、その、まあなんというか、ええと……」

　しかし、それは対面のソファーに腰を下ろしたブランも同じ。緊張のあまりせわしなく足や膝ひざを動かしており、まるで貧びん乏ぼうゆすりである。

　だが、しばらくすると意を決したようにブランが口を開いた。

「じ、実は、行くあてがないのでしばらく匿かくまって欲しい」

　なぜか途と中ちゆうで、ごくりと生なま唾つばを吞のみ込んでしまうブラン。

「というのも、今おれの自宅はデュセルのやつに占せん拠きよされていて帰れない。それで、まさか師し匠しようだからといってアンジェのところに転がり込むわけにもいかず、学園で寝ね泊とまりするわけにもいかず、そうだ、どうせひきこもるならステラの豪華客船でゴージャスに過ごすのがいいかな、なんて……」

　若じやつ干かんしどろもどろながらも、ひきこもりらしい、怠たい惰だでぐうたらな言い分。

　──しかし。

「それは違ちがいます。うふふ。そのくらい、わたくしにも見れば分かりますから」

　ブランの建前を、ステラはたやすく看破していた。

「頼たよってくれたのは素直に嬉しいです。でもですね、ブランさんのことは、デュセルさんだけじゃなくてわたくしだって四六時中考えているんです」

　ステラはブランに向けて、静かに『星条青玉スターサフアイア』の垂れ目を細める。

「この合宿の間に、副会長さんとちゃんと向き合うおつもりなんですね。それも、いつものように身代わりを使うのではなく、生身で」

「う……」

　指し摘てきされ、ブランは恥ずかしげに指先で頰をかく。完全に図星だった。

「……そうだよ。きょう、あいつを放ほうって逃にげ出したのが情けなくて、おれらしくないって、反省した。なぜだかあいつの前だと、みっともない子ども時代に戻もどったような気分になるんだよな……」

　ブランが思い出したのは、幼おさな馴な染じみの、へたくそでぎこちない笑え顔がお。

「だから頼たのむ！　スケアクロウはデュセルに取られたままだし、あいつは合宿本番もスケアクロウを使って参加するだろうから、この機会を逃さないためには、おれ自身が客船に忍しのび込むしか手はないんだ。そんなわけで、おれの面めん倒どうを見てくれ！」

　ステラに対し、手を合わせて拝むブラン。

「はい。喜んで、面倒を見させていただきます」

　そんなブランの頼みごとを、ステラは言葉どおり嬉うれしげに受け取り、承しよう諾だくした。

「十年間ひきこもって甘やかされて育ってきただけあって、おれはわがままだぞ」

　威い張ばるようなことでもないのに、ブランは胸を張ってそう言った。

「しっかしそれにしても、ステラといいねえちゃんといい、年上の女の子って鋭するどいよな」

「うふふ。いつまでも年下の男の子に大きな顔をさせてはいられませんから」

　またも恥ずかしげにそっぽを向くブランに対し、くすくすと笑みをこぼすステラ。

「そうと決まれば早さつ速そく、ブランさんに泊とまっていただく部屋を用意しますね。でも、客室のほとんどが埋うまってしまう予定ですし、それに他ほかの生徒のみなさんの目に留まらない場所となると──」

　と、口に出していた台詞せりふが、途中で止まった。

　同時に、ステラの脳内にまたしても天使と悪魔が降臨する。

　天使のステラは言う。

（部屋が空いていないのなら、この部屋に泊まってもらうのはいかがかしら？）

　悪魔のステラは言う。

（部屋が空いていないのならしょうがないです。デュセルさんも許してくれます）

　相変わらずの同意見だった。

「そ、それはさすがに早すぎます！」

　思わず自分の妄想に対して突つっ込んでしまうステラ。

　しかしそんなステラのもとへ、まるで彼女を追い詰つめるように、ＣＩＡ各員から次々と連れん絡らくが殺さつ到とうする。

『ステラお嬢じよう様さま。ルーヴル第三王女のデュセル殿でん下かからご連絡がありまして、生徒用の客室とは別に、スイートルームをひとつ確保して欲しいとのことです。なんでも遠えん隔かく魔ま術じゆつに使うのだとか──』

『ステラお嬢様。ＶＩＰ待たい遇ぐうにせよと命じられておりましたモリガン・ブラックバーン様より緊きん急きゆうのご伝言がございました。学園の合宿の間、大きめの部屋を一室貸して欲しいとのことでしたので、こちらでスイートルームを手配しておきました』

『ステラお嬢様。エルミタージュ帝てい国こくのアンジェラ・アンブロシアなる女魔術師が面会を求めています。なんでも、学園長の要望で合宿に同行するにあたって、自分にはロイヤルスイートを一室寄よ越こせと言って来ておりまして』

　生徒用の一いつ般ぱん客きやく室しつとは別フロアに位置するスイートの予約が、凄すさまじい勢いで続々と埋まっていく。

　いくら豪ごう華か客船でも、ロイヤルスイートの部屋数には限りがある。それでなくとも今は、ステラの自室として一室、そして母ステファニーの部屋として一室使っている状態なのだ。しかしだからといって、まさかブランを一般客室に住まわせるわけにはいかない。ステラにも大統領令れい嬢じようとしての沽こ券けんというものがある。

「ど、どうしましょう～～～～～～!?」

（ブランさんにはやはりこのお部屋にいていただく他なさそうです）

（うふふ。仕方ありませんね。でも、楽しい合宿になりそうですね）

　さらにここぞとばかりに畳たたみかける脳内天使と脳内悪魔。

「え、ええっと、どうかしたのか、ステラ？」

　ただならぬステラの雰ふん囲い気きに、ブランは首を傾げながら恐おそる恐る尋たずねた。

　ステラはなにやら無言で葛かつ藤とうを続けていたものの、しばらくすると頭からなにかを追い払はらうような仕草を見せ、顔を真っ赤にしてブランの手を取る。

「一度はブランさんの面倒を見ると誓ちかったのですから、安心してくださいね、約束を反ほ故ごにはしません！　他に部屋がないのでどうしようもないのですが、こうなったらわたくしの部屋を好きに使ってください！　合宿の期間中は、ブランさんにはこの部屋で暮らしていただきます！」

　混乱のあまり目をぐるぐると回しながらも、天使と悪魔の言いなりになったステラは、必死の面おも持もちでそう叫さけんだのだった。







（どうしてこんなことになった!?）

　暗がりの中、ブランは心中で自問自答する。

　デュセルのせいで自宅に戻れず、ひきこもりの安住の地を探して、また副会長との長きにわたる因いん縁ねんに決着をつけるべく、生身で合宿に紛まぎれるためにステラを頼った。

　そうして彼女の豪華客船に匿ってもらうことができた。

　そこまではいい。

　だが、ステラと相部屋というのは予想にもしなかった大誤算だった。

　さらには、今こうして目の前で、ステラが同じベッドですやすやと眠ねむっていることも。

（もう一度言う。どうしてこんなことになった!?）

　再び心の中で叫ぶブラン。しかし、求める答えの在処ありかは、少なくとも彼の心中にはなかった。

「うふふ……ブランさん……丸いです……」

　先ほどから寝ね息いきを立てていたステラが、可愛かわいらしく寝ね言ごとをこぼした。しかしなにが丸いのか、どんな夢を見ているのか、隣となりにいるブランには想像もつかない。

（ともかく、状じよう況きようを整理しよう）

　丸いと言えば、目と鼻の先にある、眠るステラの爆ばく乳にゆうがとてつもなく気になるのだが、というかあまりに視界に対する暴力なのだが、ここはぐっとこらえて我が慢まんした。

　相部屋になった理由は、ブランに貸せる部屋がないからだそうだ。なんの予定も立てず押しかけてきたブランが悪いため、これは仕方がない。だが、どうして同じベッドで眠る必要があったのか。そもそも、ブランは最初ソファーで眠ると主張したはずだ。

『だめです！　ブランさんの面倒を見ると決めた以上、ソファーで眠っていただくわけにはいきません。もしも風か邪ぜなどひいてしまわれたら、わたくしはモリガンお義ね姉えさんにどう言い訳すればいいのかしら』

　ところがステラからこうした反論が出、ロイヤルスイートのベッドはふたりでもゆったり眠れるキングサイズだったため、スペースを半分こすることになった。

（緊張して眠れるわけねえだろ！）

　ステラは、急な準備作業の疲つかれが出たのか、最初こそもじもじとベッドに入ったくせに、素す晴ばらしいほどの寝つきの良さで今はぐっすりと熟じゆく睡すいしてしまっている。

　一方、常つね日ひ頃ごろから怠惰な生活を送っているブランはというと、半ば習慣と化している夜よ更ふかしのせいで寝つきはよくないほうだ。

　そんなブランが目の前にパジャマ姿のステラの寝顔と爆乳を突きつけられて、すんなり夢の世界に旅立てるはずもなかった。むしろ今この瞬しゆん間かんこそが夢のような世界だ。

（と、ともかく、ここにいては色々と危ない。名残なごり惜おしいが脱だつ出しゆつしよう）

　理性に従い、ベッドからの離り脱だつを試みるブラン。

　が、なぜか体が動かない。

　頭では脱出しようとしているのに、体がその命令を一いつ切さい聞こうとしない。

（いやいや、もう充じゆう分ぶんステラのおっぱいは見み尽つくしただろ。生身だから【●ＲＥＣ】できないのが心残りだが、これ以上眺ながめ続けるのは逆に心身に悪あく影えい響きようを及およぼすぞ！）

　しかし、そんな理性の訴うつたえも、頑がん固こな体を動かすには至らない。

（いや違う、おれがこのベッドに縛しばられているのは、エロとかそういうのではなく、もっとなにか別の理由だ。これはまさか……！）

　そう、今の今まで緊きん張ちようのあまり気づかなかったのだが、ステラのベッドには絶対の安あん眠みん快かい眠みんと最高のリラックスを保証する魔術附ふ与よが施ほどこされていたのだ。

　その寝ね心ごこ地ちは、毛布に包まれているだけで天にも昇のぼるよう。

　ぬくぬくでふわふわな天国を出て、肌はだ寒ざむさに我慢しながら味気ないソファーで眠るなど、理性が許しても体は許さない。体は常に正直だ。

　おまけに、リラックス効果のある快眠の魔力が、ブランの体のみならず理性をも支配していく。出たいのに出られないが、出たくないに変わっていく。

　と、そんな中。

「ふにゃ……」

　不意にステラがもぞもぞと寝返りを打ち、ブランのほうへと寄りかかって来た。

（領土侵しん犯ぱんだ！　半分ずつの約束だったのに！）

　微かすかに香かおる甘美な匂においが、ブランの嗅きゆう覚かくをくすぐる。ただでさえ決けつ壊かいしようとしていた理性が、あわや風前の灯ともしびという状態に。

　おまけに、寄りかかって来たステラは、ブランの体を抱だき枕まくらかなにかと勘かん違ちがいしたのか、腕うでを伸のばしてブランの頭を抱きかかえてしまった。

　結果として、ブランの頭部はステラの爆乳の谷間へと埋められる。

　柔やわらかい。

　これがもう、どうにも柔らかい。

（なにがエロイムエッサイムだとか言ってる場合じゃねえ！）

　とんだ顔面リラックスに、ブランは耳まで真っ赤に。

（まさか寝たふりじゃないだろうな。演技ならこのけしからん枕を揉もみ倒たおしてやる！）

　できもしない大それた文句を心の中で大きく叫ぶ。しかし、以前ステラを寝たふりで騙だまして美お味いしい目を見たブランと違ちがい、こちらは紛れもなく熟睡中だ。

　ブランは、ステラに抱きしめられたまま爆乳枕に顔を埋うずめさせ、さらには全身を虜とりこにしようとするベッドの魔力に逆らいながら、彼女を起こすことなくこのピンチをどうやって切り抜ぬけるか、鈍にぶる頭で熟考する。

　幸い夜はまだまだ長く、胸の谷間に挟はさまれたまま考える時間は充分過ぎるほどあった。
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　──翌日、ウエノ学園。

　合宿を明日に控ひかえた休日だというのに、生徒会室にひとりの少女の姿があった。

　副会長だ。

　朝も早くから、珍めずらしく真ま面じ目めな態度で書類仕事に没ぼつ頭とうしている。

「ふむ」
















　そんな彼女を見つけたのは、昨夜は学園に泊まり込んだワイズマンであった。

　休日とはいえ、学生魔術師が学園に登校してはいけないなどという決まりはない。ましてや相手は生徒会の役員、普ふ通つうの生徒とは別にこなさなければならない業務も多々あることだろう。

　ワイズマンはほんの少しためらったが、ノックとともに生徒会室の扉とびらを開けた。

「はかどっているかね、副会長」

「……む？　こ、これはワイズマン教授！　せっかく足を運んでくださったというのに、まるで気づかず申し訳ありません！」

　副会長は慌あわてて事務机の前から立ち上がり、敬愛する老教授を出で迎むかえる。

「そのままで結構。しかし、明日から合宿だというのに、ひとりでなにを？」

「はい。実は、ステラ会長が客船のホストとして合宿に同行することになりまして、当分留守になってしまうというのに急な準備できょうもお忙いそがしくされていると聞きましたので、数日分の書類仕事をわたしめが済ませておこうと思ったのです」

　副会長の言うとおり、チェックを終えたと思おぼしき書類の束が事務机に積み上がっている。そうなると、彼女はワイズマンが気づくよりももっと早く登校していたのだろう。

「ステラ会長が忙しい、か。それはそうだろうな……」

　なにせ、学園長の気まぐれで豪華客船をチャーターすることになり、まだ一日しか経たっていない。出航が明日なのだから、それは忙しいだろう。

　なんとはなしに、ワイズマンは生徒会室の窓から遠視と透視クレアボヤンスで客船の様子を覗のぞいてみた。さすがにまだ早朝なので、昨夜のような騒そう々ぞうしさや慌ただしさは静まっている。が、直に忙しくなるだろう。

　──と。

「ん？」

　魔力探知に長たけたワイズマンは、ステラの寝しん室しつと思しきロイヤルスイートに別の魔力反応を感知した。気になって室内を覗いてみたところ、ベッドの中で丸くなって熟睡しているステラの他ほかに、ソファーでぐったりとしているブランの姿があった。

　昨夜の事情を知らないワイズマンは、目にした光景に一瞬度ど肝ぎもを抜かれたものの、やがて首を傾かしげる。夜の色いろ恋こい沙ざ汰たに発展したような雰囲気ではなかったからだ。

「……まあ、おれのやることだから、していて精々寝顔の盗ぬすみ見くらいなものだろう」

　まさしく文字どおりの、自分のことは自分が一番分かっている、というやつだ。

「教授？　窓など見て、どうかされたのですか？」

「別になんでもない。気にするな」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる副会長に対し、ワイズマンは好こう々こう爺やの笑えみとともに軽く手を振ふってみせた。

　ついでに遠視と透視クレアボヤンスで自宅を確かく認にんしておいたが、やはりデュセルはあのまま勝手に泊とまってブランのベッドで今も爆ばく睡すい中。モリガンが彼女のために朝食を作っている。他の分身シヤドウたちの姿がないが、バツが悪くて戻もどるに戻れず、どこぞで一夜を明かしたのだろう。

　ワイズマンはため息交じりに窓から視線を外し、副会長へと振り返る。

「ところで副会長。良い機会だから聞いておきたいのだが、君は七大魔術系統の選せん択たくをまだ終えていなかったな？」

　つとめて教授らしい口調を心がけながら、ワイズマンは静かに尋たずねた。

　対して副会長は、申し訳なさそうに肩かたを縮こまらせる。以前はあれほどブランやデュセルに向かって強気に選択を迫せまっていた副会長だったが、その実、今となっては所属を選んでいないのは彼女ひとりという有様だった。

　ブランとデュセルは、ワイズマンが講義を務める附与魔術エンチヤント。アンジェことエンプレスは、学園で唯ゆい一いつ彼女より魔術知識の深いイアンの占星術アストロロギアを選んでいる。

　当初副会長は錬金術アルケミーを志望していたが、永遠の命に目が眩くらんだ結果の選択だったために性しよう根ねをアンジェに叩たたき直されている。よっぽど酷ひどい目に合わされたのか、今ではまったくその気がないようだ。

　しかし、そうして他の魔術系統を選べないまま、宙ぶらりんの未所属になってしまった。彼女の立場を鑑かんがみれば黒魔術マテリアルスペルと白魔術アストラルスペルは最初から候補に挙がらない。副会長の存在を疎うとましく思っている二大名家の当主たちの弟で子しになるなど、針のムシロだ。

　そして附与魔術エンチヤントも──ブランを避さけているのだろう、敬愛しているはずのワイズマンが講義を務めているというのに、まるで選ぶ気はないらしい。

「どうかね、副会長。もしも君が良ければ、おれがヘキサグラムに紹しよう介かい状を書いてやってもいいぞ」

「ほ、本当ですか？」

　ワイズマンの提案に副会長は目を丸くする。喋しやべる魔ま法ほう陣じんヘキサグラム・ヘクトパスカルの召喚術サモンズコールは、副会長が心しん酔すいするステラも所属している魔術系統。副会長としても過ごしやすい環かん境きようだろうという、ワイズマンなりの配はい慮りよだった。

　残るひとつは死霊術ネクロマンシーだが、ワイズマンはどうにもネクロが苦手で、彼女に副会長を預けるのは不安があった。──しかし。

「せ、せっかくなのですが、わたしはどうにも召喚術サモンズコールが不得意でして……。ステラ会長にこれ以上迷めい惑わくはかけたくないという気持ちもありますし……」

　副会長は煮にえ切らない態度ながらも、ワイズマンの申し出を遠回しに辞退した。

「むう……」

　我ながら妙みよう案あんだと思っていたにもかかわらず、副会長に断られ、ワイズマンは困り顔をサングラスに隠かくしたまま顎あご鬚ひげを撫なでた。

　そして、気づく。

　少し頭を使えば、簡単に気づいてしまえることだった。

　思えば、副会長は確かに生まれながらの魔術のエリートで、デュセルやステラほどではないにしろ、彼女たちが留学してくるまでは、やろうと思えばいつでも学園でトップクラスの地位を築けたほどの魔力の持ち主だ。

　にもかかわらず、学内での彼女の評価は散々なもの。確かに性格が空回り気味のポンコツ気質なので正しい評価ではあるのだが、その気になれば、いつでも評価を覆くつがえらせるはず。ならば、今の扱あつかいに甘んじている理由はひとつしかない。

　つまるところ彼女は、学内での自分の立場にも、魔術師としての将来にも、興味がない。言ってしまえば──魔術に興味がない。

　そのことに気づいてしまったワイズマンは、内心の動どう揺ようを悟さとられないようさりげなさを装よそおいつつ、副会長へと疑問を投げかける。

「──副会長。そういえば尋ねたことがなかったな。そもそも君は、どうしてウエノ学園に入学したのかね？」

「そ、それは……」

「魔術師たる者、あって然しかるべきだろう？　叶かなえたい望みや実現したい魔術の数々、そしてその先に存在する、求める魔法が。言ってみれば、夢だ」

　どこか、すがるように。

　頼たのむからそうあってくれと、願うように。

　ワイズマンはそう尋ねかけた。

「……いえ。申し訳ありません、教授。実のところ、わたしは魔術師として大成しようと思って入学したわけではないのです」

　──しかし。

　返ってきた答えは、ワイズマンの願いも空むなしく、想像通りの返答だった。

「実は……わたしには、どうしても放ほうっておけない友人がいるのです。その者は、わたしなどとは比べるべくもない高い魔力を持って生まれてきてしまったせいで、幼いころから利用され続け、最後には重い十じゆう字じ架かを背負わされてしまいました」

　副会長は、後こう悔かいの面おも持もちとともに言葉を続ける。

「わたしには、その者の重荷を肩かた代がわりすることなどできません。ならばせめて、もう二度とあいつを利用しようとする者が現れないよう、嫌きらわれ役でもいいから、やれることをやろうと決めたのです。正直に告白するならば、あいつが学園に入学すると決めたから、今、わたしはここにいます」

　そうして、相も変わらずへたくそな笑みを浮うかべてみせる副会長。

　今の台詞せりふと、そして先日の一件でワイズマンが暴走状態にあった中、相手が本物の老教授とは知らずに彼女が叫さけんだ台詞。そのふたつを方程式に、単純な解答が浮かぶ。

　副会長は十年前からずっと、ブランに対する罪つみ滅ほろぼしの気持ちを背負い続けてきたのだ。ブランのために、なりたくもない魔術師を志して学園に入学し、ポンコツ娘むすめなりに幼おさな馴な染じみをかばって、この男は利用価値のないクズ石だと周囲に対して強調してきた。

　十年前の魔力暴走で大勢の人間を死に追いやったのが、ブランの背負った十字架というのなら──

　彼女が自らに課したこの十年も、十字架に他ならない。

　だというのに、彼女の背から十字架を下ろせるたったひとりの男は、今の今まで、幼馴染と向き合うことを恐おそれ、逃にげ回っていたのだ。

「なんてこった……」

　ワイズマンは、後悔の言葉を押し留とどめられなかった。

　副会長はこんなにも幼馴染のことを考えてくれていたというのに。

　ブランドン・ブラックバーンとその分身シヤドウたちは、ずっと彼女のことを考えないように、避けてきてしまった。デュセルと出会うまで、自分には友だちなんていなかったと、そう考えてきた。

　自分のことは自分が一番分かっているだけに、自分の中で最も気に入らないところも、自分が一番分かってしまう。見ないふりをすることはできても、見み逃のがせなくなってしまったら最後、自分のことがどうしようもない愚おろか者に思えてくる。

「ど、どうかなさったのですか、教授？」

　頭を抱かかえた老教授に、副会長はおろおろと戸と惑まどうばかり。

「おれは、おれが情けないぜ、まったく」

　ぐしゃぐしゃと、ワイズマンは自分の白しら髪が頭あたまを苛いら立だたしげに搔かき毟むしった。

　デュセルの乱入以来、ブランや他の分身シヤドウたちとワイズマンとの意識共有は途と絶だえたまま。今の彼女の台詞を聞かせてやりたくても、どうにもならない。子どもっぽい感情だが、それが悔くやしかった。老年期を模した分身シヤドウとはいえ、別に人格までもが老熟しているわけではない。粋いきでいなせを気取っているだけで、中身は本体と同じ、少年のブランなのだ。

「副会長！」

「は、はい！　なんでしょうか！」

「安心しろ！　お前のことは、おれが──いや、おれたちが、責任を持ってなんとかしてやる！」

「は、はあ……」

　突とつ然ぜんのワイズマンの言葉に、副会長は目を白黒させながらもとりあえず頷うなずいた。

　しかし──

「それはつまり、生徒会の書類仕事を手伝っていただける……ということでしょうか？　心得違ちがいをしておりましたら申し訳ありません。どうぞ、ハンコです」

　神しん妙みような顔つきでハンコを差し出してくる副会長は、やはりポンコツだった。
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　合宿のしおりによれば、集合時間は明日の朝七時。

　だというのにデュセルはその十二時間前、前日の夜七時には、集合場所である豪ごう華か客船『セレブリティ・スターサファイア号』へとやって来ていた。

　今は生身の姿で、背後にはブランの分身シヤドウたちを引き連れている。

　モリガン、スケアクロウ、ウィッチ、アルケミスト、ウォーロックの五名。その姿から察するに、どうやら外がい泊はくしていた分身シヤドウたちも帰き還かんしたようだ。

「ひとり足らないわね」

　旅りよ行こう鞄かばんを抱えたデュセルが、ムスッとした面持ちで唇くちびるを尖とがらせた。

「ワイズマンくんは、まだ学園でお仕事がいっぱいあるんだって」

　そう答えたのは、おでかけ用のリュックサックを背負ったモリガン。合宿中も弟ブランと分身シヤドウたちの面めん倒どうを見るつもりなのか、人数分の支し度たくをリュックに詰つめているため大荷物になり重心が後ろに傾かたむいている。先ほどからしきりによたよたとしていた。

「生徒会のお仕事のお手伝いが、もう十時間以上やってるのにまったく終わらないって、ぼやいてたよ」

「生徒会の仕事？　おねーちゃんさん、それってどういうこと？」

「さあ？　おねえちゃんにもよく分かんない。なんかねえ、ハンコを押す書類を間違ってたとか、承しよう認にんしちゃダメな書類がいっぱいあったとか、そもそも用意した書類に不備が多すぎたとか、うんとね、色々困ってたみたいだよ」

「ふーん。面倒事って厄やつ介かいなときに重なるものよね」

　何気なく首を傾かしげあうデュセルとモリガン。

　充じゆう実じつした休日を過ごした彼女たちには、副会長の事務仕事を手伝わされた結果、丸一日かけてミスの尻しり拭ぬぐいをさせられたワイズマンの気持ちなど、分かるはずもなかった。

　一方、そんなデュセルたちを出で迎むかえに現れたステラはというと。

「うっ……どうしてかしら……イヤな予感がします……」

　なぜか言いようのない悪お寒かんに身を震ふるわせていた。明日から生徒会長としての責務を離はなれて合宿に同行するというのに、理由は分からないが無む性しように、学園で大量の後始末が積み上がっている気がしてならなかった。

「と、ともかく、デュセルさんにモリガンお義ね姉えさんたちは、こちらへどうぞ。うふふ、ロイヤルスイートフロアにご招待させていただきますね」

　ステラの案内で、デュセルたちは豪華客船の中へと案内される。

　デュセルやモリガンにとってはすでに何度か訪おとずれたことのある客船ではあるのだが、やはり子こ煩ぼん悩のうな大統領が買い与あたえただけあって、外観内装ともにいつ見ても圧巻だ。

　大型プールを擁ようしたスポーツデッキや、以前ワイズマンが大統領と一戦交えたカジノ、ゲームセンター、シネマ＆シアター、スパ＆サウナ等々と、学園の生徒たちにとっても、合宿地より豪華客船のほうが思い出に残ってしまうかもしれない。

「実はあたし、大勢で旅行に行くのってこれが初めてなの。ふふーん、なんだかワクワクしちゃうわね」

　先頭を歩くステラの後ろで、デュセルは明日から始まる合宿を楽しみにして目をキラキラと輝かがやかせている。

「なあデュセル。そんなに楽しみなら、自分自身で参加すべきじゃないか？」

「そうです！　スケアクロウの言うとおりです！　なにも無理して可愛かわいいメイドさんをこき使う必要なんかないじゃないですか！」

　と、そんなデュセルに対し、ブランの分身シヤドウのうち一番迷めい惑わくを被こうむっているスケアクロウとウィッチが提言を口にする。

「だーめ。明日は手て筈はずどおり、あたしがスケアクロウに憑ひよう依いしてブランになりきって、ウィッチは変化魔ま術じゆつであたしに化けて合宿に参加するの。いーわね！」

　しかし、デュセルはあくまで合宿よりもブランと副会長の仲直りを優先する気なのか、分身シヤドウたちをじろりと睨にらみつけて釘くぎを刺さした。

「ところでステラちゃん。きのうからブランくんが行方ゆくえ不明なんだけど、見なかった？」

　と、不意にモリガンが何気なくステラへと尋たずねた。

「えっ、ええっ……」

　これにはお人好しで噓うそとは無む縁えんなステラといえども、いつものように素す直なおに返事、とはいかなかった。昨夜はいっしょのベッドで夜を明かしたなどと、この場で告白できるはずもない。

「ええとですね……」

「んー？　どうしたのかなー？」

　言い淀よどむステラに対し、にこにこ顔のモリガン。

　背後では、昨夜ブランの居場所をモリガンに報告した覚えのあるウォーロックが不ふ穏おんな姉の態度にため息をこぼし、間に挟はさまれたアルケミストはわけが分からずしきりに首を傾げている。

「あ、着きましたよ！　デュセルさんのお部屋はわたくしの隣となり。お義姉さんたちのお部屋はその向かいになります」

　追つい及きゆうをかわすべく、しどろもどろながらも慌あわててデュセルたちをロイヤルスイートへと押し込もうとするステラ。

　──そんな中。

「いやー、よく寝ねたよく寝た。夜までぐっすりだった。さすが魔力附ふ与よベッドだ、きのう一いつ睡すいもできなかったとはいえ、まさか朝から半日も寝てしまうなんて」

　ステラの自室の扉とびらが微かすかに開かれ、中からだらしのない呟つぶやきが聴きこえてきた。

「ごめんあそばせっ!?」

　ステラはすかさず、開かれようとした自室の扉を強引に閉め直す。一いつ瞬しゆんちらりと見えたブランの姿は、幸運にも誰だれの目にも映らなかったらしい。ただしその代だい償しように、扉の向こうでブランが顔でも打ちつけたのか、悶もん絶ぜつの呻うめき声がステラの耳に届いていたが。

「ねーステラ、今なんかブランの声が聞こえなかった？」

「さ、さあ!?　わたくしにもさっぱりです!?」

　怪け訝げんそうに小首を傾げるデュセルに対し、さすがのステラも顔面蒼そう白はく。

「どうせスケアクロウが余計なこと言ったんじゃないの？」

「そうかな……そうかも……」

「独り言が多い男子はモテませんよー」

「お前も中身は男だろうが」

　一方、分身シヤドウたちは気にした様子もなくがやがやと自分たちのスイートルームへと入っていく。

「じゃあステラちゃん。おねえちゃんの弟たちのこと、よろしくねー」

　モリガンも分身シヤドウたちの後に続き、愉ゆ快かいそうに微び笑しようを浮かべ、扉の向こうへ姿を消した。

　どうやら、感づいてはいるものの追及する気はないらしい。

　モリガンの思おも惑わくを聡さとくも察したステラは、とりあえずこの場は乗り切れたと、安あん堵どのため息をこぼす。

「ねーステラ、さっきの声やっぱりブランっぽくなかった？　なーんか、スケアクロウや他ほかの分身シヤドウじゃないよーな気がするのよねー」

「と、ともかくデュセルさん、夕食の時間になったらお呼びしますから、それまでお好きに過ごしてくださいね！」

　しつこく尋ねるデュセルに対し、ステラは笑え顔がおを引きつらせたまま、彼女の部屋の扉を開けてやる。

　どうにも不ふ審しんそうな様子だったが、デュセルとしても重い旅行鞄から解放されたいのか、しきりに首を傾げながらも部屋の中へと入っていった。

　こうして、ロイヤルスイートフロアの廊ろう下かは、今はステラただひとり。

　彼女はもう一度大きくため息をこぼすと、先ほど自分で勢いよく閉めてしまった自室の扉を、恐おそる恐る開ける。

　そこには──

「い、痛い……」

　よほどのクリティカルヒットが顔面に叩たたきこまれたのだろう、入り口に尻しり餅もちをついたまま目を回しているブランの姿があった。

「ご、ごめんなさいです、ブランさん！　だいじょうぶですか？」

「な、なんとか……」

　今朝方まで眠ねむれないままソファーでぐったりしていたブランだが、ステラの起き床しようと同時に交代する形で彼女のベッドに潜もぐり込み、甘い匂においとリラックス効果のある魔力に包まれて今の今まで眠っていたわけで、起き抜ぬけの寝ね惚ぼけ頭で油断していたのだろう。そこへ強きよう烈れつな扉の一いち撃げきをお見み舞まいされては、避よけられなくても仕方ない。

　ステラが差し出した手を取って、よろよろと立ち上がるブラン。

　そのとき。

「……やあ、ステラ君。出迎えがないから勝手に入ったよ」

　突とつ如じよとして背後から聞こえてきた、アンジェの声。

「な、な、なんのご用かしらっ!?」

　慌てたステラはすぐさまブランの手を離し、その体を突つき飛ばして再び扉を閉め、アンジェの目からブランを隠かくす。

「おや……慌てた様子でどうしたんだい……？」

　振ふり向いたステラの目に映ったのは、眠たげな面おも持もちで大きく首を傾げているアンジェと、その背後に付き従う四魔王フオーテリブルだった。

「な、な、なんでもありません！　なんでもありませんから！」

　アンジェも当然、生身のブランがステラの自室に匿かくまわれていることなど知りもしない。今は、扉にしがみついているステラの姿を不思議そうに見つめている。

　考えてみれば、デュセルやモリガンと違ちがってアンジェ相手ならブランのことを隠す必要などないのかもしれないが、そこはステラも年とし頃ごろの少女。ものの弾はずみと勢いで異性を自室に匿ってはいるものの、恥はずかしい気持ちは今もあるし、誤解されるような状じよう況きようはなるべく避さけたい。

「ええと、アンジェラさんたちのロイヤルスイートはですね、そちらになります」

「フフッ、ありがとう。なにせ私も一丁前に大所帯になってしまったものでね。普ふ通つうの部屋では手て狭ぜまだから、広い部屋を用意してもらえて助かったよ……」

「スイートルーム……実に喜ばしい……」

「広いお部屋じゃないと楽ちんできないからねっ」

　そうしてアンジェと四魔王フオーテリブルも、がやがやと賑にぎやかにロイヤルスイートの一室へと入っていった。

　これで正しよう真しん正しよう銘めいの一安心。

　ステラは誰の目もないことを確かく認にんした後、ようやく自室の扉を再び開けた。そこには、先ほど突き飛ばしてしまったブランがまたもや床ゆかに転がっている。

「うふふ。本当にごめんなさいです、ブランさん」

　ぺろっと舌を出して悪びれるステラ。さすがに二度目ともなってしまうと、どうにも言い訳できないので笑って誤ご魔ま化かそうという魂こん胆たんらしい。

「い、いいってことよ……」

　ふらふらと立ち上がり、ブランはその場で大きく伸のび。

　本人はまったく気づいていない様子だが、半日以上ステラのベッドで眠っていたせいで、少し匂いが移ってしまっている。

　対して、今しがたその事実に気づいてしまったステラはというと、おっとりとした微笑を浮うかべたまま赤面し、硬こう直ちよくしてしまった。

「ステラ？　どうしたんだ、急に真っ赤な顔で……」

　問いかけるブランだが、ステラは返事どころではない。微び動どうだにしないまま、ブランの体から自分の匂いが漂ただよってくるという事実に、顔がゆでだこになってしまっている。

「あ、あのですね……そのですね……」

　もじもじの国のプリンセスよろしく、肩かたを縮めこませて真っ赤な顔を俯うつむかせるステラ。

「ブ、ブランさん、少しお風ふ呂ろで汗あせを流されてはいかがかしら……？」

　おずおずとステラは提案した。

　デュセルが犬並の嗅きゆう覚かくを持つとは限らないが、ブランのこととなるとどうにも駄だ犬けんになってしまう彼女ではあるものの、ああ見えて勘かんは鋭するどい。嗅かげば気づかれるかもしれない。

　そして、そういう事態になった場合を想像してしまうと、なぜかステラはどうしようもなく赤面してしまうのだった。

「確かに、寝ね汗あせをかいたかもな」

　ブランは昨夜のことを思い出し、緊きん張ちようのあまり冷や汗が出ていてもおかしくなかったという事実に、苦笑いとともに頭をかく。

「分かった。なら、先に風呂なりサウナなり使わせてもらおうかな」

「は、はい！　明日の準備のために、今は男湯が清せい掃そう中で使えませんから、申し訳ありませんが女湯のほうを使ってください。だいじょうぶです、部下たちに誰も入れないように言っておきますので、ごゆるりとお寛くつろぎくださいね」

　ステラは今朝からずっと客船内の準備作業指揮を続けていた。この時間がスパ＆サウナエリアの清掃時間ということは、のぼせ上がった頭の片かた隅すみに残っていた。

　頭から湯気を発し続けているステラの様子に、ブランは最後まで首を捻ひねり続けていたものの、強く勧すすめられたスパへと部屋着のまま移動する。

「ふう……」

　その背を見送り、ステラは廊下でひとり、火ほ照てった頰ほおをぺちぺちと叩く。

「わたくしったら、なんてはしたない……」

「ねーステラ」

「きゃあっ!?」

　そこへ突とつ然ぜんデュセルが顔を出したものだから、彼女は飛び上がる勢いで驚おどろいた。

「デュ、デュセルさん!?」

「晩ごはんまでしばらく時間あるんでしょ？　先にお風呂入ろうと思うんだけど」

　見れば、デュセルはタンクトップとホットパンツという部屋着姿で、ご丁てい寧ねいにアメニティバッグを手にしている。入浴する気満々の出いで立ちだった。

「ええと、女湯のほうはまだ清掃が始まっていないので、そうですね、タイミング的にも助かります」

「ふーん。なら良かったわ。どーせならステラもいっしょに入らない？」

「そうゆう話でしたらぜひともこのウィッチめも！」

「あなたは呼んでないわよ！」

「そ、そんにゃあ……」

　すかさず話題に乱入してきたウィッチを、分身シヤドウたちの部屋へと押し返すデュセル。

「そもそもこの部屋割り、間違ってませんか！　どうして他の野や郎ろうどもと同じ部屋なんですか！　男どもは男同士、女の子は女の子同士で部屋を分けるべきです！」

「そっちにはおねーちゃんさんだっているし、同じ分身シヤドウ同士でしょ！　それにロイヤルスイートなんだから部屋が狭せまいなんてこともないでしょーが！」

　毎度の如ごとく押し問答を繰くり広げるデュセルとウィッチを、ステラは微笑ほほえましそうに見つめている。どうやらようやく落ち着いてきたらしい。

「…………え、お風呂？」

　が、すぐにもデュセルの台詞せりふを思い出し、再びその場に硬直してしまった。

　つい先ほど、ブランを女湯に送り出したばかりなのだから。







　一方そのころ、豪ごう華か客船が停てい泊はく中の港。

　そこには、連れ立って歩くワイズマンと副会長の姿があった。

「まさか、一日丸々潰つぶれることになるとはな……」

「ううう、重ね重ね申し訳ありません、教授！　それもこれも、全すべてわたしの不徳の致いたすところで、申し開きのしようもございません！」

「まったくもってそのとおりで、フォローする気も起きん……」

　サングラスの下に疲ひ労ろうの面持ちを隠したワイズマンは、陽ひが落ちてようやく合宿の準備と生徒会の仕事を終えてから、こうして副会長を伴ともなって一足遅おくれて客船へとやって来ていたのだ。

「しかし教授、集合時間は明日では？　どうして前日に来る必要があったのです？」

「他の連中が美う味まい飯を食っている中、おれだけ除のけ者というのはどうにも気に食わんからな」

「……他の連中？　ということは、他の七大教授の方々も……？」

　目の仇かたきにされているタケハヤやカグラの存在に怯おびえているのか、途と端たんに尻しり込ごみする副会長。目に見えて足取りが重くなっていた。

「違う違う。そっちの連中じゃない。むう、なんと説明したものか」

　ようやく客船の入り口付近に着いたものの、ワイズマンは副会長にどう言い訳すべきか思案し、立ち止まって顎あご鬚ひげを撫なでる。

「ともかく安心してついてこい。そもそも、おれがわざわざ生徒会の雑用を片づけてやったんだ。となればステラ会長も、豪ごう勢せいな夕食でもてなすのが筋というものだろう」

「は、はあ……」

　歯切れの悪い返事ながらも、副会長は素す直なおにその背に付き従う。

「しかし、どうして今夜に限ってわたしなどに親切にしてくださるのですか？」

「……副会長、明日からの合宿をズル休みする気ではないのかね」

「ギクッ！」

　図星を突かれた途端、実に分かりやすい反応を示す副会長。

「ほれみろ。どうせ、七大教授が全員合宿に同行すると聞いて、風か邪ぜでも引いたことにするつもりだったんだろう」

　バカめお見通しだ。あるいは、バカが風邪を引くわけあるか。ブランとしてならそのくらい言ったであろう台詞を、ワイズマンは付け加えずに飲み込んだ。もう幼おさな馴な染じみのことをぞんざいに扱あつかうのは、止やめにしたのだ。

　内心帰りたがっている副会長の手を引いて、ワイズマンは豪華客船へと乗り込んだ。中はまだ明日の準備で忙いそがしくしているのか、出で迎むかえが現れる様子はない。

「ん、あれは？」

　そんな中、見知った顔を見つけたワイズマンと副会長の足が止まった。

　ふたりの視線が向いた先──

「ま、待ってくださいデュセルさん！　今お風呂はダメなんです！」

「なんでよー、清掃中なのは男湯のほうなんでしょ。だったらいーじゃない」

　そこには、スパ＆サウナへと向かうデュセルと、そんな彼女にしがみついて歩みを止めようと必死な様子のステラの姿があった。

「く、詳くわしく説明すると、長い話になってしまうのですが……」

「ふーん？　あたし、親友の話ならいくら話が長くてもちゃんと聞くわよ。そう言うなら話してみてよ」

「そ、それはその……あの……あー！　待ってください～～～！」

　ステラが煮にえ切らないので、再び歩き出すデュセル。しがみついたステラをずるずると引きずって、女湯の入り口へ。

「……なにしとるんだ、ふたりとも」

「これはデュセル殿でん下かにステラ会長、夜分失礼いたします」

　そんなふたりの背中へと、ワイズマンは呆あきれた声を投げかけ、副会長は律りち儀ぎにもお辞じ儀ぎをする。

「あ！　誰だれかと思ったらワイズマン教授と副会長！　そーだ、副会長もいっしょにお風呂いこ！　晩ごはんまでまだ時間があるし、女湯は後で掃そう除じが始まっちゃうから、それまでに使ったほうがいいでしょ？」

「え、いやしかし……」

「いい機会じゃないか。親しん睦ぼくを深めて来るといい」

　急な申し出に戸と惑まどう副会長の背を、ワイズマンは軽く押した。

　今のうちに他ほかの分身シヤドウたちと一いつ旦たん合流しておくつもりなのだろう。その間の副会長の面めん倒どうと見張りをデュセルが代わってくれるのなら、願ったり叶かなったりだ。

「わ、分かりました。教授がそうおっしゃられるのでしたら……」

　乗り気ではないようだが、副会長はワイズマンと別れデュセルたちのもとへ。

「だからダメなんですってば～～～！」

　ステラは最後まで必死に止めようとしていたのだが、結局、デュセルや副会長とともに脱だつ衣い所へと連れ込まれてしまった。

　デュセルは薄うす着ぎしていたこともあり、当然ノーブラなので、あっという間に入浴姿になってしまう。これでは、デュセルが着き替がえている間にブランを脱出させるなど、どう立ち回っても不可能だろう。

　ブランが早風呂なら話は簡単だったのだが、残念ながらロッカーのひとつが使用中のままだ。おそらくブランの脱ぬぎ散らかした部屋着が放ほうり込まれているのだろう。

　それを見た瞬しゆん間かん、ステラは決意を固めた。

「し、仕方ありませんっ！」

　ここはステラも思い切り良く、着衣を手早く大だい胆たんに脱ぎ捨てる。彼女もやはりノーブラなので、腹をくくって脱衣するなら手間はかからない。

　と、見事な巨きよ乳にゆうと爆ばく乳にゆうを誇ほこるふたりを尻しり目めに、副会長は脱衣所の隅すみにひっそりと陣じん取どり、ひと目を忍しのぶかのように物もの陰かげに隠かくれてのろのろと服を脱ぎ始めていた。

「……がんばるのだぞ、わたし。まだまだ成長途と中ちゆうだからな」

　ふと、控ひかえめな自分の胸むな元もとの微かすかなふくらみに手を触ふれ、エールを送る副会長。

　そんな中、デュセルが副会長を見て一言。

「あれー？　副会長、それってもしかしてブラってやつ？」

　デュセルは、華きや奢しやな裸ら身しんを露あらわにしようとしていた副会長の背後に忍び寄り、彼女の背中のブラホックを珍めずらしげに眺ながめていた。

「やめろぉ！　見るんじゃない！」

「いーじゃない、女の子同士だし」

　顔を真っ赤にした副会長に対し、その白い背中へと指を伸のばしたデュセルは、慣れない手つきでホックを外してみようと試みた。

（副会長さん、ナイスです！）

　デュセルの興味が副会長に移ったことで、ブランに危機を知らせに行く余よ裕ゆうが生まれた。副会長の身を挺ていした時間稼かせぎに、内心で感謝するステラ。

「で、では、わたくしは先に入ってますね！」

　慌あわてて残りの着衣も脱ぎ、全裸の上からタオルを巻いて、ステラはデュセルに先んじて浴場へと足を踏ふみ入れる。

　こんなはしたない姿でブランの前に立つなど素面しらふではとても不可能だが、切せつ羽ぱ詰つまった緊きん急きゆう事態がステラをいつも以上に大胆にしていた。

　対して、脱衣所に残ったデュセルと副会長はというと。

「ふーん。ブラってなんか可愛かわいいわね。あたしも着けてみていい？」

「入るわけないだろう!?　嫌いや味みなのか!?」

　今も、浴場にブランがいるなど夢にも思っていない様子でじゃれあっている。小ぶりな水玉模様のブラをしげしげと手に取るデュセルに対し、その胸元を涙なみだ目めで睨にらみつけた副会長が、八や重え歯ばを剝むき出しにして吠ほえていた。
















「こ、この隙すきに、ブランさんを逃にがさないと……」

　早足のせいで揺ゆれる胸元を抑おさえつけながら、ステラはあられもない姿のままブランを捜さがす。

　──と。そこで気づいてしまった。

　自分が裸はだかであるのは、ここが風ふ呂ろ場ばなのだから仕方ない。

　しかし考えてみれば、ここは風呂場なのだからブランも全裸なのではないだろうか。

「ど、どうしましょう～～～～～～～～～!?」

　どうやら、普ふ段だんは聡そう明めいに働くはずの彼女の頭脳も、度たび重かさなるハプニングのせいですっかり冴さえを失ってしまっているらしい。本来なら、先ほどロッカーを目にした時点で気づくはずのことだというのに。

「や、やっぱり引き返し──」

　あわあわと狼ろう狽ばいしながら、恥はずかしさのあまりつい引き返そうとしてしまうステラ。しかしながら、ようやく服を脱ぎ終えたらしいデュセルと副会長がすでに浴場にやって来てしまっていた。

　ふたりとも、ステラと同じく大事なところはタオルを巻いて隠している。特に副会長は、なぜか控えめな胸元をしっかりと厳重に隠していた。

　とはいえ、ブランに見せるにはあまりに刺し激げき的な格好だ。そのうえ、彼女たちもまさか自分たちの裸身をブランに見られるなどとは思ってもいないだろう。

　全ては、彼女たちの入浴を止められなかった自分が悪い──と、お人好しなステラは考えた。

「わ、わたくしが恥ずかしがっている場合じゃありません！」

　ステラは顔中を真っ赤にしながらも、口元をキュッと結び、握にぎり拳こぶしを作る。

　そして、小さく深呼吸するとともに、持ち前の機転と聡明さを取り戻もどす。行き当たりばったりに捜すのではなく、視界を広げ、五感を研とぎ澄すまし、観察するのだ。

　まずは、今しがたデュセルと副会長が向かった、洗い場の一角。

　席のひとつが一カ所だけ、桶おけや石せつ鹼けんやシャンプー類など、シャワーを使い終わった様子で乱れていた。どうやらブランが使い終わった場所らしい。ということは、洗い場にいることはない。

　次にステラが目を向けたのは、湯気が立ち込めた湯船の方角。浴よく槽そうやジャグジーは数多くあり、浴場の至るところで水音が反はん響きようしている。が、それはどれも規則的なもの。誰かが湯船に浸つかっていれば、少しは不規則な水音が響ひびくはず。

「そうです……思い出しました！」

　洗い場でもなければ湯船でもない。露ろ天てんスペースへと足を運びかけたステラだったが、そこでふと、先ほどのブランの呟つぶやきを思い出した。

『分かった。なら、先に風呂なりサウナなり使わせてもらおうかな』

　そう、サウナだ。

　客船自じ慢まんのサウナルームにはどっしりとした高級サウナストーンが設置され、室内には絶えずアロマの香かおりが熱波とともに充じゆう満まんしている。寝ね汗あせの臭においを消すにはもってこいだ。

　そこで、ステラは急ぎサウナへ。

「あ、いました！」

　ガラスの窓越ごしに室内を覗のぞき込めば、そこには確かに熱波を浴びて幸せそうにぐったりしているブランの姿があった。

　すかさずステラは問答無用で扉とびらを開きサウナルームへ直行。

　一方ブランは、突とつ然ぜん現れたステラの裸身に、一瞬サウナの入りすぎで幻げん覚かくでも見たのかと首を傾かしげ、やがて仰のけ反ぞる。

「え……ええええ────むぐっ!?」

　思わず叫さけび声を上げそうになったブランのもとへと駆かけ寄り、ステラはその口を塞ふさぐ。最中、爆乳がタオルからこぼれそうなほど大きく揺れて、実に危なかった。

「ブランさん、実はデュセルさんと副会長さんがお風呂に来ています。今のうちに脱衣所に戻って何食わぬ顔でお風呂から上がってください」

　ステラの慌てた言葉を耳にした途と端たん、ブランは自分がどれだけ危機的状じよう況きようにあるかを悟さとる。その状況把は握あくの速さはまるで戦せん闘とう中のよう。

「分かった。すぐに逃げ──」

　しかし、逃げられなかった。

　ステラの後を追って、デュセルと副会長がサウナへと向かって来たのだ。

「ど、どうしましょうブランさん！」

「……いるんだろ、ウィッチ」

　頭を抱かかえるステラを尻目に、ブランはシリアスな調子で虚こ空くうへと呼びかけた。

　すると──

「ふっふっふ。バレてましたか。そうです、実は最初からいたのです」

　デュセルたちと同じく全裸にタオルを巻いただけの姿で、キツネ耳をピョコンと立てたウィッチが突然サウナルームに現れた。

　デュセルに退散させられたと思いきや、透とう明めい化魔ま術じゆつで姿を消して今の今までずっと行動をともにしていたらしい。当然、先ほどの脱衣所のシーンにも実はいたわけだ。

「え、ええっと……あの……」

　驚おどろくよりも呆あきれが勝まさったステラ。対してブランとウィッチは手早くアイサインを交かわし、ウィッチがブランの体へとその手を伸ばした。

　同時に呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　すると、ウィッチだけでなくブランの姿までもがその場から搔かき消えた。ウィッチの透明化魔術に、自身だけでなく触れた対象にも効果を及およぼすよう、即そつ興きようで術式にアレンジを加えたのだ。

「姿を消したのはいいんですけれど、結局ここにいるんですよね……？」

　胸元にタオルを寄せながら、苦笑いとともに訊たずねるステラ。サウナ室のどこかで、誰かが頷うなずいたような雰ふん囲い気きがあった。おそらくは、この場に残って【●ＲＥＣ】する魂こん胆たんなのだろう。

「本格的なサウナよね。カラッとしててきもちいー」

「実はわたし、極きよく端たんに熱かったり寒かったりするのは苦手でして……」

　そんなブランの魂胆どおり、ステラに続いてデュセルと副会長がサウナルームへとやって来た。熱波を逃のがさないよう扉はしっかりと閉められ、こうなっては透明化しているブランたちが逃げ出す術すべはない。

「……おや。サウナに色々と顔ぶれが揃そろっているようだね」

　おまけに、間かん髪はつ入れず新たな全裸の美少女たちがさらに姿を見せる。

　アンジェや彼女の化身アバターである四魔王フオーテリブル──当然ながら男性体のジョーカーを除く──が、ぞろぞろと浴場にやって来たのだ。

「アンブロシア！　あなたもステラの客船に泊とまってたの？」

「フフッ……、学園長に合宿への同行を頼たのまれたものでね。それより、エルミタージュ帝てい国こくは旧きゆう暦れき時代からサウナ大国で有名なんだよ。私もね……サウナを語らせると、ちょっとうるさいのさ……」

　一糸纏まとわぬ姿のアンジェはくびれた腰こしに手を当て、大人の対応でデュセルを軽くいなす。

　そうして、新たに四名がサウナ室に参戦。さらにアンジェは勝手知ったるなんとやらで、慣れた手つきでサウナストーンにアロマ水をふんだんにかけ、室内の温度を一気に上げてしまう。その熱波は、耳や指先が火傷やけどしそうになるほど熱かった。

「熱かったら出て行ってもいいんだよ？　サウナは我が慢まん比べの場所じゃないからね……」

「ふーんだ！　涼すずしげな顔で言ってくれちゃって！　あたしたちにだってこのくらいならむしろ快適よ！　ね、ステラに副会長！」

「それはその、どうでしょう……」

「わ、わたしはムリだよおおおぉぉぉ……」

　息巻くデュセルに反し、ステラと副会長は早くも音を上げてしまいそうだ。

　しかしサウナが苦手な副会長はともかく、このサウナを普段使いしているステラは平気なはずだが──どうやらブランたちの心配をしているらしい。先ほどからちらちらと、不自然なほど何度もサウナ室の隅すみへと目を向けている。

「じー……」

　同じく、ウィッチの透明化魔術を見破ったことのあるアンジェも、ステラと同じ場所を先ほどから眺ながめていた。

「フフッ、いつまで強がりを続けていられるかな……？」

　果たしてアンジェの呟きは、対たい抗こうするデュセルに向けたものだったのか、あるいは身を寄せ合ったまま熱波に苦しむブランとウィッチに向けたものだったのか。

　──結局、ブランたちがこの場から逃げ出すには、サウナに詰つめかけた美少女たち全員が退出するのを待たなくてはならなかった。

「ぐえー」

　脱だつ出しゆつが成功するころには、ブランもウィッチも全身真っ赤の有様。サウナから解放された途端、透明化を解いたふたりは床ゆかへと倒たおれ込む。

　我慢大会から小一時間が過ぎた今、すでにデュセルやアンジェたちは、ステラが夕食の場へと連れ出してくれている。

　代わりにこの場に集まっていたのは、スケアクロウ、ワイズマン、アルケミスト、ウォーロックの四名。あくまで分身シヤドウたちは服を着たままの状態で、ブランたちの回収にやって来た様子だ。

「自業自得だな」

　彼らは声を揃えて、タオルをはだけさせたブランとウィッチを呆れ顔で見下ろした。

「お、お宝映像、ばっちしですよー……」

　目を回したウィッチは、ここがどこかも分かっていない様子で、泡あわを吹ふきながらサムズアップしていた。

　対してブランは、サウナ中ずっと魔術を使用し続けていたウィッチに比べ、消しよう耗もう具合はまだマシといったところ。だが、その面おも持もちはどこか深刻そうだった。

「おれは、とんでもない勘かん違ちがいをしていたのかもしれない……」

　氷水を飲み干し、ゆだった頭をしきりに振ふるブラン。

「だとしたら、おれは大おお馬ば鹿か者だ──」

　そう呟きを残し、気を失って倒れる寸前──

　ブランの脳のう裏りに甦よみがえったのは、デュセルやステラやアンジェといった、気になる少女たちの豊かな胸むな元もとではなかった。驚くべきことにそれは、幼おさな馴な染じみである副会長がサウナでダウンしながらも最後まで隠かくそうとしていた、控ひかえめな胸元だった。

　副会長が我慢大会で真っ先に気絶した際、彼女が頑かたくなに隠していた胸元が、ほんの僅わずかにちらりとブランの目に映ったのだ。

　高位の女性魔ま術じゆつ師しはブラを必要としないという、この世界の絶対常識。

　その常識に照らし合わせるならば、副会長は生まれながらに高い魔力を持つエリートなのだから、当然ノーブラのはず。

　にもかかわらず彼女は、ブラの必要性があまりなく形が崩くずれようもない小ぶりな胸に、生意気にもブラを着用し続けていた。

　あの場にいたアルテナ出身者は、ブランと副会長のみ。おまけに、ブランは姿を隠していたから、副会長はアルテナ生まれが自分だけだと油断したのだろう。そうでなければ、ああして肌を見せ合うわけもない。

　副会長がこの十年間ずっと隠してきた秘密は、アルテナでの生活が短いデュセルたちが知るはずもないことなのだから。








第三章　幻界翠域リバーシ・ブルー









　合宿当日。

　集合時間である午前七時、ブランやデュセルと同学年の学生魔術師たちが、豪ごう華か客船の停てい泊はくした港に賑にぎ々にぎしく集まり、合宿開始を待ち侘わびていた。

　その中には、『案山子スケアクロウ』に憑ひよう依いしたデュセルや、デュセルの姿に化けた『魔女ウイツチ』がいる。さらにはアンジェと瓜うり二ふたつの『女帝エンプレス』も、いつもの三つ編みメガネの出いで立ちで、生徒たちの中に紛まぎれている。

　スケアクロウの姿がある以上、生身のブランがのこのこ出て行くわけにもいかず、彼は未いまだにロイヤルスイートのステラの自室で惰だ眠みんを貪むさぼっていた。昨晩ステラは副会長とともにデュセルの部屋に泊まったため、今回は割かし落ち着いた睡すい眠みんをとれた。

「よーし。当初の目標通り、この合宿でブランと副会長の仲を取り持ってあげる……じゃなかった、取り持ってやるぜ！」

　デュセル演じるスケアクロウが、ブランとしてのロールプレイを始める。

「……デュセル様。あんまりやりすぎないでくださいよ」

　対して、デュセルに変身したウィッチが、こそこそと釘くぎを刺さす。いつもと主従が逆な感じのふたりだったが、基本的にブランもデュセルも同学年の他ほかの生徒と絡からむこともなければ友人関係を築けてもいないので、あまり誰だれも気に留めていない。

「ブランドンのやつ、こういうイベントで乗り気を見せるとは珍めずらしいな……。それとは逆にデュセル殿でん下かが消極的なのも、なにかいつもと違ちがうような……」

　唯ゆい一いつの例外といえば、そんなふたりを遠くから怪け訝げんそうに見つめていた副会長くらいなものだ。

　と、そんな中。

「なあおい生徒会長。ロイヤルスイートが使えんとはどういうことじゃ」

「そうぢゃ、そうぢゃ！　楽しみにしとったんぢゃぞう！」

　客船の主あるじであるステラに食って掛かかる、教授たちの姿があった。

「ごめんなさい。でも、こちらとしても急なことでしたので、なにがなんでも至いたれり尽つくせりというわけにはいきません。なので一いつ般ぱん客きやく室しつへご案内させていただきますね」

　正しくは、文句を口にするもステラに軽くいなされていたのは、教授たちの中でも古株であるタケハヤとカグラだけであったが。

　いつも通りの和装のタケハヤと、バカンス気分で着き飾かざったカグラ。他に、学園長であるイアン、お菓か子しが詰まったリュックを背負ったローリエの姿もある。そしてステラの師こと喋しやべる魔ま法ほう陣じんヘキサグラムはというと、本体である魔導書を使い魔フアミリアの純白の大フクロウに持ち運びさせ、集合場所にやって来ていた。

『ふたりとも。我わが輩はいの可愛かわいい弟で子しを困らせるな。急な要件で部屋が用意できなかったのは決して彼女の不ふ手て際ぎわではないのである』

　フクロウが魔導書のページを開き、顔を覗のぞかせたヘキサグラムは間ま抜ぬけな見た目に似合わぬ道理を弁わきまえた物言いで同どう僚りようたちを窘たしなめた。

「ヘキサグラム殿どのの言うとおりだ。僕たちはあくまで、彼女と合衆国の好意で同乗させてもらっている身。それを忘れるな」

　イアンも単眼鏡モノクルを僅かに光らせ、まるでロイヤルスイートが埋うまることを予知していたかのように、平然とステラの案内に従って生徒たちと同じ一般客室へと向かう。

「ボクのこともお構いなく。身の丈たけに合わない部屋は結構ですから。それに、生徒の皆みんなと同じ扱あつかいのほうが嬉うれしいのです。なにせ若者ですので」

　続いて、遠足気分の大荷物を担かついだローリエも、眠ねむたげな目つきながらもどこかうきうきとした様子で一般客室へ。

「仕方ないのう。儂わしもまだまだ若いからのう」

「あ、この老いぼれジジイ！　自分だけ物分かりの良い好こう々こう爺やぶりおって！」

　こうなっては、タケハヤもカグラも要求を取り下げるしかない。いつもは犬けん猿えんの仲のふたりが、このときばかりは揃そろって肩かたを落として船内へと入っていった。

　最後は、フクロウに摑つかまれたままのヘキサグラム。

『さて。それでは我輩も自分の部屋で寛くつろがせてもらうとしよう。潮風は天敵であるゆえに。ステラ嬢じよう、召しよう喚かん獣じゆうのフクロウくんに鍵かぎを持たせてあげて欲しいのである』

「あら。申し訳ありませんが、なにしろ使える客室が足りないものでして、お師し匠しようさまのお部屋は書庫になります」

『えっ？』

「書庫です」

『やなこったいである！　師匠に対してその仕打ちはあんまりである！』

「お師匠さま。あまりわがままを言われるようでしたら、ペットたちと同じ部屋に入ってもらいますからね。いいんですか、ヤギさんたちといっしょの部屋で」

　ヤギは潮風以上にヘキサグラムの天敵であった。哀あわれヘキサグラムは船室さえ宛あてがってもらえず、ステラによってページを閉じられ、荷物のように運ばれてしまった。

　こうして、まずはステラに案内され教授たちが、続いて船員に扮ふんしたＣＩＡの魔ま術じゆつ諜ちよう報ほう員たちに連れられ生徒たちが船内へと足を踏ふみ入れる。

　誰もが、煌きらびやかな宮きゆう殿でんと巨きよ大だいなアミューズメント施し設せつを兼かね備えたような、豪華極きわまる船内の景色を前に、嬉き々きとして喜んでいる。

「合宿かぁ……気が重いなぁ……」

　浮うかない顔をしているのは、副会長くらいなものだった。
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　合宿地である『幻界翠域リバーシ・ブルー』と呼ばれる大樹海は、霊れい峰ほうフジの麓ふもとに広がっている。

　魔都から霊峰までの陸路は七十年前の大異変によりほぼ水すい没ぼつしてしまっており、空路か海路を進まなければならない。さらには、途と中ちゆうの海域に魔ま獣じゆうの住すみ処かとなっている遺い跡せきがいくつか確かく認にんされているため、海路を選ぶ場合は安全で遠回りな航路が一般的だ。

　到とう着ちやく予定は、五時間後の正午である。

「へへーんだ。それだけの時間があれば、副会長とちょっとくらい距きよ離りを縮めることもできるだろーな。船の中なら前みたいに逃にげられる心配もないし」

　スケアクロウとして生徒たちに紛れたデュセルも、当初はそのくらいの認識であった。

　しかしながら──

「合宿地に到着するまでの時間は平常授業ですのであしからず」

　教授たちの中には、そんな目算を台無しにしてくれる者もいた。

　錬金術アルケミーの若き天才、『蒼銀真珠コバルトパール』のローリエ・ロリエッタ教授だ。

　船内放送によって観劇用シアターに集められた生徒たちは、舞ぶ台たいの上に特設された教きよう壇だんに立つローリエの姿に、遊び気分も吹き飛んだ様子でがっくりと肩を落とす。

「ここ、めちゃんこ広くていいですね。えへへ。ちょっとした女優気分です。ボクとしても講義のやりがいがあります」

　なにせオペラも可能な大劇場なのだから、音おん響きよう設備も完かん璧ぺきで、客席に座る生徒たちの様子も舞台の上から一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。だぶだぶのローブ姿のローリエは、拡声魔術が施ほどこされたマイクを手に頰ほおを上気させ、どうにも照れている様子だった。

「では、きょうも一日がんばろーりえ」

　彼女のゼミでは決まり文句なのか、気の抜ぬけた講義開始の挨あい拶さつに、客席の最前列から熱ねつ狂きよう的な歓かん声せいが上がる。ロリコン組という不ふ名めい誉よなあだ名で知られる錬金術アルケミーゼミの生徒たちの声だ。男女問わず全員が、狂きよう信しん的なまでにローリエを信しん奉ぽうしているらしい。

　対してデュセルや副会長は、ひともまばらな後方の座席に座っていた。お互たがい、座っている席の周囲に人ひと影かげはなく、ふたりの距離も少し離はなれている。講義中のひそひそ声が届く範はん囲いではなさそうだ。

「あ、そーだ」

　どうにか副会長とコミュニケーションを取ろうとしたデュセルは、魔術文明盛さかんなこの時代に、あろうことか筆談を選せん択たくした。

　講義用の筆記具とノートを取り出し、ノートのページを一枚丸々使って副会長宛てのメッセージを書き記す。

『げんき？』

　でかでかと書かれたそのメッセージを副会長へと向けたところ、一いつ瞬しゆんギョッとした様子だったが、彼女のほうでもため息交じりに筆記具とノートを取り出した。

　副会長はさらさらとノートにメッセージを記入し、デュセルに向けて突つきつける。

『貴様というやつは、授業中にどういうつもりだ』

　意外にも達筆だった。

　デュセルの返答を待たず続けざまにページをめくる副会長。

『きのう色々あって少し体調を崩くずしてはいるものの、まあ元気だが』

　確かに字は綺き麗れいなのだが、見開き二ページにわたってびっしりとメッセージを書いているせいか、遠くからでは読みづらい。

　デュセルがしばらく目を細めていると、解読に難なん儀ぎしていることが副会長にも伝わったのだろう。

『貴様というやつは、授業中にどういうつもりだ』

『きのう色々あって少し体調を崩してはいるものの、まあ元気だが』

　彼女は律りち儀ぎにもノートを少し近づけ、さらには前のページにいったん遡さかのぼってくれた。

　見開き二ページ分の副会長のお小言がようやく伝わり、デュセルは自分のノートに次のメッセージを書き込む。

『サウナの我が慢まん大会のこと？』

　新たなデュセルからのメッセージ。

　しかし副会長は、その文面を目にした瞬間、遠巻きにも分かるほどに顔を真っ赤にしてしまった。

『なぜ貴様がそれを知っている!?』

　先ほどと違い、今回は荒あら々あらしく書き殴なぐられた副会長からの返答文。

「あ、やば」

　それを見て、デュセルは自分の失言を悟さとって舌を出した。なにせ今の彼女の姿は、青い髪かみを除けばブランそっくりなのだ。昨夜のガールズサウナトークのことを知っているのは非常に不ま味ずい。

『デュセルから聞いた』

　急ぎ言い訳を三ページ目に大きく書いて、副会長へと突きつけるデュセル。

「なっ!?」

　それを見た副会長は、八や重え歯ばを剝むき出しにして呻うめき声を上げる。幸い、場内に反はん響きようするローリエの講義の声に搔かき消され、今しがたの呻き声はそれほど目立たなかった。

　若じやつ干かん周囲の注目を集めながらも、副会長は咳せき払ばらいでその場を誤ご魔ま化かす。

　そして、先ほどまで筆談に使っていたノートの白紙のページを破り、くしゃっと丸めて、前方の席に見つけた群ぐん青じよう色いろのポニーテール目掛けて投げつける。

「あいたっ」

　見事命中したのだろう。前方から、デュセルに化けて講義に参加しているウィッチの声が聞こえてきた。

　が、副会長はまだ気が収まらないのか、今度は丸めた紙をブラン相手と思ってデュセルへと投げつけてきた。

「へへーんだ、そんなの当たんねーよ」

　対するデュセルは、見え見えのコースで飛来する紙くずを目にし、余よ裕ゆうの面おも持もちでニヤリと笑う。

　──が、その瞬間。

「我の夢見るビビデイ・夢幻の汝たれバビデイ・ブー」

　丸められた紙くずが魔力光に包まれ、瞬時に鉄球になった。

　シアターの舞台上から響ひびいた呪じゆ文もん詠えい唱しようの意味を考える間もなく、デュセルは途と端たんに余裕の面持ちを一変させ、顔面へと迫せまる鉄球を──

「どえええええええええええっ!?」

　狼ろう狽ばいの絶ぜつ叫きようを上げながらも、なんとかキャッチに成功した。

　もとが紙くずとは思えないほどとんでもなく重い鉄球だったが、反射神経と身体能力に優すぐれたスケアクロウの肉体に憑ひよう依いしていたおかげで、軌き道どうを見み極きわめて受け止められたのだ。これが生身のデュセルなら魔術なしには防げなかっただろう。

　半ば呆ぼう然ぜんとした顔つきで、鉄球を手に、デュセルは冷や汗あせを拭ぬぐう。

　そうして副会長を一いち瞥べつすると、彼女は自分はやってないと主張するかのように、首をぶんぶんと横に振ふっていた。

「授業中はお静かにお願いします」

　と、そんなデュセルたちに対し、劇場の舞台上から声がかけられる。

　恐おそる恐るそちらを見てみれば、先ほど魔術を使用したと思おぼしき術者が、相変わらずの眠たげな眼まな差ざしをデュセルたちへと向けていた。

「い、今のは錬金術アルケミー……？　その割には、錬れん成せい陣じんとかどこにもないけど……」

　本来、錬金術アルケミーは肉声による術式起動の呪文を必要としない魔術のはず。にもかかわらず、舞台上の術者は、錬成陣を用いず呪文詠唱によって紙くずを鉄の塊かたまりに変えてしまった。

「講義と関係のない私語や筆談は、めっ、ですので、あしからず」

　少女教授ローリエは、得意げに人差し指を立て、にやりとそう言った。







「まったく、貴様のせいでロリエッタ教授に怒おこられてしまったではないか」

　講義を終え、シアターを後にしたデュセルと副会長は、ふたりして客船の通路を揃そろって歩いていた。当然、デュセルはブランに扮したままだ。

　一方、ローリエのお𠮟しかりのとばっちりを受けた副会長はというと、怒ってはいるものの、なぜか満まん更ざらでもない雰ふん囲い気きでデュセルに付き合っている。

「しかしなんだな……講義後にこうしてふたりきりで話すなど、いつ以来だろうか」

「話したいなら遠えん慮りよなんかするなよ。幼おさな馴な染じみなんだし」

「べ、別に遠慮などしていないぞ。そもそも、貴様はいつもデュセル殿でん下かと仲が良さげで、気が引けるというか、そう、遠慮ではなく配はい慮りよだな、これは配慮なのだ！」

「そんなの気にすることじゃないだろ」

「フン。貴様がそんな調子だから、配慮が必要なのだ。ステラ会長も度たび々たび、貴様らの姿を遠目に見ては、交じるに交じれず物もの憂うげなため息をこぼされているのだぞ」

「それこそなんでだよ！　三人で集まればいーじゃん、親友同士なんだから！」

「……貴様という男は、ほとほと乙女おとめ心ごころというものが分からんらしいな」

「ええっ!?」

　思いがけない副会長の指し摘てきに、デュセルは仰のけ反ぞる。

（中身は正しよう真しん正しよう銘めいの女の子なのに……あたしって乙女失格なの……？）

　アイデンティティを揺ゆさぶられ、副会長を口説き落とすどころか自分がダメージを食らってしまう羽目になったデュセル。

　ショックを受ける彼女の姿を、今も幼馴染と勘かん違ちがいしたまま、副会長は訝いぶかしげに眉まゆをひそめていた。

　やがて彼女は、こほんと咳払いをしつつ、デュセルに問い質ただす。

「ブランドン。先ほど、デュセル殿下にサウナの根こん競くらべのことを聞いたと言っていたな。そのとき殿下は、他ほかになにかおかしなことを言っていなかったか？」

「え、ええっと……」

「たとえば、その、わたしの胸のこととか……」

「あ、ブラのこと？」

　またしても失言。

「ブラのことではない！　ブランドンのあほたれ！　この痴しれ者バカ者そこつ者っ！」

　ただでさえ巨きよ乳にゆうや爆ばく乳にゆうが身近にいるせいで、常つね日ひ頃ごろから小ぶりなバストサイズを気にしている副会長は、途端に恥はずかしげな涙なみだ目めに。

「あー、その、ごめん。よしよし」

「ううっ、ぐすっ……ぐしゅ……」

（どうしようあたし！　なんだか、余計にこじらせちゃってる気がする！）

　いじけた副会長をあやしながら、デュセルは内心頭を悩なやませた。そもそもブランとステラ以外に友人がいない彼女は、友だちの作り方なんてまだ知らないのだ。

（こういうときは……こういうときこそ！）

　だが、友だち同士のスキンシップのやり方なら知っている。

　デュセルは突とつ然ぜん副会長の体を抱だき寄せ、友愛の情を示すべく抱ハ擁グ＆頰タッチビズを行った。

「な、な、な……」

　対して、なんの前まえ触ぶれもなく幼馴染に抱だきつかれたと勘違いしてしまった副会長はというと、余計に顔中真っ赤の有様で完全に硬こう直ちよくしてしまう。

「落ち着いたか？」

「おつちくはずにゃいだろう!?」

　あまりのことに、滑かつ舌ぜつさえままならない副会長。

「うわあああああああああん！　ブランドンの女たらしーっ！」

　デュセルの腕うでから解放された途端、彼女は一目散に逃にげ出した。フロアの通路を駆かけ抜ぬけ、他の生徒たちが目を丸くするのもお構いなしに、脱だつ兎との如ごとく駆けていく。

　だが、ここは学園の敷しき地ちと違ちがって、海上の客船だ。当然、無我夢中で前方不注意のまま走っていては、その先に待つのは大きく広がる青い海のみ。

「副会長が手すりから海に身投げしたぞー！」

「落水ー！　副会長落水ー！」

　ショッキングなダイビングを目もく撃げきした生徒たちが、転落現場に騒そう然ぜんと集まりだす。

「あわわ……ど、どーしよ……」

　取り残されたデュセルは、息つく間もない急展開に、呆然と立ち尽つくすばかり。以前、副会長のことを面めん倒どうくさいやつと評していたブランの気持ちが、少し分かった気がした。

　そんな中。

「うわあああああああっ!?」

　海に落ちてずぶ濡ぬれになった副会長が、とある人物に脚あしを摑つかまれ、もとの場所に引き上げられてきた。

　僅わずかな時間のうちに副会長を高速で追いかけて身み柄がらを確保し、服が濡れて重くなった彼女を片手に担かついで船外をよじ登って戻もどってきたのだとしたら、驚きよう異いの身体能力だ。

　そんな身体能力の持ち主など、スケアクロウを除けば学園にひとりしかいない。

「凄すごい！　アンジェラさんだっけ、大手て柄がらよ！」

「ああ、副会長を救出したお手並み、たいしたもんだ！」

「学園のヒーロー、いやさ、ヒロインだ！」

　副会長を間かん一いつ髪ぱつで救い出した赤毛の少女に、周囲の生徒たちは惜おしみない称しよう賛さんを与あたえる。褒ほめ称たたえられているのは、アンジェラ・アンブロシアと瓜うり二ふたつの化身アバターで、学園潜せん入にゆうの任を受けているエンプレスだ。

「彼女に怪け我ががなくて、私としても実に喜ばしい」

　率直な感想を口にするエンプレス。それがまた、偉い業ぎようを謙けん遜そんしているかのように見えて、謙けん虚きよさが誰だれの目にも眩まぶしく映った。

　身の危険を顧かえりみず行動を起こし、副会長の無事を喜ぶ彼女の姿に、周囲の生徒たちは感動している様子だ。なにせウエノ学園生徒の大半はコミュニケーション下手なぼっち気質の偏へん屈くつ魔ま術じゆつ師しばかり。誰かのためにその身を挺ていすることのできる人物は、それだけで尊敬に値あたいするのだ。

　結果、エンプレスはあっという間に人気者に。

「実に嬉うれしい。ありがとう。私も皆みなと仲良くしたい」

　ポジティブな感情を隠かくすことなくストレートに表に出すエンプレスは、誰からの好意にも純じゆん粋すいに喜ぶ。その反応がまた、学生魔術師たちに大いにウケた。ひねくれ者の多い彼らのささくれ立った心を癒いやしたのだ。

「ぴゅるるるるるぅー」

　飲んだ海水を噴ふん水すいの如く吐はき出したまま放置された副会長や、そんな彼女に慌あわてて駆け寄ったデュセルを尻しり目めに、生徒たちは先ほどの転落事故などすっかり忘れた様子でエンプレスを取り巻いている。

「めっちゃ受け入れられてるし。なにこれ」

　デュセルは大の字に寝ね転ころがった副会長の頰をぺちぺちと叩たたきながらも、あっという間に大勢の友だちを作ってしまったエンプレスの姿を、あんぐりと口を開けたまま見守ることしかできなかった。

「なんの騒さわぎか知らんが、おれの仕事を増やしてくれるなよ」

　そこへ駆けつけたのは、おそらく生徒の誰かが呼びに行ったのだろう、合宿の同どう伴はん教授として客船に同乗しているワイズマンだ。

　彼は、生徒たちに胴どう上あげされているエンプレスの姿に大きく首を傾かしげながらも、ずぶ濡れになった副会長に気づき、濡れそぼった上着が透すけて胸むな元もとのブラが見えそうになっていることを察すると、ローブを脱ぬいで副会長の体にかけてやった。

「きょ、教授、ありがとうございます。ご心配をおかけしました」

「まあな」

　身を起こし、ワイズマンのローブを羽織って濡れた上着を隠しながら、副会長は殊しゆ勝しような様子で頭こうべを垂れた。対してワイズマンは、気にした様子もなく軽く肩かたをすくめてみせる。

「おいブラン君、彼女には着き替がえと暖が必要だ。連れて行ってやれ」

「え？　あ、そっか」

　ワイズマンに言われ、デュセルはスケアクロウの腕わん力りよくを活いかして副会長の体をひょいと抱き上げる。

「ちょ、ちょっと待て！　このくらい、自分で歩けるぞ！　下ろせと言うのだ！」

「遠慮すんなって。悪かったのはこっちだし」

　そのまま、デュセルは副会長を軽々と抱っこしたまま、船内の医務室へと向かった。無事な様子ではあるものの、それなりの高さから海に落ちたのだ。一度チェックを受けるべきという判断は正しい。

「……い、いつの間にか、たくましくなったんだな……」

　スケアクロウの腕の中で、副会長は借りてきた猫ねこのように縮こまり、消え入りそうな声でなにやらボソボソと呟つぶやいた。

「ん？　なにか言った？」

「な、なんでもないぞ……」

　そうしてふたりは、医務室へ。

「はーい！　流しの美少女ナースこと、ウィッチちゃんでーす！」

　そこでデュセルと副会長を出で迎むかえたのは、いつの間にか変身を解き純白のナースルックを披ひ露ろうしていたウィッチだった。

　得意の幻げん術じゆつで船内スタッフを騙だましているのだろう、あからさまな不ふ審しん者を誰も見み咎とがめようとはしない。

「ちょっとウィッチ……」

「さあさ、ほらほら。女の子が今から着替えるんですから、男の子は大人しく部屋の外で待っててくださいね」

　苦言を呈ていそうとしたデュセルの口を塞ふさぎ、ウィッチは腹に一物抱かかえたニヤニヤ顔で彼女を医務室から追い出そうとする。

　デュセルがルーヴル王国の第三王女としてこの場にいれば、お抱えメイドであるウィッチを頭ごなしに𠮟ることは簡単だっただろう。しかし今はブランに扮ふんしている以上、このまま副会長の付き添そいで医務室に居続けるわけにもいかない。

「なにを心配しているか知らんが、気に病やむほどのことはない。安心して外で待っていてくれ、ブランドン」

　さらに、どこか照れた様子の副会長にそう言われてしまうと、デュセルとしてはますます退室せざるを得なくなる。覚えてなさいよウィッチ、といった顔つきを残し、デュセルは後うしろ髪がみを引かれる様子で医務室から出て行った。

「ではでは、こんなこともあろうかと、お着替えはこちらに用意しております」

「すまない。それと、申し訳ないが着替えの間は人ひと払ばらいをお願いしたい」

「だいじょうぶですよー。女の子には色々ありますからねえ」

　服だけでなく下着も濡れているからだろう、副会長が深々と頭を下げて頼たのみ込んだところ、ウィッチは驚おどろくほど素す直なおにこれを了りよう承しようし、他の医い療りようスタッフともども退出した。

　医務室にひとり残った副会長──

　彼女は周囲に誰もいないことを確かく認にんし、濡れそぼった服をそっと脱いだ。ステラにわがままを言えば、優やさしい彼女のことだ、浴場なりサウナなり使わせてくれただろう。しかし副会長にその気はなかった。

　服を脱ぐ途と中ちゆう、髪かみから滴したたった水すい滴てきが、靴くつに落ちた。

「しまった……。ブランドンのやつも、濡れ鼠ねずみになったわたしなどを抱えては、随ずい分ぶんと濡れてしまったのではないだろうか。申し訳ない限りだ……」

　彼女は八つ当たり気味に服を脱ぎ散らかし、下着姿のまま、切り揃そろえられた前髪や綺き麗れいに伸のばした長ちよう髪はつをバスタオルで乱雑に扱あつかう。

　そうして、くしゃくしゃになった頭の上にバスタオルを被かぶったまま、ゆっくりと、ずぶ濡れのブラに手をかけた。彼女がこの十年、着ける必要もないブラを着用してまで、誰にも見せることなく隠してきた秘密。

　もしも、先ほどの怪あやしげなナースが透とう明めい化魔術の使い手で、昨夜のサウナのときと同じように今も姿を消して身を潜ひそめている可能性があると知れば──彼女は決して下着を外そうとはしなかっただろう。

　躊躇ためらいがちにさらけ出された胸元、微かすかに膨ふくらんだ胸の、少しばかり左側。

　ちょうど心臓に当たる位置に、小さな魔術刻印が刻まれていた。
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「間違いない、か──」

　デュセルに『案山子スケアクロウ』を奪うばわれたブランの姿は、今もステラの自室にあった。

　密ひそかに内通していたウィッチからの報告を聞き、ブランはため息とともに力なくベッドに倒たおれ込んだ。

　もふっ、と、ステラのベッドは優しくブランを包み込む。しかし今は、そのまま布ふ団とんにくるまって二に度ど寝ねの午ご睡すいにまどろむ気は起きなかった。

「おれも大おお馬ば鹿か野や郎ろうだが、あいつもとんだ大馬鹿じゃねえか」

　ここにはいない幼おさな馴な染じみに向けて、苦々しげに愚ぐ痴ちをこぼす。

「……デュセルに事情を知らせるわけにもいかないし、かといってこのままあいつにスケアクロウを使わせたままだと動きにくいし、さて、どうしたもんか」

　──と、そのとき。

　不意に、ステラの自室がノックされた。

　身をすくませるブラン。なにしろ彼としては対応するわけにもいかない事案だ。そんな真ま似ねを仕出かしては、ステラが自室に異性を連れ込んでいたことがバレてしまう。

　が、その心配は杞き憂ゆうに終わった。

「ブランドン。そこにいるのは予知魔術で確認している。僕だ。ブライアンだ」

　ノックの主は、学園長として客船に乗り込んでいるイアンだったのだ。そして彼が本名を口にしたのなら、すでに魔術的な人払いは済んでいると見て間違いない。

　魔法使いの結界ならば、相手があのアンジェであっても干かん渉しようは不可能だろう。イアンもアンジェには正体を隠しておきたい身だ。ヘマはすまい。

「ああ。なんの用だ？　まあ入れよ」

「まったく、やれやれだな。入れるわけがないだろう。ステラ・スティングレイに悪い。この部屋に招待されているのは、きみだけだ」

　扉とびら越ごしに、律りち儀ぎな物言いをするイアン。

　しかしその言い分はもっともだ。ブランはだらしのない部屋着のまま、スイートルームの扉を開けて、出迎えるのではなく自らイアンが待つ廊ろう下かへと出た。

　ふたりきりで顔を突つき合わせるのは、ブランにとっては月げつ蝕しよくの戦いの折以来。

　だが、時間漂ひよう流りゆう者であるイアンにとっては果たして何年ぶりのことになるのか、ブランには想像もつかなかった。

「で、どういう風の吹ふき回しなんだよ。七大教授を全員集めたり、ステラの客船を使ったり、アンジェを同行させたり、どう考えても普ふ通つうの合宿って雰ふん囲い気きじゃないだろ」

　この機会を逃のがさず、ブランは先日から感じていた疑問を口にした。

　思えば、十年にわたって仮面学園長で通してきたイアンが、先日の一件を境に、内外に対して素顔を晒さらし、途と端たんに積極的に学園運営に関かかわり、あまつさえ合宿の計画を段取りして自身による同行まで申し出たのだ。

　ブランやアンジェさえをも上回る魔力を持つ、魔法使いがだ。

「そうだな。僕なりに、念には念を入れた布ふ陣じんだ」

　案の定、イアンはまどろっこしい否定などすることなく、すんなりと頷うなずいた。

「聞かせろよ。この合宿でなにがあるんだ」

「それはできない。心構えと覚かく悟ごだけはしておけ」

「はあ？」

　思わぬ返答に、呆あつ気けに取られた声をこぼすブラン。

「本来、過去の人間に未来の歴史を語るのは好ましくないからな。それが未来に大きく関わることならなおさらだ。見けん当とう違ちがいの行動で歴史を変えようとされても困る」

「……そ、そうは言うが、そもそもお前、歴史を変えるために未来からやって来たくせに、今さらそんなこと言うのかよ」

「やれやれ。あのころは僕も幼かった。きみとの戦いは、僕の時間の流れでは随分と遠い話だからな。拳げん骨こつで殴なぐり飛ばされた痛みもすっかり忘れてしまっていて、むしろ、今さら蒸し返されても若さゆえの過あやまちだ」

　ブランの非難を、イアンはするりとかわしてしまった。

「お、おいおい……都合の良いやつだな……」

「それに、僕も詳しよう細さいを事細かに知っているわけではない。いつ、なにが起きて、どうしてああいう事態になるのか、この目で見てはいないんだ」

「役に立たない未来情報なんか持ってくんな」

「ひとつ言えることは──そうだな、なにかあってからでは遅おそい。為なすべきことは為せるうちに為しておけ。それが有限の生に縛しばられた僕らの、たったひとつの命題だ」

「やるべきことは、やれるうちにやっておけ、ってことか。回りくどい言い方しやがって。誰だれに似たんだ」

「きみに似たのかもな」

　不敵で謎なぞめいた笑えみとともに、イアンは言いたいことだけ言い終えて去ってしまう。

「……ったく、誰が誰に似たっていうんだよ」

　廊下に残されたブランは、僅わずかに唇くちびるを尖とがらせて、居い心ごこ地ち悪そうに壁かべにもたれかかっていた。だが、その頭の中では、先ほどのイアンの言葉がずっと引っ掛かかっている。

　ブランにも、やっておかなければいけないことがひとつある。

　それは、この十年間、ずっと先送りにし続けてきた事こと柄がらだ。

　決着をつけるための切り札は揃った。あとは、どうやって、相手と向き合うチャンスを作るかだ。

「そうだな、やってやるよ。おれのためにも、あのポンコツのためにも」

　その場を後にしようとして──

　ブランの脳のう裏りに、デュセルの顔がよぎった。

　思えば、彼女も彼女なりに、ブランと副会長の仲を取り持とうとしてくれている。それは、ブランにとっては密かに嬉うれしいことでもあった。

　ただ、十年の間にこじれにこじれた幼馴染同士の問題は、当人たちで解決すべきことで、決して他人任せにしていいことではない。少なくともブランはそう思う。

　だから。

「おじゃまするぜ」

　ブランは、決意を秘めた面おも持もちで、デュセルが宿しゆく泊はくしているであろうスイートルームにノックもなしに入った。直じか談だん判ぱんだ。

「……おや？　どうしたんだい、ブラン君？」

　ところが、出迎えたのはまさかのアンジェ。

　今しがた起きたばかりなのか、寝ね間ま着きをはだけさせ、ほとんど全ぜん裸らだ。まぶたをこすりながら、眠ねむたげにあくびをこぼし、豊かな胸を反らして伸びをしている。

「──すいません、部屋を間違えました」

　出鼻をくじかれながらも、ブランは内心の動どう揺ようを隠かくしつつ速すみやかに扉を閉める。幸い、師し匠しようも寝ね惚ぼけていたのか、しばらく経たっても怒ど声せいや罵ば声せいは飛んでこなかった。

「さて。今のはなかったことにして、と」

　完全に思い込みでアンジェの部屋をそうとは知らずに訪ねてしまった。大失敗だ。ここは魔ま術じゆつ師しらしく魔力反応で確認してから行動すべきだった。

「こっちがねえちゃんの部屋で、あっちがステラのママさんの部屋、ということはそっちがデュセルの部屋だな。よし、ひらけ、ゴマオープン・セサミ」

　ブランは抜ぬき足差し足忍しのび足でデュセルの部屋に近寄り、開かい錠じようの呪じゆ文もんで鍵かぎを開けた。

　一応、先ほどの失敗を踏ふまえ、今度は慎しん重ちように室内へと忍び込む。

　スケアクロウに憑ひよう依いしている今なら、デュセル自身の肉体は今、意識を手放して眠っているはず。

　案の定、群ぐん青じよう色いろのポニーテールがベッドの上で横になっていた。

　ゆっくりとそちらへと向かうブラン。

「ふふふ、これからなにが起こるかも知らないで、いい気なもんだ」

　タンクトップとホットパンツという昨夜の部屋着のままで寝顔を見せているデュセルに対し、ブランは怪しく囁ささやいた。

　その手には、いったいいつの間に調達したのか、縄なわが握にぎられている。

　不敵にニヤついたブランは、両手に縄を掲かかげたままベッドで眠るデュセルの上に静かにのしかかる。

「これぞ、ねえちゃん直伝の瞬しゆん間かん捕ほ縛ばく術！」

　そして、見事な早はや業わざで一瞬のうちにデュセルの体を縛り上げた。

　一方、異変を察知した肉体に引きずられ、デュセルの意識が元に戻もどる。

「──む？　むむっ？　むーむー！」

　しかし、縄で全身を縛られた上に猿さるぐつわまでされていれば、満足に喋しやべることもままならない。

「分身シヤドウに意識を憑依中の無む抵てい抗こうな本体なんて、チョロいもんだぜ」

　悪あく辣らつに勝ち誇ほこるブラン。

　己おのれの我流術式の弱点は誰よりも知り抜いていた。

「むむーっ！　むーむむ、むっむむーっ！」

　対して縛り上げられたデュセルはどったんばったんと抵抗するも、手足もろくに動かせない状態では、たいした抵抗にもならない。

「やめろ、暴れるな、胸を揺ゆらすな、押し当てるな」

　いや、多少の抵抗にはなったようだ。デュセルの体当たりを食らい、なぜか顔を赤らめたブランのほうから先にベッドを降りてしまった。

「むーむー！」

「ともかくデュセル、悪いがしばらくそこで大人しくしていてもらうぞ。そしてもちろん、分身シヤドウたちも返してもらうからな」

　ベッド脇わきに置かれていた分身シヤドウ操作用のコントローラー諸もろ々もろを奪うばい返し、それらを鞄かばんに詰つめながら、ブランは泥どろ棒ぼうのようにそそくさとその場を後にする。もちろん、デュセルの部屋を離はなれる際、再び扉を魔術で施せ錠じようしておくことは忘れない。

　と、その際。

「あれは──幻界翠域リバーシ・ブルーか」

　窓から映る船外の景色がブランの目に映った。

　合宿地として予定されている、霊れい峰ほうフジの大樹海。

　大異変で生じた魔力により旧きゆう暦れき時代に比べ遥はるかに大規模化したその森は、海よりもなお青く輝かがやく『蒼樹ブルーツリー』で覆おおわれている。

　発光する青い樹海の原理は、魔術師の青い瞳ひとみと同じ。あそこに広がる木々の一本一本が、藍あい染ぞめの絹糸のような深い色しき彩さいとともに魔術の素質を備え、高い魔力を内包しているからだ。そして樹海の先には、今も雪の積もった白しら峰みねを高々と天へと掲げている、新天地アルテナで最も高い山がそびえ立っている。

　以前デュセルとふたり空飛ぶ箒スカイ・スウイープで来たときにも見物した景色だが、改めて目にしても、霊峰と樹海の奏かなでる白と青の雄ゆう大だいなコントラストが身み震ぶるいを禁じ得ないほどに誇らしげで、まさしく大自然の威い容ようであった。
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　客船は、合宿参加の生徒たちが船内で昼食を終えたころ、目的地に到とう着ちやくした。

　周囲一帯は今でこそ海に没ぼつしているが、大異変以前の旧暦時代には多くの人々が暮らす地上であった。しかし今はもう、海面より上に顔を出しているのは霊峰フジと幻界翠域リバーシ・ブルーを残すのみ。

　ステラの豪ごう華か客船は、樹海にあまり近寄り過ぎない位置に錨いかりを下ろして停てい泊はくし、教授や生徒たちは転移魔術や空飛ぶ箒スカイ・スウイープを使って下船した。

「全員集合。では諸君、これより魔力採集のフィールドワークを始めよう」

「フフフッ、こちらに列を作って並んでくださいね……」

　樹海の入り口付近に集まった生徒たちを、ワイリー・ワイズマン教授とネッサ・ネクロ助教授が整列させる。

　他ほかにも、監かん督とく役として同行する、タケハヤ・タケミカヅチとカグラ・カグツチの両教授の姿があった。残る三名──学園長のイアン、少女教授ローリエ、そして船旅の間は書庫に押し込まれていたヘキサグラムは、引き続き船内待機の予定だ。

　真昼だというのに幻げん想そう的な輝きを発する蒼樹の木々。そしてその根元には、大地に埋うもれた旧暦のコンクリート建造物が散見される。それらの景色を目にし、集合地点に集まった生徒たちは列が乱れるのも気にせず見み惚とれている。

　そんな生徒たちの列の中には、ブランと副会長の姿もあった。

「おいブランドン。先ほどはわたしのとばっちりで貴様まで濡ぬれる羽目になって、済まなかったな」

「あいよ。気にするなよ」

　きょうは朝から妙みようにはしゃいでいたはずの幼おさな馴な染じみが、今は噓うそのようにテンションが低い。ブランの様子を見、副会長は訝いぶかしげに首を傾かしげた。

　それに、先ほどまでかけていなかったメガネを着用しているのも気になる。

「……まさかブランドン、怒おこっているのか？　やっぱり怒っているのだろう？」

「怒ってねえよ。安心しろって」

　ぼんやりとした面持ちでそう言うブラン。とてもではないが、ついさっき船内で抱だきついてきた相手と同一人物とは思えない。

「む？　そういえば、デュセル殿でん下かの姿が見えないな」

「ああ。そういやそうだな」

　親友の不在にも、朴ぼく訥とつとした面持ちを動かさない。

　副会長は訝しげに眉まゆをひそめた。

　そしてブラン──いや、瓜うり二ふたつの分身シヤドウであるスケアクロウも、そんな副会長の様子を、まるで観察しているかのように盗ぬすみ見ていた。

「生徒諸君には、これより四つのグループに分かれ、蒼樹の一本一本から幾いく分ぶんかの魔ま力りよくを抽ちゆう出しゆつしてもらう」

　幻界翠域リバーシ・ブルーを作り上げている蒼樹は、『新世界創造ワールドエンド』によって誕生した魔術植物。

　当然、旧世界の法則とはかけ離れた、特異な性質を有している。昼間は光合成することで魔力を生成し、夜になれば魔力を養分にして大きく成長する。そうして新種の木々は、たかだか七十年で膨ぼう大だいな樹海にまで発展を遂とげたのだ。

　今回の合宿のフィールドワークでは、木々の一本一本から、夜間の成長の妨さまたげにならない程度の魔力を採集し、今後の魔術講義で用いる魔力源の確保が課題とされている。

　そしてもうひとつ。

　これより『七つの魔法セブンキヤスト』への到とう達たつを目指して七大魔術系統を学んでいく学生たちのために、今まで彼らに支給されていた樫かしの木の杖つえに代わり、ワンランク上の人工聖遺物となる蒼樹枝の杖が贈おくられるのだ。

　これは例年の学年行事であり、ステラも去年、杖の代わりに蒼樹枝の栞しおりを作っており、趣しゆ味みである魔導書研究の際にはよく愛用している。

「わたしのこの扇おうぎも、蒼樹を材料として作られているのだ」

　副会長は懐ふところから扇を取り出し、スケアクロウに向けて開いてみせた。

「……確かお前、その扇に金きん箔ぱく貼はってなかったか？」

「そっ、それは、大金に目がくらんで成金気分になっていたときの話だ！　今のわたしは幾いく多たのピンチを乗り越こえ、お金なんて非常時には役に立たないことを身をもって知り及およんでいる！　いやはやまったく、お金ごときで人格が変わるなど、我ながら恥はずかしい過去であった」

「人格はそんな簡単に変わらないと思うが。むしろ、金のせいで本ほん性しようが暴あばかれただけの話じゃないのか？」

　調子の良い副会長に対し、スケアクロウは呆あきれ顔。

「学園長のお達しで、樹海の深いところには勝手に行くなとのことだ。くれぐれも面めん倒どうはかけさせるなよ！」

　ワイズマンの号令で、グループに分かれた生徒たちはそれぞれ散開する。

　スケアクロウと副会長は、自然とワイズマンのグループに。

　一番人数の多いグループは、人気者となったエンプレスや、その美び貌ぼうがやはり人気のネクロのいる集まりだ。

「ネクロ助教授。大人数のお前らのところは、特に深入りは避さけてくれよ」

「いいですよ。他ならぬワイズマン先せん輩ぱいの頼たのみですからね……」

「お前までおれのことを先輩呼ばわりするのはよせ」

　ワイズマンはネクロに小さく耳打ちすると、自分のグループを率いて樹海の中へと入っていった。

　そんな彼のもとへ、早足で副会長が近寄ってくる。

「ワイズマン教授、先ほどはローブをお借りしてしまい、誠まことに申し訳ありませんでした。ですがその、助かりました。ありがとうございます」

「なあに。気にするなよ」

　そう言って、ワイズマンは魔術で乾かわかしたローブの裾すそをなびかせ、颯さつ爽そうと先を行く。

「む？　今の教授、ブランドンと同じ物言いだったような……？」

　スケアクロウに濡れ鼠ねずみの件を謝ったときも、似たような返事が返ってきた。なんとなく気になって、その場で腕うでを組み、頭を悩なやませる副会長。

　そんな彼女の姿を、頭上から見下ろす人ひと影かげが三つ。

　蒼樹のてっぺん付近の枝を足場とし、ぼんやりと発光する葉にその身を隠かくしていたのは、ウィッチ、アルケミスト、ウォーロック──三名のブランの分身シヤドウたちであった。

「これで、学園の生徒たちは樹海の奥へ近寄らないはずです」

「ワイズマンがあれだけ念押ししたし、ねえちゃんも影かげから見張ってるし」

「あとは、副会長を誘さそい込んだら任務開始だ」

　分身シヤドウたちは頷うなずき合うと、地上を進む副会長の姿を監かん視ししながら、木々の上を移動して森の奥へと進んでいく。

　あまりに広く深い樹海だが、アルテナに点在している迷めい宮きゆうや遺い跡せきと違ちがい、珍めずらしく魔ま獣じゆうの姿はない。

　蒼樹の放つ清せい浄じような魔力が魔獣たちを寄せつけず、結界の役割をしているのだ。

　そのため幻界翠域リバーシ・ブルーは、ある種の聖域のように厳おごそかで静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを放ちつつも、野鳥たちが気ままに鳴き声を合奏させ果実をついばむ、穏おだやかさに包まれた平和な森であった。深く立ち入らないようにとの学園長の言いつけがなければ、多かれ少なかれ冒ぼう険けん気分で探たん索さくを始めてしまう生徒もいたことだろう。

「ブランドン！　わたしにいい考えが閃ひらめいたぞ！　蒼樹に実っているフルーツを食べたら、魔力が増強されるのではないだろうか！」

「だからって拾い食いしようとするなよ」

　地に落ちていた手て鞠まり大の果実をドヤ顔で拾い上げる副会長に対し、スケアクロウも苦笑い。とはいえ、副会長のアイデアはあながち間違いというわけでもない。魔都のマジックショップで出回っている魔力回復薬の中には、蒼樹の果実を原料としている薬も多い。

「ワイズマン教授。おれたちちょっと、果実もいくつか採っておきたいんだが」

　スケアクロウはさりげなさを装よそおい、ワイズマンへと提案。

　ワイズマンもまた、スケアクロウと副会長を一いち瞥べつし、他の生徒たちの手前、わざと熟考するような仕草を見せてから頷いた。

「いいだろう。我々はこのあたりで採集作業に取り掛かかるとしよう。ふたりとも、あまり遠くへは行くんじゃないぞ」

　本来なら、別行動をさせないために四つのグループに分けたはず。しかしスケアクロウもワイズマンも、副会長を今のグループ班から遠ざけようと画策していた。

「分かりました。不ふ肖しようこのわたしめが、教授のご期待に添そってみせます！　よし、行くぞブランドン！」

　そうとは知らず、副会長は俄が然ぜんやる気を出した様子でスケアクロウの腕を摑つかみ、上質な果実が実っている蒼樹を探すべく森の中を進んでいった。







　──一方そのころ。

「うふふ。なんとかどうにかなりました」

　大勢の学生魔ま術じゆつ師したちを送り出したステラは、執しつ務む室でひと息ついていた。

　遅おそめの昼食を食べ終え、今は食後のティータイムを楽しんでいる。カップに注がれたレモンティーは、彼女の母が淹いれてくれたものだ。

　だが、生徒たちが戻もどってくれば、再び客船は午前中と同じような喧けん騒そうに包まれるだろう。それを考えれば、なおさらこの優ゆう雅がな休きゆう憩けい時間を大切にしたかった。

「あら？」

　と、ステラのもとへ、長ちよう距きよ離り魔術通信の連れん絡らくが入る。

　魔都に残してきたＣＩＡからの定時連絡かと思いきや、驚おどろくべきことにその通信は遥はるか遠く離はなれたメトロポリタン本国から発せられていた。

　おまけに連絡主の名は、合衆国大統領スティーヴン・スティングレイ。

「パパ？　いったいなんの用事かしら？」

　首を傾げながら、ステラは魔術通信装置を作動させる。

　すぐにもデスクの水すい晶しよう球を模したモニターに、『黒青玉ブラツクサフアイア』の瞳ひとみと寡か黙もくなポーカーフェイスの持ち主である父の顔が映像表示された。

『久しぶりだな。俺のおス星テ様ラ。変わりないか？』

「パパったら。ついこの間会ったばかりです」

『そうだったか？』

「そうです。直じかに会ったのは魔術文化祭の開かい催さい前と、開催後の学園長さんとの一件で、ちょうど二回。さらに定時連絡の魔術通信を含ふくめれば、今月で優に十回。わたくしが本国にいたときよりも構い過ぎていませんか？」

　現に、合宿に出発する前にもステラは一度スティーヴンに連絡を入れていた。

　イアンから情報をリークされた、『新世界創造ワールドエンド』の禁きん呪じゆ指定の件だ。

『先日の連絡だが──それを受けてお前に言っておかなければならんことが増えた』

「はい？」

『俺が行っている神しん獣じゆう教団の残党狩がりも終わりが近い。あとは散り散りになった残党どもを一いつ匹ぴき残さず狩り尽つくすだけなのだが……』

　スティーヴンが言い淀よどむ。

　父の珍しい様子に、ステラはおっとりと小首を傾かしげた。

「教団の神徒たちの抵てい抗こうが、思ったより激しいのですか？」

『いや。その心配はない。順次つつがなく速すみやかに電気イス送りにしている』

　父なりの冗じよう談だんなのか本気なのか、その物言いにはさすがのステラも苦笑い。

　しかし次の言葉を聞き、彼女も落ち着いてはいられなくなった。

『だがその過程でやつらの研究資料が手に入った。中身は『神獣』に関する計画書。そこには当然──俺を使った人体実験のあれやこれやも記されていた』

　二十年前に若かりしころのスティーヴンが屠ほふったとされる、最強の魔獣『神獣』。

　神獣教団たちの手によって地じ獄ごくの門のひとつを用いて生み出された『神獣』は、人類を絶ぜつ滅めつ寸前にまで追いつめ、当時は三大国が一いつ致ち団結して死し闘とうを繰くり広げたという。

　そして、かの『神獣』が誕生した理由はひとつ。神獣教団の狂きよう信しん者たちも『魔法』の会え得とくを目指していたからだ。

　彼らが目指したのは、召喚術サモンズコールの奥おう義ぎ『神の召喚アポカリプス』。

　だが彼らは『神』を現世に召しよう喚かんすることを諦あきらめ、別のアプローチで魔法の成じよう就じゆを試みた。その結果が『神獣』であり、神に最も近い人間を人じん為い的に生み出そうとしたスティーヴンの魔術体質『主人公補正パツシブ・ヒーロー』であることまでは、ステラも知り及んでいる。

「パパ。計画書には、いったいなにが書かれていたんですか？」

『その計画書に書かれていた魔法成就の術とは──魔法をもって魔法を為なす。要はそういう話だ。全ぜん貌ぼうを理解するには先日の報告が必ひつ須すだったがな』

　重々しい口調でスティーヴンが語り始めた『神獣』計画の実態は、ステラの想像を遥かに超こえるものだった。







　アンジェの姿は、スイートルームのバルコニーデッキにあった。

　彼女は遠くから幻界翠域リバーシ・ブルーの景色をぼんやりと眺ながめつつ、憂うれいのため息をこぼす。

　アンジェの憂ゆう鬱うつは、先日行われた学園での職員会議、ひいては緋眼堕ちレツドの魔ま眼がんの秘密が明かされて以来、ずっと続いている。

「奇き跡せきをもって奇跡を殺す、か。思えば私も愚おろかなことを考えたものだね……」

　かつて彼女は、デュセルを生いけ贄にえとし、地獄の門に封ふうじられた魔力を暴走させることで、アルテナごと自ら滅ほろびようと企たくらんだ。

　千年に及およぶ失望と倦けん怠たいのアンジェの人生の中で、悪性腫しゆ瘍ようのように蠢うごめき続けている自じ滅めつ願望。それはつまるところ、滅びの願望。まさしく、正体を知らぬままに彼女が解放しようとした『新世界創造ワールドエンド』の残ざん滓しと呼べる代しろ物ものだ。

　今ある世界の全すべてを否定し、全てを終わらせ、新たな世界へと移ろう。

　あのときアンジェ自身は自滅願望に振ふり回され、そこまで考えていなかった。しかし、博識たる大魔術師なら、そのくらいのことは深く考えずとも理解すべきだったはず。

　自分の意志が、魔法の残滓とはいえ他者に操あやつられるのはたまらない。ましてやそれが宿主を殺そうとする悪意なら、寄生虫も同然の嫌けん悪お感かんが湧わいてくる。

「自分が魔獣と同類だというのは、どうにも気持ちの良いものではないね……」

　彼女の言葉に、その場にいたジョーカーとメイガスが静かに頷く。

　合宿地に赴おもむいたエンプレスとネクロマンサーも、この場にいれば同意したことだろう。アンジェの喜き怒ど哀あい楽らくの全てが、意見を揃そろえたはずだ。

　もしかしたら──七詠唱セブンキヤストにもひとり存在する『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳のブランの分身シヤドウも、静かに頷いてくれたかもしれない──などと、アンジェは自じ嘲ちよう気味にほほえんだ。

　イアンの要望に応じて合宿に同行したのも、鬱うつ々うつとした今の気分を晴らしたいと思ったからではないだろうか。そう、彼女は自問自答する。

「そういえば……私はデュセル君にちゃんと謝ったのかな……？　なにせ千年もずうずうしく生きていると、物覚えが悪くなってしまうからね……」

　こんなとき、弟で子しならどうするだろう。

　ここ数日で、ブランが幼おさな馴な染じみとの十年こじれ続けた関係を修復すべく、なにやら画策していることは察している。

　アンジェは詳くわしく知らないし、根ね掘ほり葉掘り聞き出す気などまるでないが、あの生意気な弟子も、自分の非を認めたときは素す直なおに謝るのだろうか。

「ねえ、ふたりとも……」

　アンジェは、ほんの気まぐれで、背後の化身アバターたちへと問いかける。

「私が……不老不死の大魔術師アンジェラ・アンブロシアともあろう女が、悪いことをした相手に素直にごめんなさいを言うなんて……どう思う？」

「それは……エンプレスが聞けばさぞ喜ぶだろうね」

「逆にネクロが聞いたら、哀かなしがると思うかなっ」

　ジョーカーもメイガスも、露ろ骨こつに自分で返答するのを避さけた。思いがけない質問だったために、はぐらかしたのだろう。アンジェ自身もよく使う手なので、化身アバターを責めてやるわけにもいかない。

「おや。私はキミたちに聞いているんだよ……？」

「我らが主マスターは、他人を怒おこらせる天才だからね。素直に謝って許してもらえるだろうか」

「千年わがままに生きてきて今さら頭を下げるのは、楽じゃないと思うなっ」

　やはりはぐらかされた。ひきこもりの弟子に輪をかけてひねくれ者だ。アンジェは化身アバターたちのやることに──ひいては自分のやることに、呆あきれた笑えみを浮うかべる。

「……確かに今さらだけど、デュセル君に謝ってこようかな。フフッ」

　そう言って、重い腰こしを上げた。

　案外デュセルなら、素直に謝れば許してくれるかもしれない。聞けば、自滅の呪のろいをかけた姉妹しまいさえも許して今は仲良くなっているという話だ。彼女には不思議な魅み力りよくがあると、アンジェは常々思っていた。

　背後ではジョーカーとメイガスが、きょうは槍やりが降るだの、幻界翠域リバーシ・ブルーが赤く染まるだの、ひそひそ声で言いたい放題だ。

「キミたちはずっと、そこで好き勝手に悪口を言っているといい」

　立ち去る前に、アンジェは霊れい峰ほうの樹海を一いち瞥べつ。

　──そのとき何な故ぜだか、妙みような胸むな騒さわぎがした。

　しかし、彼女は構わず室内へ戻り、そのまま扉とびらを開けてロイヤルスイートフロアの廊ろう下かへと出る。デュセルの部屋は魔力反応ですぐに判別できた。

「そういえば……さっきのブラン君は、どうして部屋を間ま違ちがえたなんていう建前で私の寝ね起おきの裸ら身しんを覗のぞきに来たんだろうね……」

　ブランは純じゆん粋すいに間違えただけなのだが、アンジェにはそう思われていなかったらしい。

　首を傾げながら、アンジェはデュセルの部屋の扉をノックする。が、返事はない。なにやら中からむーむーという呻うめき声が聴きこえるばかりだ。

「ひらけ、ゴマオープン・セサミ」

　アンジェは軽く開かい錠じよう呪じゆ文もんを唱え、封じられていた扉を開けてしまう。

　そうして室内へと押し入った彼女を出で迎むかえたのは──

「むーむーむ！　むーむむむむー！」

　未いまだに猿さるぐつわを嚙かまされたまま全身縛しばられた状態でのた打ち回る、色気もへったくれもないデュセルの姿だった。

「…………おや？」

　アンジェは当初の予定もすっかり忘れた様子で、今まで傾げていた首を、こっくりと、今度は逆側へと大きく傾かたむけた。







　気づけば副会長は、両手山盛りの果実を抱かかえて、森の奥をさまよっていた。

「あれっ？　ブランドンは？　さっきまでわたしの隣となりにいたはずだぞ！」

　副会長は途と端たんに慌あわてふためいて、手にした果実をボロボロと取り落としてしまう。

　しかし、あたりをきょろきょろと見回しても幼馴染の姿はどこにもない。もと来た道もブラン任せだったので分からない。

「ふええぇぇ……ブランドンとはぐれてしまった……こんな森の中じゃ右も左も分からないよぉ……もうダメだよおぉぉ……」

　動どう揺ようのあまり、『水宝玉アクアマリン』の瞳には大おお粒つぶの涙なみださえ浮かんでいた。

「ブランドンー、どこー……？」

　よたよたと、さらに森の奥へ奥へと進んでしまう副会長。

　頭上を見上げて霊峰フジの位置を確かく認にんすれば、どちらの方角へ向かうべきかは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが、弱りきってしまっていてその程度の判断もつかない様子だ。

　と、そんな中。ふと目に映った木こ陰かげに、見知った幼馴染の姿を見つけた。

　さらにその隣には、わざわざ迎むかえに来てくれたのか、老教授の姿もある。

「ブランドン！　ワイズマン教授！」

　途端に顔を輝かがやかせ、慌ててふたりのもとへと駆かけ寄る副会長。

　だが、彼女が近寄ると同時にふたりの姿は搔かき消え、代わりに一本の古びた剣けんと書物がその場に残る。

「のええええええええ!?　ブランドンの姿が剣に!?　それにあろうことか教授のお姿までもが本に……ほん……？　あれ、この本は確か──」

　スケアクロウの鋳い型がたである草クサ薙ナギノ剣ツルギを拾い上げた副会長は、次いで、ワイズマンの鋳型である篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギに目を落とし、眉まゆをひそめた。

　この本には見覚えがある。

　副会長からしてみれば忘れようもない事件だ。先日学園で起きた怪かい現象騒ぎで、ページ一枚一枚に細分化して彼女を追いたてていた、奇き妙みような書物であったのだから。

　そして確か、怪かい異いめいたページの群れは、人型に集まってワイズマンの偽にせ者ものになっていたはず。

　副会長は神剣を持ったまま、恐おそる恐る篆テン隷レイ万バン象シヨウ名メイ義ギへと手を触ふれる。

　しかし、先日のようにページがひとりでに動き始めて襲おそい掛かかってくることはない。副会長は不思議そうに首を傾かしげた。

「──よう、さっきおれのことを呼んでたよな？」

　そこへ現れる、もうひとりのブラン。

　先ほどまでの制服姿ではなく、なぜかだらしのない黒の部屋着姿だったが、別の木陰からゆっくりと姿を見せたのは、紛まぎれもなく副会長にとっての幼馴染だった。

「むむむむ？　ブランドン、そこにいたのか？　なら、さっきわたしが見たブランドンは幻げん覚かくだったのか……？」

　しきりに訝いぶかしがる副会長だったが、そこでようやく、現れたのがブランひとりでないことに気づく。

　幼馴染の背後には、副会長にとってもよく知るモリガンや、さらにはいつかどこかで見た気がする、ウィッチにアルケミストにウォーロックの姿があったのだ。

　思い返してみれば、大統領のパーティや魔術文化祭で見かけた顔だ。ウィッチとは先ほど医務室でも顔を合わせたし、アルケミストを見たときは幼少期のブランとそっくりで驚おどろいた記き憶おくもある。それにウォーロックは、雰ふん囲い気きは似ても似つかないが、学園の怪現象騒ぎの後に襲い掛かって来た怪異と背格好が似通っている。

　不安の面おも持もちで身を縮こまらせる副会長。

　瞬しゆん間かん、その腕うでの中で草クサ薙ナギノ剣ツルギが淡あわい魔力光を放ち始めた。まるで、身を守ろうとする彼女の意志に呼応しているかのように。

「えっ？　えっ？　えっ？」

　戸と惑まどう副会長に対し、ブランは静かに目を瞑つぶる。

「神器が発動したか。やっぱりな」

　そうして副会長の手にした神剣と、彼女の足元の書物へと手を伸のばし、呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

「──キャストオン」

　ブランが唱えたのは、彼の我流術式である『分身鋳造シヤドウキヤスト』を発動させるための呪文だ。

　当然、副会長の手から離はなれた神剣は、ブランと瓜うり二ふたつの『案山子スケアクロウ』に。

　そして足元の書物は、彼女が恩師と慕したう、サングラスの似合う『大賢者ワイズマン』に。

　ブランはあろうことか、今まで分身シヤドウの秘密を知らずにいた副会長の前で、鋳型に魔ま力りよくを纏まとわせて人型にするという術式構造を、隠かくすことなく披ひ露ろうしたのだ。

「ブランドンがもうひとり!?　それにワイズマン教授も!?」

　狼ろう狽ばいの声を上げる副会長。

　対してブランは静かに応こたえる。

「おれはひきこもりだからな。真ま面じ目めに毎日早起きして学園に通うのが面めん倒どうで、そこで造ったのが、おれそっくりの姿の『案山子スケアクロウ』。そして『大賢者ワイズマン』も、ここにいる他ほかの連中も、全員おれの分身シヤドウだ」

「よお」

「そういうことになる。今まで黙だまっていて悪かったな」

　紹しよう介かいされ、小さく頷うなずくスケアクロウと、サングラスを外して頭を下げるワイズマン。

「いきなりそんなこと言われてもわけが分からないよぉ!?」

　もちろん、この突とつ然ぜんの告白に副会長が対応できるはずもない。目を白黒とさせたまま、八や重え歯ばを隠すことも忘れ、目の前の七人を呆ぼう然ぜんと見比べている。

　だが、ブランは副会長の混乱もお構いなしに、言葉を続ける。

「これがおれの秘密だ。今まで幼おさな馴な染じみのお前にも隠し通してきた秘密──一人七役にして七体一役の魔術秘密結社『七詠唱セブンキヤスト』だ」

　部屋着姿のブランは、とても魔術結社の主あるじとして相応ふさわしい格好ではない。

　しかし、副会長も知る『青生生魂ブルーオリハルコン』の右目が、ブランの言葉が紛れもない真実であると語っていた。

「噂うわさの七詠唱セブンキヤスト……なら魔都で騒がれている魔術王というのは……」

「おれのことだな」

　異論を差し挟はさむ余地のない、強い口調での断定。

　威い風ふう堂どう々どうとしたブランの態度に、いつの間にか副会長も取り乱すことさえ忘れて落ち着きを見せ始めていた。

「そうか……なんとなくそんな気はしていたが……」

「感づいてて黙ってたのか？」

「だってほら、オリハルコン位階の魔ま術じゆつ師しなど、貴様以外に誰だれがいるというのだ」

「まあな。そりゃそうだ」

「そして魔術王が貴様の正体なら、それをわたしが吹ふい聴ちようしてどうする。わたしが学園で貴様のことをクズ石だの落ちこぼれだのと罵ののしって、今まで嫌きらわれ役に徹てつしてきたのは、全部貴様の身を守るためだったんだからなっ！」

　十年間、幼馴染にだけは言うまいとしてきた、空回りの末の恩着せがましい台詞せりふ。しかし副会長には、もう自分を止められなかった。せき止めていた水が決けつ壊かいしたかのように、これまで自重してきた心の叫さけびをぶつけてしまった。

　だが、ブランはそれを受け止める。

「あいよ。分かってるさ。おれのほうこそ悪かっ──」

「なんて言っても絶対信じてもらえないに決まってるよおおおおおおおお！　どう考えてもただのイヤなやつだったよぉぉ……うわああああああああああん！」

「分かってるって言ったろ!?　悪かったって言おうとしてたろ!?　最後までひとの話聞けよ!?」

　副会長は、ブランの話を最後まで聞き終えることなく、自己嫌けん悪おによる感情の高ぶりでわんわんと大泣きを始めてしまう。

「まったく、しょうがないやつだな──」

　苦笑いとともに、幼馴染を慰なぐさめようとその手を伸ばしたブラン。

　だが、副会長の頭を撫なでる前に、その手が止まった。

　そして、意を決したように握にぎり拳こぶしを作る。

「おれは、おれの秘密を明かしたぞ」

　副会長に対し、静かに一言。

「今度は、お前がお前の秘密を明かす番だ。教えろよ、お前の名前を」

　いつもの不敵な笑えみもなく、ブランは真しん剣けんな面持ちで幼馴染の顔を見る。

　今の一言だけで、彼女は泣きやんでいた。

　しかしそれ以上に、泣き顔よりもよっぽど悲しげな泣き出しそうな面持ちで、ブランを見ている。

「逃にげるな。おれも逃げない」

「わ、わたし……わたしの名前なんか……」

「幼馴染なら、対等であるべきだ。だから秘密はなし。今までの間ま違ちがいも全部清算しよう。最初からやり直すんだ。十年前からじゃない。出会ったころの、最初からだ」

　ブランドン・ブラックバーンの幼馴染──

　顔を魔術で同じにされ、二大名家から影かげ武む者しやとして選ばれ皇室に差し出された、ふたりの少女。その片方は使命に殉じゆんじて命を落とし、もう片方は使命を捨てて無様に生き延びたとされている少女たち。

　カグヤ・カグツチ。

　タケトリ・タケミカヅチ。

　だが、どちらかの名前を副会長が口にする前に、ブランは告げる。

「お前の胸の御刻印のことを、先に聞いてもいい」

「っ!?」

　副会長の声が詰つまった。

　彼女は、ブラに隠した左胸の魔術刻印を抑おさえ、普ふ段だんのできそこないの笑顔を浮うかべることもできないまま、『水宝玉アクアマリン』の瞳ひとみを揺ゆらしてブランを見ている。

「わたしは……」

　つぐんでいた口を小さく開き、幼馴染の少女が懸けん命めいに声を絞しぼり出そうとした──




　その、瞬間。




　ブランの視界の隅すみに、あってはならないものが映った。

『心構えと覚かく悟ごだけはしておけ』

　イアンの言葉が甦よみがえる。彼がなんのことを言っていたのか、ようやく理解した。

　今まで副会長のことで頭がいっぱいで、まったく気づけなかった、その物体。

　てっきり、樹海の入り口にあったような、森の木々の根に埋うもれたコンクリート建造物かなにかだと思っていた。

　幻界翠域リバーシ・ブルーの奥深く、一ひと際きわ大きな蒼樹の根によって、まるで地中深く封ふうじられようとしていたかの如ごときそれは、禁きん忌きが封じられし遺物。

　根と根の間から顔を出し、ブランたちをじっと見つめるかのように、こちらへ顔を向けていた。

　旧きゆう暦れきより世界に七つの鋳造物が存在し、うちふたつが、大異変よりも前からこのアルテナの地に建てられていた。

　ひとつはウエノ。もうひとつがここ、霊れい峰ほうの麓ふもと。

　──『地じ獄ごくの門』。

　そして門は、蒼樹の封ふう印いんを破り、今まさに開かれようとしていた。







「離しなさいよー！　あたしもブランと副会長のとこ行くのー！」

「……デュセル君、少し落ち着きなさいと言っているだけじゃないか」

　豪ごう華か客船の甲かん板ぱんデッキで、空飛ぶ箒スカイ・スウイープを手に青と紅の髪かみの少女ふたりが揉もめていた。

　デュセルとアンジェだ。

　アンジェの手で解放された途と端たん、デュセルは自室を飛び出し、部屋着姿のまま幻界翠域リバーシ・ブルーに赴おもむこうとしていた。それをアンジェが止めようとしているのだ。

　そんな中。

「ど、どうしましょうっ！」

　慌あわてた様子のステラが、ふたりの前に現れる。

　声は震ふるえ、顔面蒼そう白はくで、常に優ゆう雅がで落ち着いているはずのステラがいつになく取り乱している。

「そっちこそどーしたのよ」

「キミこそどうしたんだい」

　思わず、ステラに向けて声を揃そろえて尋たずねるデュセルとアンジェ。

「ア、アンジェラさん！　良かった、捜さがしていたんです！」

「……私を？」

「アンジェラさんは、わたくしのパパが『神しん獣じゆう』と戦った二十年前──その場にいらっしゃったとパパから聞きました。ひとつ、確かく認にんしたいことがあります」

「そーなの？」

「そうだよ、デュセル君。キミのお父上やお母上もあの場にいた。もっとも当時の私は、不老不死さえ殺せる可能性を持った『神獣』を倒たおそうとは思っていなかったけれどね……そしてスティーヴン・スティングレイに横取りされ、死に損そこなったというわけさ……」

　当時は人類滅めつ亡ぼうの危機を前に、今は対立している三大国でさえ、手に手を携たずさえて戦った。アンジェが口にしたとおり、そこにはデュセルの父デュークフリード・デュランダルの勇姿もあった。大国間で休戦協定を結び一いつ致ち団結して『神獣』を討うつべく訴うつたえたのは、若かりしころ勇者と称たたえられていたルーヴル王だったのだ。

　と、ステラは気を急せくあまりアンジェへと詰め寄る。

「──確認させてください。どうしてアンジェラさんは『神獣』なら自分を殺せると思ったんですか。どうして『不老不死アンブロシア』の魔ま法ほうを否定できると思ったんですか」

「それは……」

　物忘れの酷ひどい頭で、アンジェは当時のことを思い出す。

　千年分の記き憶おくは歯は抜ぬけが多い。目に、そして記憶に焼きつくような光景など、四半世紀に一度見られるかどうかだ。

「確かあれは……、そう、この目にしたからだ……」

　だが、千年生きて、あんな光景を目にした経験は、あのときだけ。それ以前にも、それ以後にも、ただの一度として経験したことのなかった、凄せい絶ぜつな景色。

「『神獣』が、生きとし生ける者の『魂たましい』を砕くだくところを」

　──魂を、砕く。

　聞き慣れぬ表現に、デュセルはなぜか、ずきずきと頭が痛くなるのを感じた。

　対してステラは、その言葉を覚悟していたかのように、唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「パパ曰いわく、神獣教団は『神の召喚アポカリプス』の成じよう就じゆを目的とした犯罪組織です。そして彼らは、その悲願達成のために召喚術サモンズコールではなく別の手段を取りました」

「別の手段？」

「そうですデュセルさん。わたくしやパパはあくまで彼らが召喚術サモンズコール以外の七大魔術系統の知識を使い、魔法を擬ぎ似じ再現しようと目もく論ろんでいたと考えていました。ですが違ちがったんです。魔法をもって魔法を為なす、それが彼らの目的でした」

　そこで、ステラは小さく深呼吸。

「もっと分かりやすく言うなら──『新世界創造ワールドエンド』でもって『神の召喚アポカリプス』を擬似再現しようとしていたんです」

　人類には不可能とされる七つの魔法のひとつを達成するために、それとは別の魔法を使う。奇き跡せきの成就のために、別の奇跡に頼たよる。

「そ、それって本ほん末まつ転てん倒とうじゃない？　だって、魔法が使えないから別の魔法で代用しようなんて、子どもの理り屈くつにもならないわよ」

　デュセルの素そ朴ぼくとも言える疑問に、アンジェはただ、唇を嚙む。

「いや。デュセル君……『新世界創造ワールドエンド』の魔力はすでにこの世に存在しているんだ。魔法が使えなくとも、封じられたその力を解放してやるだけでいい……」

　奇跡でもって奇跡を殺す。デュセルを生いけ贄にえに大異変の再現──つまりは『新世界創造ワールドエンド』の再現を試み、意図的に暴走させ、その力で自らの『不老不死アンブロシア』を葬ほうむろうとした。かつての自分が試行しようとした、邪じや悪あくの所業。

　原理で言えば──それは可能だ。ブランがあのときアンジェを倒してデュセルを救い出せていなかったら、デュセルが魔法使いでなかったゆえに全世界とはいかないまでも、新天地アルテナくらいは滅ほろぼせるだけの魔力が放出されていたことだろう。

「つまり『神獣』は生贄……いや、依より代しろだったわけか」

「そうなります。わたくしも、アンジェラさんのお話を聞いて確信が持てました」

　アンジェの言葉に、ステラが頷うなずく。

「命を奪うばうのではなく『魂』を砕く──つまりは、滅ぼす。その力は、魔ま獣じゆうでさえ生き物である以上、本来は使えるはずもありません。『神獣』は、パパとは別の、もうひとつの神に最も近しい模造品。狂きよう信しん者たちが用意した『新世界創造ワールドエンド』の依り代だったんです」

　本来『神の召喚アポカリプス』を夢見た召しよう喚かん術じゆつ師したちは、全知全能の善なる神をこの世界に招き、その導きで平和で豊かな世界を築くことを願った。

　しかし、手段のために目的を違たがえた神獣教団の魔術師たちは、神の善性に目を瞑つぶった。

　魔法を成就させるだけなら、もっと簡単な別の方法がある。

　七十年前の大異変の折に地獄の門に封じられた、『新世界創造ワールドエンド』の魔力。

　その魔力を封印の門より抽ちゆう出しゆつし、依り代となる魔術師や魔獣に附ふ与よすることで、人造の神を創つくりだす。

　──ただし生まれる神は、世界を滅ぼす『破は壊かい神しん』だ。

「魔術文化祭で神獣教団がわたくしやブランさんを狙ねらっていたのも、おそらくは新たな実験の依り代にするつもりだったんでしょう。思い返しただけで怖おぞ気けがします」

　身の破は滅めつを想像したのか、ステラは青い顔で身を震わせる。

　だが、ひとまず結論は出た。スティーヴンからステラへと突とつ然ぜんの連れん絡らくが舞まい込んだのは、事実の裏付けを取るためにアンジェの証言を欲ほつしたためだろう。

「で、でも、『神獣』はステラのおとーさんが倒してくれたんでしょ？」

「フフッ。それは間違いないよ……その光景もこの目にしたことだからね……」

「そうですね。あとはパパが神獣教団の残党討とう伐ばつを終えるのを待ちましょう。世界を滅ぼしかねない計画を企たくらむひとたちさえいなくなれば、今後も安心です」

　重苦しい雰ふん囲い気きを跳はね除のけるようにデュセルが笑え顔がおを浮かべ、アンジェもミステリアスにほほえみ、ステラもいつものおっとりとした微び笑しようを取り戻もどした。

　──しかし。

「やはり、大統領閣下に情報を伝えたのは正解だった。必要以上に歴史に関かかわるべきではないと自分では口にしながら、やれやれ、出しゃばった甲か斐いがあったというものだ」

　そこに、イアンの声が響ひびいた。振ふり向くデュセルたちの目に、いつから船外デッキに佇たたずんでいたのか、単眼鏡モノクルの魔法使いの姿が映る。

「学園長？　どーしてここに？」

「きみたちの出した結論に、ひとつ付け加えておくべきことがある」

　静かな口調とともに、イアンはデュセルたちへと近づいてきた。

「僕がウエノの地に魔術学園を設立する前、あそこは地獄の門を用いた実験場だったことをブランドンから聞いているか？」

　突然のイアンの言葉に、デュセルたちは顔を見合わせる。

　しかし、幼いブランが引き起こした十年前の魔力暴走で多くの人命が失われたことは、詳しよう細さいを事細かにとはいかないまでも、全員把は握あくしていた。

「十年前。アルテナ皇室に取り入って幼いブランドンに神器を用いた実験を行わせたのは、メトロポリタンから新天地へと流れ着いた神獣教団の魔術師だった」

「……な、なんですって!?」

「ブランドン、モリガン、そしてあの少女──数少ない生き残りは揃って口を閉とざした。当時は誰だれも、僕でさえ理解していなかった。だからこそ、神獣教団の残党どもは今も知らないままなんだ。自分たちの悲願が十年前に成就していたなんて」

　驚おどろくデュセルたちに構わず、イアンは続ける。

「この世界には、すでにいるのさ。失敗作に終わった『神獣』に代わる依り代を得、生きとし生ける者の全すべてを滅ぼそうとする、悪意に満ちた『神』が──」

　全知全能の善良な神などではなく。禁忌の魔法で再現され、新たな世界に移ろうために今ある世界の全生命を否定する、破壊神。

「それこそが、『魔ワールドエンド神・アポカリプス』だ」




　──同時刻。




　ブランはただ、門の中から現れた人ひと影かげを前に、戦せん慄りつしていた。

　それは彼の分身シヤドウたちも、姉のモリガンも、そして副会長も同様だった。

　なぜなら、彼らには記憶がある。

　十年前にウエノの地で、魔法を夢見る狂信者により人じん為い的に引き起こされた魔力暴走。

　両目ともオリハルコン位階の少年に、アルテナの玉璽レガリア級聖遺物たる八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマを持たせ、地じ獄ごくの門に封ふうじられた『新世界創造ワールドエンド』の魔力を解放させる。もちろん、皇室や二大名家を始めとしたアルテナの魔術師たち、ブラン自身にさえ、その真意は伏ふせられていた。

　そして狂信者の目論見どおり、幼いブランが破壊神の依り代に選ばれる──はずだった。

　しかし未来世界の時間漂ひよう流りゆう者の介かい入にゆうと、ブラン自身が片目の位階を失いながらも成功させた『魂の定着コキユートス』の力で暴走は収まり、モリガンの魂も救われ、門は閉じた。

　だが、門の向こうにたゆたう存在は、手に入れていたのだ。

　かつての『神しん獣じゆう』よりも遥はるかに自らに相応ふさわしい、新たな依り代を。

「あれは……」

　ブランたちの目の前で微かすかに開いた、地獄の門。

　その門の向こうから姿を見せた、黒い、乙女おとめ。

　見た目で言えば、ブランより少し年上だろうか。

　黒く長い髪かみに、魔術師の持つ青や紅くれないの瞳ひとみとは別種の、漆しつ黒こくの瞳。それは、位階と呼べる代物かどうかも分からない、誰も目にしたことのない『暗黒物質ダークマター』の瞳。

　同じ光景を目にし、傍かたわらのモリガンも、幼い瞳に動どう揺ようと驚きよう愕がくを浮うかべていた。

　姉弟きようだいともに初めて目にする姿。しかし互たがいに、まるで惹ひかれあうように、ひと目でその正体が知れた。この十年、姉弟がずっと追い求め続けてきたものなのだから。

　ブランは幼おさな姉あねの姿を目にするたび、何度も空想してきた。もしも、門の向こうに消えた姉の肉体が健在なら、今ごろは十九歳だろうと。

　今、目の前にいる存在こそが、魂の欠けたブランの姉。

　失った魂の代わりに、全生命に対する絶対否定の悪意を詰つめ込んだ存在。




　魔ま神じん、モリガン・ブラックバーン。








第四章　魔神の女王テイターニア









　地獄の門から現れた、黒衣の魔神。

　魂を失った、器うつわだけのモリガン。十九歳に成長した抜ぬけ殻がらの肉体を、どす黒い瘴しよう気きのような魔力が動かしている。

「ブランドン──あれはなんだ──？」

　もうひとりのモリガンを前に、震ふるえる声で副会長が尋たずねる。

　彼女と同じように、清せい浄じような魔力を好む幻界翠域リバーシ・ブルーの蒼樹もまた、大きくざわついている。まるで森全体が委い縮しゆくし、怯おびえているかのようだった。

「この世界の全てを否定するかのような、凄すさまじい悪意を感じる……。逆らおうが平へい伏ふくしようが、生きとし生ける者全てを、平等に滅ぼそうとしているかのようだ──」

　虚うつろな、闇やみよりも深い『暗黒物質ダークマター』の瞳には、一いつ切さいの感情が浮かんでいない。

　超ちよう然ぜんとした、神の如ごとき眼まな差ざし。目に映るもの全てを公平に扱あつかい、ただ平等に、公正に、分け隔へだてなく、誰もが差別も区別もされることなく、等しくその恩おん恵けいに与あずかれる。

　それが愛と救済であったなら、誰もが敬う慈じ悲ひ深き善なる神だっただろう。

　だが、振りまく恩恵が、死と滅びであったとしたら──

「七詠唱セブンキヤスト！」

　瞬しゆん間かん、ブランが吠ほえる。

　目の前の存在が、自分の姉であることは分かる。

　十年もの歳さい月げつを魔ま術じゆつに捧ささげ、大魔術師見習いとなり、魔法使いを目指し、そうまでして取り戻したかった姉の肉体であることも。

　だが、今この瞬間は、願望より本能が勝まさった。

　このままでは殺されると、恐きよう怖ふした。

「副会長を守れ！」

　──この場にいる誰もが殺されると、恐怖した。だからブランは、自分ではなく、放心して立ち尽つくす幼おさな馴な染じみの身を優先した。

　ワイズマンを筆頭に、動けないでいるモリガンを除く全ての分身シヤドウたちが、副会長を守るべく彼女の周囲に集結する。

「なぜだ!?」

　副会長が叫さけんだ。
















「どうしてわたしなんかを守ろうとする!?　わたしにそんな価値はない！　それともまさか……」

　副会長が何事か叫ぼうとした、その瞬間。

　魔神が動いた。

　しなやかな腕うでをゆっくりと掲かかげ、呪じゆ文もんを唱える必要もなく魔術を行使する。

　否いな。行使したのは魔術ではなく、魔法だ。

　この世に存在するありとあらゆる禁呪の頂点たる『新世界創造ワールドエンド』──万物を、魂さえも打ち砕くだく、絶対の滅ほろびをもたらす魔法。その片へん鱗りん。

　魔神の手から発せられた、暗くら闇やみの腕の形をした瘴気によって、地獄の門を覆おおっていた蒼樹の根が根こそぎ引きちぎられる。

　まさしく、空間ごとえぐり取られたかのように、消しよう滅めつした。

　微かに開いていた門が、見る見るうちにその全ぜん貌ぼうを現す。ブランが門の向こうを垣かい間ま見みたのは、これが三度目。

　一度目は、十年前の魔術実験。

　二度目は、デュセルを救うべくアンジェと戦った際。

　どちらも、門の向こうにはどす黒い暗闇の魔力の渦うずが立ち込めていた。

　そして、周囲のあらゆる物質を、新たな法則に書き換かえるべく一度消去しようとする、物理崩ほう壊かい現象も。

　かつてブランがデュセルとふたりで食い止めたあの崩壊は、『新世界創造ワールドエンド』の一いつ端たんだったのだ。物理崩壊現象とは即すなわち、今ある物理法則に基もとづく世界の全てを滅ぼし、新たな法則に基づく世界に完全に創つくりなおすための、再生のための破は壊かい。

　そんな中。

「なんじゃ、この異変は!?」

「どうしたことぢゃ!?」

　魔力の異変を鋭するどく察知したのか、タケハヤとカグラ──学園の教授を務める高位魔ま術じゆつ師したちが駆かけつけてきた。すでに生徒たちは避ひ難なんさせたのだろう、互いに臨戦態勢を整えていた。

「ワイズマン、それに──」

　七詠唱セブンキヤストの中にワイズマンの姿を見つけ、さらには、老教授が副会長を守るかのように地獄の門の前に立ちはだかっている光景を目にし、彼らは眉まゆをひそめる。

　しかし次の瞬間。

　タケハヤとカグラは、門の中から新たに現れた人影を目にし、驚きに目を見開く。

　それは、副会長も同じ。

　いや、驚きは彼女のほうが勝っていたかもしれない。

　魔神となったモリガンの肉体に続いて暗闇の門の中から姿を現したのは、副会長と同じ顔を持つ少女たちだったのだ。彼女たちは、ともに裸ら身しんを上半身だけ門の外へと露ろ出しゆつさせ、暗闇に呪じゆ縛ばくされたまま、まぶたを閉じて力なくうなだれている。

　少女、たち。

　数はふたりだ。

　副会長と同じ顔、同じ背格好の、ふたりの少女たち。だが、露あらわになった彼女らの左胸には魔術刻印などありはしない。

「カグヤ……？　タケトリ……？」

　その姿を目にし、副会長の呟つぶやきが微かに漏もれる。

　ブランも、そしてこの場に居合わせた誰もが、聞き間ま違ちがえることはなかった。

　カグヤ・カグツチ。

　タケトリ・タケミカヅチ。

　それぞれ二大名家当主のカグラとタケハヤの孫まご娘むすめであり、影かげ武む者しやとしてアルテナ皇室に仕えることとなった少女たち。

　彼女らの名が、揃そろって、副会長の口からこぼれた。

　魔術で顔を変えられた影武者の少女たち──では彼女たちはいったい、誰に顔を似せられたのか。同じ顔の少女が、ここには三人いた。

「生きて……生きていてくれたのか！」

　副会長は涙なみだを浮かべ、七詠唱セブンキヤストを押し退のけて、少女たちに駆け寄ろうとする。

「よせ、近付くなーッ！」

　ブランが叫ぶ。

　門から溢あふれ出していた瘴気めいた魔力が、副会長そっくりの少女たちを包む。

　濃のう密みつな闇に身を委ゆだねた少女たちがまぶたを開く──現れたのは副会長と同じベリル位階でありながら、魔ま獣じゆうの如き緋眼堕ちレツドの魔ま眼がん。『赤緑柱石レツドベリル』の瞳だ。

　次の瞬間、門の闇から上半身を露出させていた少女たちは、ゆっくりと這はい出て、その全貌を現す。

　片や、人と花を混ぜ合わせたような姿。長い髪の半ばから色とりどりの無数の薔ば薇らの花を咲さかせ、植物の茎くきのように緑化した半身には茨いばらの蔓つるが巻きついている。

　片や、人と木を混ぜ合わせたような姿。長い髪は緑に覆われて毒々しい果実を実らせ、大樹の幹のように硬こう化かした半身を持ち、足が根のように大地に根付いていく。

　まるで魔ま神じんの女王にかしずく側近のように、異形と化したふたりの少女たちは、モリガンの肉体の両りよう脇わきに佇たたずんでいる。

　その姿は、誰がどう見ても、化け物だった。人ではなく、人型の魔獣。否、魔獣よりももっと忌き避ひされるべき怪かい物ぶつだ。

　肉体だけでなく魂たましいさえも魔法に取り込まれ、魔神の眷けん属ぞくへと変へん貌ぼうを遂とげたのだ。

「あれが、カグヤ──？」

「タケ、トリ──？」

　花の魔神を見て、カグラが。

　木の魔神を見て、タケハヤが。

　ともにそれぞれの孫娘の名を呼んだ。

　ひと目でどちらが自分の孫娘か、分かってしまったのだろう。

「なにボケッとしてやがる！　全員逃にげろ、今すぐにだ！」

　周囲に向け、ブランは苦しげに叫び声を絞しぼり出した。

「七詠唱セブンキヤストは副会長を優先しろ！」

　ブランはこの十年、魔力暴走に巻き込んで死なせてしまったのは、幼馴染だと思っていた影武者の少女たちの、どちらか一方だと思っていた。

　しかし、それは大きな間違い。ふたりともが犠ぎ牲せいになっていたのだ。

　──生き残っていたのは、彼女たちの仕える、主あるじのほう。

「だから、どうしてわたしなんかを守ろうとするんだ!?　わたしには、誰かに守ってもらう価値などない！　それとも守ってくれるのは、わたしが皇女だからか!?」

　悲しげに叫ぶ副会長。

　彼女こそが、十年前に断絶したはずのアルテナ皇室の最後の生き残り。左胸に刻まれた『御刻印』、皇族にのみ与あたえられる魔術刻印が、その証あかし。

「そんなの関係あるか！　お前がおれの幼馴染だから守るんだ！」

　ブランは七シチ支シ刀トウを手に、怒ど鳴なり返した。

「カグヤもタケトリも、わたしのせいでああなったんだ！　わたしが実験前に抜け出したいとわがままを言ったせいで、ふたりが身代わりになって、わたしだけがおめおめと生き残ったんだぞ!?　なのにわたしはこの十年、全すべての責任を放ほうり出して、自分の身分を偽いつわって生きてきたんだ！」

「ワイズマン、連れていけ！」

　駄だ々だをこねるように叫ぶ副会長を担かつぎ上げ、ワイズマンが転移魔術でその場を脱だつした。続けて他ほかの七詠唱セブンキヤストたちも、モリガン、カグラ、タケハヤを連れて離り脱だつする。

　ブランは最後。

　虚うつろな瞳ひとみでこちらを見下ろす姉の肉体を一いち瞥べつし、口くち惜おしげに歯ぎしりをこぼし、その場を後にした。

「待ってろ。すぐに戻もどってくる──」

　決意の声とともに、そう呟きを残す。

　次の瞬間には、ブランの姿は樹海の入り口へと跳とんでいた。

　見れば、先ほど居合わせた全員がその場に集まっている。

　うなだれた副会長や、茫ぼう然ぜん自じ失しつのカグラとタケハヤ。

　普ふ段だんはどんなときにも余よ裕ゆうを失わないモリガンさえもが、自分の肉体の末路を目まの当たりにして動どう揺ようしているのか、力なく俯うつむいたまま小さな手でブランの魔術ローブの裾すそを握にぎり締しめている。

「ねえちゃん。大だい丈じよう夫ぶだ。絶対に取り戻してみせる」

　ブランはそんなモリガンの小さな頭にぽんと手を乗せ、静かに決意を語った。

　──が、しかし。

　誰もが安全地帯へと一時退たい却きやくして気が緩ゆるんでいた、その瞬しゆん間かん。突とつ如じよとして足元の地面から小さな芽が顔を出し、芽め吹ぶくと同時に蕾つぼみを開いて大輪の花を咲かせる。

　いや。大輪と言い表すには、それはいささか大きすぎた。

　前まえ触ぶれもなく大地に咲き誇ほこった花は、人ひとり吞のみ込めるほどの大きさを有しており、そして、人の姿を模していた。

　顔は、副会長と同じ。花の魔神が追いかけてきたのだ。

「カグ、ヤ」

　孫娘の名を呼んだカグラ・カグツチの顔を、花の魔神は容よう赦しやなく素す手でで粉ふん砕さいする。人間の頭部が容易に砕け散るほどの腕わん力りよくだった。

「カグラァァァァァァァァッ！」

　その無残な光景に、タケハヤ・タケミカヅチは瞬時に動く。

　聖遺物であり愛刀でもある大太た刀ちを構え、伴はん侶りよよりも長い付き合いのカグラを一瞬で葬ほうむった花の魔神へと、怒いかりの咆ほう哮こうとともに猛もう然ぜんと斬きりかかる。

　が、刃やいばは魔神には届かなかった。

　地中から突とつ然ぜん顔を出した大木の根が、鋭く回転しながらタケハヤの心臓を貫つらぬいたのだ。樹海の遥はるか遠くから、その根を伸のばした木の魔神の、嘲ちよう笑しようの声が響ひびいてきた。

「じいや！　ばあや！」

　立て続けに絶命させられた老魔術師たちの屍しかばねを前に、副会長が叫さけぶ。

　ブランでさえ、なんの手出しもできなかったほどの一瞬の惨さん劇げき。

　だが彼の耳には、幼おさな馴な染じみの悲痛な叫びとともに、もうひとつの声が聴きこえていた。

　忘れもしない。

　十年前のあの日にも耳にした、命の恩人の呪じゆ文もん詠えい唱しよう──

「『七秒前リバース・の時魔法セブンカウント』」




　そして、時間軸じくは七秒前へ。

　まだ魔神たちは現れていない。

　まだ間に合う。

「──七詠唱セブンキヤスト！」

　ブランはモリガンの頭に手を乗せたまま、大きく叫んだ。

　記き憶おく継けい承しようにより、この先の惨劇は未来予知さながらにブランにも見て取れていた。記憶の中の景色が、瞬時に分身シヤドウたちへと伝わる。

　カグラ・カグツチの足元に芽吹く、悪夢めいた花の蕾。

　すかさずワイズマンが魔力探知。遠く離はなれた地じ獄ごくの門付近から、霊れい峰ほうを通る地下の霊れい脈みやくを通じ、どす黒い魔力が移動してくるのを感じた。

　おそらくは──霊脈が届く範はん囲いなら、さながら魔術転移のようにどこにでも現れ、その艶あで姿すがたをどこにでも瞬時に咲かせることが可能なはず。

「来るぞ、スケアクロウ！」

　ワイズマンは副会長を抱かかえたまま、棒立ちしていたカグラを突つき飛ばす。

「我が身は加速する！」

　同時にスケアクロウが、霊脈伝いに移動してきた花の魔神を、出会い頭がしらに迎げい撃げき。

　しかし、繰くり出された近接格闘型の高速の拳こぶしを、出現したばかりの魔神は驚おどろくべきことに片手で受け止めてしまう。

　肉にく薄はくし、間近で睨にらみ合うスケアクロウと花の魔神。有効打こそ与えられなかったものの、魔神の不意打ちを避よけ、カグラの頭ず蓋がいが粉砕される事態は回かい避ひできた。

「次だ！」

　続いてワイズマンは再び魔力探知。動向を探さぐるべきは、間かん髪はつ入れずに襲しゆう撃げきしてくるであろう木の魔神だ。

　が、サングラスに目元を隠かくしたワイズマンの顔が、大きく歪ゆがんだ。

　花の魔神とは逆に、木の魔神は霊脈に根を張り魔力を吸い上げている。それも、蒼樹の木々が蓄ちく積せきしてきた大量の魔力とともに。

　ここは幻界翠域リバーシ・ブルー。この巨きよ大だいな樹海を支配下に置かれては、根がどこから攻こう撃げきしてくるか、判別のしようがない。

「いかん！　森は全て、すでにやつらのテリトリーだ！」

　ワイズマンが叫ぶ。

　同時に、タケハヤだけでなくこの場の全員の足元から、先せん端たん部を鋭するどく回転させた無数の根が襲おそい掛かかって来た。

「ちちんぷいぷい！」

　焦しよう燥そうに駆かられたワイズマンの声に、真っ先に動いたのはモリガンだった。

　モリガンの我流術式『影絵シヤドウアート』──この場に集まる全員の影かげが蠢うごめき、足元から飛び出してきた根の群れを絡からめ取って抑おさえつける。

　弟が失った『青生生魂ブルーオリハルコン』の左目を有する彼女もまた、曲がりなりにもオリハルコンの魔力を宿す身。ブランからのイメージが伝達されるよりも先に、七秒前の記憶継承が行われていた。だからこそ、ショックから立ち直る時間と、臨戦態勢を整え直して呪文詠唱に移る時間があったのだ。

「ここもまずい！　全員、ステラの船まで下がるぞ！」

　ブランが再び、焦あせりを帯びた声で叫ぶ。

　念のためあたりを見回したが、散策に出かけていたはずの生徒たちの姿はどこにもない。先ほどの『時間の逆行タイムリバース』といい、どうやらイアンが先手を打って避ひ難なんさせ終えてくれていたようだ。

　微かすかに、安あん堵どのため息がこぼれた。

　が、その早合点を窘たしなめるように、濃のう密みつな悪お寒かんがブランの背筋をはしる。

「──っ!?」

　ブランの目に映る視界が、一変していた。

　ブランだけではない。誰だれもが眼前の景色に我が目を疑った。

　地獄の門を中心に、魔ま神じんに支配された幻界翠域リバーシ・ブルーが真しん紅くに染まり始めたのだ。魔術植物たる蒼樹の全てが、魔神たちの毒素に侵おかされ、緋眼堕ちレツドと同様の反転現象を起こす。

　青く清せい浄じような絶景で知られていた霊峰の樹海は一変し、血に染まったように禍まが々まがしい様相へと変わっていく。

　いつしか生命に対する全否定の悪意は、森全体から発せられるようになっていた。

　そして、そのおぞましい光景に誰もが気を取られた瞬間。

「ＳＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥｅｅｅｅｅｅｅ────」

　花の魔神が、引き抜ぬかれた人面草マンドラゴラのような金切り声を突如として発した。

　同時に、彼女の裸ら身しんが袈け裟さ懸がけにぱっくりと割れ、露ろ出しゆつした体内から握り拳大の種子が無数に顔を覗のぞかせる。種子は魔力を宿して魔ま獣じゆうの瞳のように紅あかく爛らん々らんと輝かがやき、それらを大量に抱え込んだ魔神の姿はまるで、無数の弾だん丸がんを装そう塡てんした銃じゆう火か器きのよう。

　そのときブランの脳のう裏りを過よぎったのは、鳳ホウ仙セン花カ。

　この花は種を飛ばす際、実を弾はじけさせて種を炸さく裂れつさせ、勢いよく四方へと飛ばすのだ。

　小さな花でさえ、無数の種を遠くまで飛ばす力を持っている。

「────ｅｅｅｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＤ!!」

　それが、あろうことか人間大サイズの花の魔神の肉体で行われた。

　魔神の自じ爆ばくとともに爆ばく裂れつした無数の種子は、内包した魔力と相まって、物理属性を兼かね備えた強力無比な魔力砲ほう弾だんと化す。

　全方位にばら撒まかれた砲弾は、さながら焼しよう夷い弾だんの如ごとく、半径一キロ圏けん内ないを蒼樹ごと焼き払はらって周囲一帯を灰かい燼じんに変えた。その威い力りよくは、被ひ害がい規模だけならばアンジェの放つ雷らい撃げきの禁呪の三重起動トリプル・トリガーさえ上回るほどの、恐おそるべき破は壊かい力だった。

　おそらくは──

　モリガンの『影絵シヤドウアート』による影を使った緊きん急きゆう離り脱だつが間に合っていなければ、今の一撃でブランたちは跡あと形かたもなく全ぜん滅めつしていたことだろう。

「──ｅｅｅｅ？」

　飛散した種子のひとつがすぐにも芽吹き蕾となって花を咲さかせ、花の魔神は再生する。間ま違ちがいなく、先ほどの大規模自爆を何度行おうと、種がひとつでも残っていれば瞬時に完全再生することが可能な様子だった。

　攻撃が不発に終わったことを悟さとったのか、魔神はこんなときだけ副会長そっくりの顔をめそめそとしょげさせ、『赤緑柱石レツドベリル』の瞳をきょろきょろと動かして周囲を見回す。

　しかしすでに、倒たおすべき魔ま術じゆつ師したちの姿はどこにも見当たらなかった。
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「これより花の魔神を『アルラウネ』、木の魔神を『ドライアド』と呼こ称しようし、彼女らを率いる魔神の女王を『ティターニア』と呼称する」

　イアンが口にした名は、そのどれもが、古い伝承に残る妖よう精せいの名であった。

　魔獣に与あたえられるような呼び名をつけなかったのは、変わり果てたふたりの少女と、そしてモリガンの肉体に対する、彼なりのせめてもの配はい慮りよだったのだろう。

　魔神出現による会議が開かれているのは、ステラの客船にある作戦会議室。

　現在会議室には、イアンの他ほかに、ウエノ学園の教授であるワイズマン、ローリエ、ヘキサグラムと、そして船の主あるじであるステラの姿があった。

　無論、ワイズマンは本体であるブランや他の分身シヤドウたちと意識を共有している。イアンとしても、この作戦会議は実質的に七詠唱セブンキヤストのために開いているようなものだ。

「タケハヤさんとカグラさんの傷の具合は、だいじょうぶなのですか？」

　非常時でも眠ねむたげな目つきはそのままに、少女教授ローリエ・ロリエッタが挙手とともに発言した。

『両者とも、医務室に運ばれているが命の危険はないとのこと。論ずるまでもなく生徒たちは全員無傷、今は一いつ般ぱん船室で待機させているのである』

　これを受けて、喋しやべる魔ま法ほう陣じんヘキサグラム・ヘクトパスカルが答えた。

　イアンの介かい入にゆうにより命を落とさずに済んだタケハヤとカグラだったが、モリガンの緊急離脱の寸前、花の魔神アルラウネの自じ爆ばく攻こう撃げきから副会長を守るべく互たがいに身を挺ていし、深手を負ってしまっていたのだ。

　ブランも副会長も、今はその付き添そいで席を外している。もっとも、アルテナの魔術王だの皇女だのといった事情を知らないローリエやヘキサグラムと同席させるわけにもいかないため、付き添いがなかったとしても会議に出席はできなかったのだが。

『それにしても、魔神であるか──。神しん獣じゆう教団もとんでもないことをしてくれたものよ。我わが輩はいもメトロポリタン出身ゆえ、同どう胞ほうの不徳は我が不徳も同然。すまんこったいである』

　下げる頭もないのだが、ヘキサグラムは律りち儀ぎに謝った。

　弟で子しのステラは、師し匠しようの誠実な人ひと柄がらに目を細めつつ、師の代わりに頭を下げた。彼女もメトロポリタンの大統領令れい嬢じようとして、神獣教団がアルテナに加えた非礼を詫わびなければと思ったのだろう。

　そんなステラの手元で、ヘキサグラムは身を震ふるわせるように、魔導書の装そう丁ていをガチャガチャと揺ゆらしながら言葉を続ける。

『第一、召しよう喚かん術じゆつ師しの悲願である『神の召喚アポカリプス』の成じよう就じゆを召喚術サモンズコールなしで成し遂とげようなどと、ヘソで茶が沸わかせるのである。我輩もうヘソなんてないけど。ともかく教団撲ぼく滅めつ大賛成、偉えらいぞ大統領支持率急きゆう上じよう昇しよう！』

　なにやら恨うらみ節をぶちまけ始めたので、ステラはおっとりとした微び笑しようを浮うかべたまま、容よう赦しやなく人面魔法陣のページをぱたんと閉じた。

　本来は誰にでも万まん遍べんなくお人好しなステラだが、部屋割りの件といい、師匠には遠えん慮りよのないところがあるらしい。

「それでイアンさん。わたくしたちはどうすれば？」

「ボクとしては、生徒の身の安全が第一です。魔神が幻界翠域リバーシ・ブルーから出て来ないのであればそれに越こしたことはないんですが、襲ってくるなら迎むかえ撃うつしかありません」

　ローリエは、正体不明の魔神という存在にも物もの怖おじせず、歳としに似合わぬ冷静な物言いをしていた。幼くして教授に選ばれるだけの資質があるということだろう。

　イアンは小さく頷うなずくと、沈ちん黙もくを保っていたワイズマンへと視線を巡めぐらせる。

「魔神討とう伐ばつは、七詠唱セブンキヤストに一任するつもりだ。それで構わないな、ワイズマン教授」

「まあな。おれたちもそのつもりだ」

　苦々しげながらワイズマンも頷いた。

「え？　どうしてそこでワイズマンせんぱいに話を振ふるんですか？」

　ふたりの会話を聞き、ローリエが瞳ひとみを輝かせる。

「まさか、噂うわさどおりワイズマンせんぱいが七詠唱セブンキヤストの一員なんですか？　うわあ、サインもらっていいです？」

　初めて歳相応の反応を示すローリエ。

　ワイズマンはわざわざ詳くわしく説明する気も起きないのか、サインひとつで話が片づくならと、手元にあった本の白紙ページにささっとサインする。

「ページのすみっこに、ローリエちゃんへ、って書いてもらって構いませんか？」

「お安い御ご用ようだ」

　茶目っ気があるのは申し出た側のローリエなのか、それとも快かい諾だくしたワイズマンか。

『……諸君。我輩の体に落書きするのは止やめるのである』

　ワイズマンにサインされている当の本──ヘキサグラムが閉じたページの隙すき間まから苦情の呻うめき声を発する。

「ありがとうございました。額がく縁ぶちに入れて飾かざっておきますのであしからず」

　と、ローリエはサインが入ったページを容赦なくビリッと破いた。

『え!?　なに今の音、もしかして我輩の体を破ったのであるか!?』

「うふふ、だいじょうぶですよ、お師匠さま。それより今は、魔神との戦いに備えて会議を進めましょう」

『我輩の身の安全も大切であるぞステラ嬢じよう!?』

　魔導書から聞こえた不ふ穏おんな音に怯おびえるヘキサグラムの訴うつたえを、ステラは軽く無視。

「まったく、やれやれだ。いい加減、話を戻もどしていいかな？」

　対して、一同の能天気な会話のせいで先ほどからずっと頭を抱かかえていたイアンが、ズレていた単眼鏡モノクルを定位置に戻しつつ、ようやく口を開く。

　だがそのとき。

　船内にけたたましいサイレン音が鳴り響ひびく。警報音だ。

「──はい。こちらステラ・スティングレイ。なにか起きたのかしら？」

　ステラはＣＩＡのエージェントとしての面おも持もちで、部下たちからの魔術通信に応答した。

　もたらされた情報は、魔神と直面し危機的状じよう況きようにある現状を、さらに悪化させる一報であった。

　通信を終えたステラは、深刻な顔つきで一同を見回す。

「みなさん、たいへんです。幻界翠域リバーシ・ブルーの結界が消えたことで、周囲の海域に点在する迷めい宮きゆうや遺い跡せきを巣としていた魔獣の大群が、こちらへ向かっているとのことです」

　その報はまさに、滅めつ亡ぼうの序曲を思わせる事態であった。
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「ねーブラン、さっきのサイレン音、なんだったの？」

　医務室前の廊ろう下かで、ブランとデュセルはふたり壁かべにもたれかかっていた。

「……さっき話した魔神だけじゃなく、まるでやつらに引き寄せられているみたいに、あたりの海域から魔獣どもが押し寄せているらしい」

　ブランは、頭を抱えながらもデュセルの質問に答えた。

　サイレン音がすぐに止んだのは、客船に乗り込んでいる学生魔術師たちの不安を煽あおらないようにするためだろう。

「今までは幻界翠域リバーシ・ブルーがあったから、魔獣も霊れい峰ほうや樹海には近づいてこなかったんだが……肝かん心じんの森があのざまじゃな……」

　陽ひが水平線の向こうへ沈しずもうとする中、船せん窓そうから見える真しん紅くの樹海を一いち瞥べつし、ブランは忌いま々いましげに呟つぶやいた。

　木の魔ま神じんドライアドに寄生され森全体が魔ま獣じゆう化した幻界翠域リバーシ・ブルーは、神秘の聖域ではなくなっている。今やむしろ、魔獣たちにとって最も好ましい魔ま境きようだ。

　広こう範はん囲いを支配下に置き、陣じん地ち形成に特化したドライアド。

　瞬しゆん間かん移動を自在に行い、圧あつ倒とう的火力で外敵を排はい除じよするアルラウネ。

　そして、攻こう守しゆ兼かね備えた魔神の側近たちに守られた、女王ティターニア。

　そこに魔獣の大群が加わり、全すべての群れが彼女たちの指揮下に入るようなことになれば、遅おそかれ早かれアルテナは終わりだ。魔神の軍勢が大挙して魔都へと押し寄せ、人々を蹂じゆう躙りんすることだろう。抜ぬけ殻がらとなった姉の肉体に宿った暗黒の魔力──あの『暗黒物質ダークマター』の瞳には、人類に対する慈じ悲ひなどまるで期待できなかった。

「副会長、三人きりにしてって言ってたけど、だいじょうぶかな……」

　医務室の扉とびらの向こうへと、デュセルは心配そうに目を向ける。

　室内には現在、重傷を負って倒れたタケハヤとカグラ、そして彼らを看病中の副会長がいる。船内かかりつけの魔術医による治ち癒ゆ魔術が施ほどこされたものの、花の魔神アルラウネによって負わされた深手は相当なもので、全快には程ほど遠かった。

　治癒魔術の上位互ご換かんたる回復魔術と呼ばれる癒いやしの呪じゆ文もんの使い手は、実は魔法世界においても非常に稀まれで数少ない。魔術系統では白魔術アストラルスペルに分類され、アルテナにおいてはカグラ・カグツチが随ずい一いちの使い手なのだが、術者本人が魔術を使えなくなるほどのダメージを負ってしまっていては意味がない。

「そうだな……」

　と、ブランはデュセルの返事に相あい槌づちを打ちながらも、先ほどからずっと発動させている遠視と透視クレアボヤンスの魔術を用いて、医務室の内部を視界に収める。

　外で待っていたものの、やはり心配で覗のぞき見していたのだ。

　室内では、意識を取り戻したタケハヤとカグラに対して、先ほどより副会長が身の上の話を続けていた。

　タケハヤもカグラも、魔神と化した孫まご娘むすめの姿は目まの当たりにしている。

　となれば、今まで自分たちが冷たく扱あつかってきた副会長の正体くらい、分からないはずがなかった。ましてや、左胸の御刻印を目にしては。

　重傷を負った身でベッドから這はい出て床ゆかに平へい伏ふくしようとする彼らを、アルテナ皇女は慌あわてて押し留とどめる。

「やめてくれ。謝るのはわたしのほうだ。わたしは、十年前に皇室が壊かい滅めつしたのをいいことに、皇女としての責任と責務の全てを放ほうり出した愚おろか者なんだ。わたしが一言、皇女としてお前たちの孫娘のおかげで生き延びたと口にしていれば、その勇気があれば、カグヤやタケトリの名めい誉よだって守れたはずなんだ」

　むしろ彼女のほうが率先して床に膝ひざをつき、長い黒くろ髪かみとともに頭こうべを垂れた。

　幼いころから皇室の外の世界に憧あこがれていた副会長は、かつて、生き残った自らは皇女ではなく影かげ武む者しやだと偽ぎ称しようし、自由を手に入れようとした。

　当時はまだ七歳。その結果、自分の身代わりになって地じ獄ごくの門に吞のまれた影武者の少女たちの名誉を汚けがすことになってしまうなどとは、想像もつかなかったのだろう。

「幼い時分から、じいやとばあやの喧けん嘩かを仲裁していたのも、わたしではない。わたしのふりをしたカグヤか、あるいはタケトリだったんだ。皆みなはお前たちが皇女にだけは頭が上がらないと言っていたが、実際は、お前たちが孫娘に弱かっただけの話なんだ」

　副会長の言葉に、起き上がれずにいるタケハヤとカグラは、揃そろって顔を覆おおって泣いた。

　ふたりは知ったのだ。

　自分たちの孫娘が、立派に勤めを果たしたことを。

　そしてそれ以上に、自分たちの孫娘が、命を落としてしまっていたことを。

　彼らは副会長に冷たく当たりながらも、ともに心のどこかで願っていたのかもしれない。生きているのが、どうか自分の孫娘であって欲しいと。

　それぞれの家の存続のためではなく、すがりたくなるような二に者しや択たく一いつの希望を残すため、あえて副会長の名を訊きかず、揃って彼女を遠ざけていたのだ。

「……本当に、済まないと思っている」

　副会長は立ち上がり、嗚お咽えつを上げるふたりの背を優やさしく叩たたき、これで何度目になるかも分からない謝罪の言葉を口にした。

「だから──その償つぐないに、わたしがこの手でカグヤとタケトリを救ってみせる。魂たましいを砕くだかれてなお動かされているというのなら、せめてその安らぎだけでも」

　その『水宝玉アクアマリン』の瞳に決意を浮かべ、彼女はそう告げた。

「それはなりませんぞ、皇女殿でん下か、いえ陛下！」

「御おん身みはアルテナになくてはならぬ身、我らの孫娘のことはお忘れくださいませ！」

　叫さけぶタケハヤとカグラだったが、今のふたりには副会長を止めるだけの余力すら残っていない。

　副会長は老魔ま術じゆつ師したちに背を向け、静かに医務室を出る。

　そして、扉の外で待っていたブランとデュセルの前に姿を現した。

「まさか、長年の秘密がデュセル殿下のせいでブランドンにバレてしまうとはな」

　ブランたちを見つめ、副会長は左胸に手を当てて複雑な面持ちでため息をこぼした。

「え？　あたし？　あたしがなにかしたの？」

　副会長はどうやら、サウナでの一件をデュセルがブランに伝えたのだと勘かん違ちがいしているらしい。当然、身に覚えのないデュセルは目を白黒させるばかり。

「おれも、お前にはいくつも秘密を隠かくしたままだった。気にするな」

「そうだな……わたしが敬愛するワイズマン教授の正体には、驚おどろかされた。こんな非常時でなかったら泣き喚わめいていたかもな」

　力なく笑う副会長。彼女はこうも続けた。

「幼いころ、貴様は何度もわたしに名を尋たずねていただろう。名乗らなかったのは、カグヤやタケトリに扮ふんしてお忍しのびで会っていたからというのもあるが、皇女として次なる『ミカド』に選ばれていたわたしには、そもそも個人の名前なんてものはなかったのだ」

　アルテナの皇族たちの中から、皇位継けい承しよう権けんの最も高い者が代々の『ミカド』に選ばれる。それがこの新天地の習わしだ。そしてミカドは、皇位に座している間はそれ以外の名は持たない。名を得るのは生まれてからではなく、死んでからか、退位してからとなる。

　副会長が学園の名めい簿ぼに載のせている今の名も、カグツチ家ともタケミカヅチ家とも無む縁えんの、ブランが耳にしたこともないようなでっち上げの偽ぎ名めいだった。

「自分の名前が欲ほしかった……だからわたしはバカな出来心で身分を偽いつわって、色んなひとに迷めい惑わくをかけてしまった。それがわたしの十じゆう字じ架かだ。そしてわたしが一番報むくわなければならない相手は、あそこにいる──」

　船窓に映る幻界翠域リバーシ・ブルーの変わり果てた景色を見み据すえ、副会長は口をへの字に結ぶ。

　ブランは、そんな幼おさな馴な染じみの決意を見届け、一言。

「お前の勝てる相手じゃない」

「自分が勝てる相手を選んで戦うようでは、どのみち先はない。それに、わたしのような弱虫にさえ勝てない相手を探すほうが、魔神を倒たおすよりよほど難しい」

「一本取られたな。でも、強がりでどうにかなる相手じゃないのは本当だ」

　度たび重かさなるブランの言葉。決してアルテナの皇女に対する諫かん言げんではなく、幼馴染の副会長に対する忠告だった。

「わたしだけでは無理か？」

「お前だけじゃあ無理だ」

　ブランは頷うなずき、傍かたわらのデュセルへと目を向ける。

「そう思うだろ、デュセルも」

「そーよ。独りでなんでもこなせはしないんだから」

　心強い同意を得、再び視線を副会長へ。

「そういうこった。魔神を相手にひとりきりで戦うなんて、おれでも不可能だ」

「魔都を騒がす七詠唱セブンキヤストの魔術王ともあろう男が、貴様でもできないのか。ならばわたしはどうすればいい？」

「決まってる、誰だれかの助けを借りるんだよ。先に言っておくが、いつもの居い丈たけ高だかな調子で皇女として命令する、なんてぬかしやがったら張り倒すからな。だけど、幼馴染として力を貸してくれって言うんなら──」

　──返事はもう、決めてある。

　ブランの『青生生魂ブルーオリハルコン』が、そう物語っていた。

「そうだな……わたしに、お前の力を貸してくれ。ブランドン」

「あいよ」

　いつもの不敵な笑えみを口元に浮うかべ、ブランは大きく頷いた。

「待って待って！　あたしもいっしょに戦うからね！」

　腕うでを思い切り突つき出して挙手し、デュセルが自己主張。

「そ、そうか。なら言い直そう。お前たちの力を、わたしに貸してくれ」

「ふふーん、おーよ！」

　ブランの口真ま似ねが抜けてないのか、デュセルは快活に笑ってそう答えた。

　そうしてデュセルはブランと副会長の肩かたに両腕を回し、変則的な抱ハ擁グ＆頰タッチビズをふたりともに敢かん行こうする。

「おれにも、救い出さなきゃいけない人がいる。ひとりだけでも無理で、七人がかりでも無理だ。だから、おれからも頼たのむ。お前たちの力を貸してくれ」

　ブランの頼みに、デュセルも副会長も大きく頷いて応じた。

　そんな中。

「陛下……」

　医務室の扉が開き、タケハヤとカグラが互たがいに肩を貸し合って、無理して部屋の外までその姿を見せる。

「じいや、ばあや！　寝ねていないとダメだろう！」

「殿下。どうしてもお行きになるのでしたら、せめてこれを使ってくだされ」

　そう言ってふたりが差し出したのは、一着の魔術ローブだった。

　アルテナの地に古いにしえより伝わる着物を模したローブ。しかし、桜色の華はなやかな色しき彩さいに、深い藍あい染ぞめの帯、そしてミニスカートを思わせる短めの丈たけと、古風な中にあって年若い少女のためにあしらわれた意い匠しようが全体に散りばめられていた。

　さらにローブには、対黒魔術マテリアルスペルの最上位附ふ与よ『攻撃呪文無効アンチマジツク』に加え、白魔術アストラルスペルの最上位附与『常時回復リジエネレーシヨン』が施ほどこされていた。まさに、老魔術師たちの共同制作による最高傑けつ作さくだ。

「これは──」

　桜色のローブを手に、副会長が小首を傾かしげる。

　すると、禿とく頭とうの老人と若返りした美女は、バツが悪そうに互いに顔を見合わせ、どちらからともなく口を開いた。

「以前から、貴女あなたに贈おくろうと思っていたものです。生き残ったのがどちらの孫娘であるにせよ、そして立場上は冷たく当たるしかないにせよ、名を伏ふせて密ひそかにローブを贈ろうとふたりで考えておりました」

「陛下に使っていただけるなら、孫娘たちも喜ぶでしょう」

　ふたりの言葉に、副会長は大きく頷く。

「ありがたく──使わせてもらうっ！」

　桜色のローブを翻ひるがえし、魔術を用いて瞬しゆん時じにその身に纏まとう。

　手には、蒼樹枝の扇おうぎ。

　彼女は扇を大きく広げ、顔つきをきりりと引き締しめた。

「これがわたしにとって正しよう真しん正しよう銘めい初めての、アルテナ皇女としての使命だ！」

　幼いころは、ずっと影武者に任せてきた皇女の務め。十七年生きてきて、彼女は初めて自分の意志で自分の為なすべきことに向き直った。

　そのとき。

　再び客船内に、警報音が鳴り響ひびく。

「ブラン！」

「ああ、おそらく魔ま獣じゆうたちが肉眼で見えるくらいにまで近づいて来たんだ。隠しておけなくなったからサイレンを鳴らし直したってところだろう」

　ブランとデュセルは頷き合うと、副会長を連れて甲かん板ぱんデッキへと向かった。

　すでに陽ひは落ち、夜が始まっている。

　にもかかわらず、水平線の彼方かなたが、紅あかい。

「見えるかデュセル。あれが全部、魔獣の瞳ひとみだ」

　吹ふきすさぶ風に髪かみをさらわれながらも、デュセルはデッキの手すりから身を乗り出して水平線を見た。まるで天上の星が地に没ぼつしたかのように、彼方の海面付近が光を放って輝かがやいている。そしてその輝きは、見み渡わたす限り全すべてが真しん紅く。

「どれだけの数の魔獣がいるっていうのよ……」

　百や二百どころではないだろう。千にすら届くかもしれない。観測史上、少なくとも新天地アルテナにおいては最大規模の群れの行軍だった。

　魔獣たちが目指すは、三体の魔ま神じんたちが陣じん取どる幻界翠域リバーシ・ブルー。

　もしも合流を許すようなことがあれば、魔神たちは魔獣の大群に紛まぎれ、容易に手出しできなくなるのは必至だ。

「やれやれ。先手を打って、双そう方ほうを撃げき破はするしかないな」

　ブランも同じことを考えていた。しかし今しがたの台詞せりふは、ブランではなくイアンのものだった。

　見れば学園長のイアンに続き、会議に参加していたワイズマン、ローリエ、そしてヘキサグラムを抱かかえたステラの姿が甲板に現れる。

「客船を本陣とし、橋きよう頭とう堡ほとなって千の魔獣を食い止める部隊と、少数精せい鋭えいで魔神たちの討とう伐ばつのため幻界翠域リバーシ・ブルーに向かう部隊……このふたつに分けるしかない」

　おれもそう思っていたのに、とは、さすがにブランも言えなかった。実際のところは同じ案を考えていたのだが、ローリエやヘキサグラムの目がある手前、迂う闊かつにいつもの調子でイアンと口をきくわけにはいかない。

「ワイズマン教授。魔術王に伝えておいてくれ、僕は船に残り魔獣の足止めの指揮を執とる。先ほどきみたちを助けるためにアレを使ったせいで、魔力消費が激しい。残った魔力を枯こ渇かつさせるわけにはいかないからな」

　そんなブランの内心を見み透すかしたように、イアンは白々しくもそう言ってのけた。

　魔力が枯渇する事態になれば、イアンはこの時間軸じくに留とどまれず、別の時代へと強制的に時間遡そ行こうさせられてしまう。いくら制約が多いとはいえ、この状じよう況きようで魔法使いに脱だつ落らくされるのは非常に不ま味ずい。

「分かった。ならば魔神討伐は七詠唱セブンキヤストに任せてもらおう」

　ワイズマンが、ブランの代わりに返事を口にした。

　その間にデュセルとステラは呪じゆ文もんを唱え、魔術ローブに身を包む。

　デュセルは、純白のローブの上から、ルーヴルの王女姉妹しまいが残してくれた『カリナンの戴たい冠かん宝器』を全て装着し、王おう笏しやくや王おう冠かんを始め、その全身に九つのダイヤの輝きを纏まとった。ステラも最初から『大悪魔メフイストフエレス』の悪魔憑きＤ─インストールを行い、濃のう紺こんのローブ姿へ。

「デュセルさん。わたくしには、この船と生徒のみなさんを守る義務があります。どうかわたくしの代わりにブランさんのことをよろしくお願いしますね」

「だいじょうぶ。あたしにどーんと任せておいて！」

　デュセルはステラを安心させるべく、自分の胸を大きく叩たたいてみせた。

　魔神討伐のため幻界翠域リバーシ・ブルーに向かうは、ブラン、デュセル、副会長、七詠唱セブンキヤスト。

　そして客船を死守し魔獣たちを撃げき退たいするのが、ステラ、イアン、そしてローリエとヘキサグラムといった教授たち。

「……ん？　アンジェは？」

　ふと、ブランが首を捻ひねった。

　そういえば、先ほどから不老不死の大魔ま術じゆつ師しの姿がない。それどころか、彼女の化身アバターである四魔王フオーテリブルの姿さえ、誰ひとりとして目にしていない。本来なら、助教授であるネクロマンサーくらいは会議に出席していなければおかしいはず。

　樹海から客船へと帰き還かんした際には、デュセルやステラとともにブランを出で迎むかえ、魔神についての話を聞いていたはず。だが、それ以降まったく姿が見えない。

「アンジェおばちゃんなら……」

　そのとき、ブランの影かげの中からモリガンがひょこっと顔を出した。

　彼女の『影絵シヤドウアート』の力でワイズマンを除く全ての分身シヤドウたちはブランの影に隠かくれ、来たるべき戦いに備えていたのだ。もちろんそれはモリガン自身も同じこと。

　モリガンは、自分の肉体が魔神と化したことに未いまだショックを引きずっているのか、浮かない面おも持もちながらも影の中から姿を現す。

「ねえちゃん、アンジェがどこに行ったのか知ってるのか？」

「うん。あっち」

　そう言ってモリガンが指差したのは、いなくなった大魔術師の髪の色と同じ真紅に染まった幻界翠域リバーシ・ブルー。

　──魂たましいを砕くだく『神しん獣じゆう』と同じ力を有する、魔神。

　破は壊かい神しんたる彼女らの前に身を晒さらせば、千年もの生を強要され続けているアンジェも、今度こそ死ねるかもしれない。まさか、まだ自じ滅めつ願望を引きずっているのか──

「あんの──」

「クソババアが!!」

　ブランが叫さけぶより先に、イアンが叫んでいた。彼はブラン以上に冷静さを失い、デッキの手すりに拳こぶしを叩きつける始末。その怒いかりようは、クソババア師し匠しようと罵ののしってやろうとしていたブランもつい口をつぐんでしまったほど。

「なんのために僕が声をかけてここまで連れてきたと思っている！　魔神と戦うために、彼女たちも戦力として数えていたんだ、にもかかわらずこの期ごに及およんで単独行動だと！　やってくれたなアンジェラ・アンブロシア！　本当にやれやれだ！　ここで死ぬ気だとかぬかすようならば、その横っ面つらを必ず引っ叩ぱたいてやる！」

「お、おう」

　あまりの剣けん幕まくに、ブランのほうが冷静さを取り戻もどしてしまっていた。

　半歩下がるブランを尻しり目めに、イアンはデッキから身を乗り出し、樹海の位置する方角へと単眼鏡モノクルを向ける。

　霊れい峰ほうへと続く空路の先、確かに旧きゆう暦れきの魔ま女じよのように空飛ぶ箒スカイ・スウイープに跨またがり三角帽ぼう子しを被かぶって真紅の『降魔祭ワルプルギス』ローブを風に翻す、アンジェの姿があった。
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　アンジェは、死地同然の敵の本ほん拠きよ地ちへと赴おもむきながらも、口元に浮うかんだミステリアスな微び笑しようを絶やしていなかった。

「そうだ……この感覚……確かに二十年前の『神獣』のときと同じだ……」

　箒ほうきを高速で走らせ、樹海の上空を流れ星のように飛ぶ。

　そして、視界にちらりと映った霊峰を隅すみに捉とらえ、一気に急降下。真紅に染まった森の中へと突つっ込む。

「フフッ！」

　途と端たん、緋眼堕ちレツドとなった蒼樹の木々を通じ、森全体から敵意がアンジェへと向けられた。やはり、樹海全体が魔神のテリトリーと化している。

　イアンとの戦いで破損した『ファベルジェの卵』は未だ修復中。アンジェはイースターエッグに代わって、七星剣グランシヤリオを聖遺物として構えた。

　高速で地上を滑かつ空くうする彼女を狙ねらい、地中深くから十数本もの巨きよ木ぼくの根が飛び出してくる。魔獣化した根は、触しよく手しゆのように蠢うごめきながらアンジェを叩き落とすべく襲おそい掛かかる。

「やってきたのが飛んで火に入る羽虫や蚊かトンボの類たぐいとは思わないことだね……！」

　片手に魔ま剣けんを携たずさえたまま、もう片手で箒を巧たくみに操あやつり、迫せまる魔ま手しゆを次々に回かい避ひしていく。

　アンジェの箒の扱あつかいは実に手慣れたものだ。

　それはそうだろう。旧科学が空を席せつ巻けんする以前の旧暦中世期の魔女の時代には、我が物顔で乗り回していたのだから。あれから数百年、まるで腕うでは衰おとろえていない。

「まさに……魔術の功より年の功といったところか！」
















　空中でダンスでも踊おどるかのように箒を回転させ、器用に逆さまに飛びながら、アンジェは七星剣グランシヤリオで迫る根を文字通りの根切りにする。

　だがその瞬しゆん間かん、アンジェにとっては見上げた先、つまりは真下の地面に、蕾つぼみが顔を覗のぞかせるのが見えた。

　──花の魔神アルラウネ。僅わずか一呼吸の後には、蕾は花を咲さかせて人型となり、驚きよう異いの跳ちよう躍やく力でアンジェへと迫る。

「あれが、魔神ッ！」

　再び箒をくるりと回転させて、アンジェは慣性無視の急ブレーキを図る。

　勢いをつけすぎたアルラウネは狙いを外し、そのままアンジェの目と鼻の先を跳とび去ってしまう。アンジェは再び箒を発進させつつ、上空の敵に向けて魔剣を投とう擲てき。

「キャストオン、『女帝エンプレス』！　遊んであげるといいッ！」

　投げつけた魔剣は、真紅の魔力光を放ち、アンジェと瓜うり二ふたつの近接殲滅型化身アバターへと変へん貌ぼうを遂とげる。

「我が身は加速する」

「ＳＥＥＥＥＥＥ──……？」

　もろとも自じ爆ばくしようとしたアルラウネに対し、エンプレスは高速で肉にく薄はく。

「ヒステリーを起こすなら、他人を巻き込まないのが喜ばしい」

　メガネを光らせてクールにそう呟つぶやくと、エンプレスは強化された強きよう靭じんな肉体をバネに、種の発射態勢が完かん了りようする前のアルラウネを全力で蹴けり飛ばした。

「──ｅｅｅＥＥＥＥＥｅｅｅｅＥＥ!?」

　直ちよく撃げきを喰らったアルラウネは、周囲の木々をなぎ倒たおしながら面白いように吹ふっ飛んだ。

　高い攻こう撃げき力や敏びん捷しよう性に反し、防ぼう御ぎよ力と耐たい久きゆう性は低いようだ。反則級の再生機能のおかげで肉体が脆もろくても欠点にはならないはずだが、魔神の身体能力さえ凌りよう駕がするエンプレスの物理攻撃の威い力りよくは予想外であったことだろう。

「エンプレス、急いで離り脱だつするよ……！　ブラン君の話が本当なら、どうせすぐに戦線に復帰してくるはずだからね……！」

「残念。しつこいのは嬉うれしくない」

「まあ、時と場所と、相手によりけりだね……」

　アルラウネを一時的に撃退し、樹海の奥へ向けて高速で箒を走らせるアンジェと、加速魔術の効果を保持したまま地上を疾しつ走そうして主あるじに続くエンプレス。

　しかしその行く手を遮さえぎるように、周囲の巨木が道を塞ふさぐ。真っ赤に色づいた一本の蒼樹が魔神の魔力を吸って急成長し、瞬またたく間まに目を見張るような大樹となったのだ。

　そして大樹の幹の中央には、先ほどのアルラウネと同じ顔の、別の魔ま神じんの姿があった。

　木の魔神ドライアドだ。

　妖あやしく輝かがやく『赤緑柱石レツドベリル』の魔眼こそ同じだが、色とりどりの薔ば薇らに包まれたカラフルな髪かみと緑色の半身を持つアルラウネに対し、ドライアドの髪は新緑のエメラルドグリーンに包まれ、半身は木の幹の樹皮を思わせる褐かつ色しよく。そしてなによりその脚きやく部ぶは、霊れい脈みやくの魔力を養分として吸い取っているのか、しっかりと大地に根付いている。

「我が雷のままアブラハに消え去れダブラ！」

　アンジェはキャストオンさせた魔剣に代わり、水晶髑髏クリスタルスカルを得物として先制攻撃の禁呪を放った。死の雷らい撃げきがドライアドへと迫る。

　が、しかし。

「──」

　脚あしが根になっているせいで逃にげ場のないドライアドだが、身じろぎひとつせず即そく死しの雷撃を平然と受け止めてしまった。霊脈から吸い上げた膨ぼう大だいな魔力が、天然の魔術結界となって魔神の肉体を守っているのだろう。

「対してこちらは明らかに防御重視タイプだね……。いくら女の子とはいえ……身持ちが固いにも限度があるッ！」

　仕方なく箒から飛び降りたアンジェは、皮肉を口にしながら水晶髑髏クリスタルスカルに魔力を注ぐ。

「キャストオン、『死霊術師ネクロマンサー』！」

　魔神の防御力を突とつ破ぱするために、手数を増やす気なのだろう。瞬く間に水すい晶しよう造りの髑どく髏ろは、妙みよう齢れい期の化身アバターであるネクロマンサーの姿へ。

　だがその瞬間、ドライアドの背後に小さな若芽が顔を出した。霊脈を伝ってもう一体の魔神が移動してきたのだ。

「ＢＥＥＥＥＥｅｅ!!」

　戦線復帰したアルラウネは、虎とらの威いを借るようにドライアドの背中にこそこそと隠れながら、アンジェたちに向けてあっかんべーしてみせた。

　寡か黙もくなドライアドに反し、アルラウネは先ほどから若じやつ干かんの感情表現を行っている。人間だったころの肉体の記き憶おくか、あるいは砕かれた魂の残ざん滓しが、魔神と化した今の肉体にも残っており、その影えい響きようで生前の行動を再現しているのだろうか。

「……どうやら生前は、よほどのお転てん婆ばと、よほどの堅かた物ぶつだったようですね。どこかお身内の面おも影かげがあって、実に哀かなしい……」

　ネクロは、ふたり並んだ魔神たちの姿に、同どう僚りようであるタケハヤとカグラの面影を重ねたらしい。悲ひ哀あいに目を細めていた。

　現状は三対二。残る化身アバターを含ふくめれば五対二。

　だが、魔神たちの実力は未知数だ。

　そんなアンジェの不安の実を結ぶかのように、アルラウネとドライアドは不ふ穏おんな動きを見せる。

　突とつ然ぜん、魔神たちは植物化した自らの腹に腕を突っ込んだのだ。

「なにを……」

　予想外の行動に、アンジェが息を吞のむ。

　しかし、腹部をまさぐるアルラウネとドライアドが取り出したのは、決して臓ぞう腑ふの類ではなかった。

　ふたりの魔神の体内に隠かくされていたのは、どちらも古びた刀とう剣けんだった。

　アルラウネの手には、天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリ。

　ドライアドの手には、布フ都ツノ御ミ魂タマ。

　異国の出身であるアンジェには知る由よしもないが、アルテナでは『三種の神器』に次ぐ魔力を有する『十と束つかの剣つるぎ』に数えられた、十本の神剣のうちの二本だ。

　魔ま法ほう暦れきに至りそれぞれカグツチ家とタケミカヅチ家の家宝とされるも、十年前のウエノの魔術実験で地じ獄ごくの門に吞み込まれ、所在不明となっていた高位聖遺物。

　正体は分からないまでも、内包魔力の高さはアンジェにもひと目で見て取れた。

「聖遺物!?　この子たちはまさか、呪じゆ文もんが使えるのか!?」

　アンジェの瞳ひとみに驚きよう愕がくが浮かぶとともに──

「ＡＢＲＡＨＡＤＡＢＲＡ!!」

「ＡＢＲＡＨＡＤＡＢＲＡ!!」

　息の合ったコンビネーションで詠えい唱しようのタイミングを合わせ、アルラウネとドライアドが同時に呪文を唱えた。

　行使したのは、先ほどアンジェが使った雷撃の禁呪。黒魔術マテリアルスペルの高位呪文を、一度目にしただけで習得してしまったとでもいうのだろうか。

　左右からアンジェたちへと襲い掛かる、即死の雷撃。

　これを受けて倒れるアンジェではないが、かといって、これ以上の戦せん闘とうが可能な状態で持ちこたえられるとは限らない。

　が、瞬時に逃のがれようもなかった。

　炸さく裂れつした稲いな妻ずまが、強きよう烈れつな光を発して周囲を眩まばゆく包む。

　そうして──

「……相手の能力をコピーするのは、私の十八番なのだけれどね」

　雷撃が晴れた中、涼すずしい顔で呟きをこぼしたのは、執しつ事じ服の少年型化身アバターだった。

「フフッ。間に合ったか、『道化師ジヨーカー』」

　キャストオンしたばかりのジョーカーの背中を頼たのもしげに見やるアンジェ。

　能力模も倣ほうの特化機能を用い、ドライアドの霊脈経由の魔力吸収能力をコピーし、さらには魔神が展開した鉄てつ壁ぺきの魔術結界さえも、そっくりそのまま再現してみせたのだ。

「さてと……準備はいいかい、『魔メ法イ少ガ女ス』」

　そうしてアンジェは、四魔王フオーテリブル最後の幼女型化身アバターを呼び出した。

　現れたメイガスは、強力無比なアンジェの化身アバターたちの中で唯ゆい一いつ、まともに戦闘可能な能力を有していない。しかし、奇き跡せき代行型として鋳ちゆう造ぞうされた彼女には、たったひとつ、恐おそるべき大魔術が搭とう載さいされている。

「戒いましめよ、我が瞳が深しん淵えんを覗き込むとき、深淵の眼もまた我を覗き込む」

　メイガスは朗々と呪文を紡つむいでいく。

　その詠唱の意味と発動する大魔術効果を知るはずもない魔神たちは、警けい戒かいして身構えるばかりで、手出しを控ひかえてしまっていた。

「即すなわち、我はアイ・アム神意なり・プロヴイデンス」

　ゆえに、大魔術は発動する。

　──『主人公補正パツシブ・ヒーロー』。

　敵がどれほど強大で、その強さがどれほど理り不ふ尽じんであろうとも。万にひとつ、あるいは億にひとつ、兆にひとつでもいい、ほんの僅かでも勝利の可能性が残ってさえいれば、天文学的な確率上に存在する薄はく氷ひようの勝利を初戦で摑つかむことのできる術式。

　人類を脅おびやかす『魔ワールドエンド神・アポカリプス』同様、神しん獣じゆう教団と呼ばれた狂きよう信しん者たちが『神』を生み出すために編み上げた、奇跡に最も近い魔術だ。

「キャストオフ、緑柱エメラルド石碑文タブレツト」

　絶対勝利の加護を纏まとったメイガスを聖遺物へと還かん元げんし、己おのれの手中に収めたアンジェには、僅かな勝機さえあれば必ず魔神に打ち勝てるという『呪のろい』がかかった。それは決して、永遠の生に終しゆう止し符ふを打つために魔神と対たい峙じした者の取るべき行動ではない。

「……以前の私なら、キミたち魔神の前にこの身を差し出して、泣いて喜びながら死をねだったことだろうね」

　自じ嘲ちよう気味にアンジェは呟く。彼女がミステリアスな笑えみを向けたのは、聖遺物の神しん剣けんを手に敵意を剝むき出しにしたアルラウネとドライアド──その背後。

　真しん紅くに輝く樹海の奥、わだかまる濃のう密みつな闇やみの中からゆっくりと歩み寄り、姿を現した、モリガンの肉体を依より代しろとした魔神の女王、ティターニアであった。

「しかし今は、この命が惜おしい。こんな気持ちになったのは不老不死になって初めてだよ。ブラン君や……彼を取り巻くデュセル君やステラ君……どうせなら彼らの人生を見届けて、ともに死にたいと願う。だから──」

　アンジェはティターニアを一いち瞥べつし、その眼前に立ちはだかった。

「願わくは、きょうが私の命日とならないことを。そして、彼らの命日とならないことを。私はね……お姉さんの肉体を葬ほうむれないであろう不ふ甲が斐いない弟で子しに代わって、魔神の女王を今ここで滅めつ殺さつするために、単身乗り込んできたのさ」

　必勝の魔力を宿した緑柱エメラルド石碑文タブレツトを手に、アンジェは真紅の瞳を輝かせる。

　──『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の大魔術附ふ与よを発動させたアンジェラ・アンブロシア。深遠なる魔術の知識を有する彼女でも、今はまだ、その力の意義を知りはしないだろう。

　それどころか、被ひ験けん者しやとして人体実験の材料にされ、想像を絶する苦しみの果てに力を得たスティーヴン・スティングレイ。当事者である彼でさえ、まさか夢にも思うまい。

　この力こそが──

　旧世界を滅ほろぼさんとする魔神に抗あらがうため存在する、世界に唯一無二、たったひとつの、神を討うち滅ぼす術だということを。
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　禍まが々まがしい月下の水平線の彼方かなた、押し寄せるのは魔ま獣じゆうの群れの大軍勢。

　その第一波が、今まさに豪ごう華か客船『セレブリティ・スターサファイア号』へと津つ波なみのように迫せまろうとしていた。第一波の数は優に百を超こえており、その後方には、続けて第二波から第十一波に至る魔獣の軍勢が確かく認にんできていた。

「ブランさん、デュセルさん、それに副会長さんも。ここはわたくしたちに任せて、みなさんはアンジェラさんを追いかけてください」

　金髪ブロンドの束ね髪シニヨンを不穏な潮風に揺ゆらしながらも、ステラはこんな状じよう況きようにあっておっとりとした笑みを崩くずすことなく、ブランたちへとほほえみかけた。

「空飛ぶ箒スカイ・スウイープはあちらに。どうかご武運を」

　ステラの言葉にブランは静かに頷うなずくと、迫る魔獣の姿におろおろとしていた副会長の手を引いて、箒ほうきのもとへと走った。

「あたしもちゃんと無事に帰って来るから、ステラもちゃんと無事に出で迎むかえてね」

「はい！　うふふ、もちろんです、デュセルさん」

　デュセルはステラと言葉を交かわし、後ろ髪を引かれながらもブランたちを追いかける。

　ステラはそんな親友の背中を見送り、飛び去っていく箒を見届けると、毅き然ぜんとした面おも持もちで真紅の水平線を睨にらみつける。

「ＣＩＡの各員に伝達。各自、迎げい撃げき準備を用意してください。防ぼう御ぎよ結界は──」

「僕がやろう」

　魔術通信で指示を出し始めたステラに対し、イアンが申し出る。

「魔力が枯こ渇かつしない程度の呪文なら問題なく使える。それに、僕の魔術がこの場にいる誰だれよりも高い効果を発揮するからな、きみの部下より強きよう靭じんな結界を維い持じできる」

　魔法使いの防御結界ならば、確かに並なみ大たい抵ていの魔獣では破ることも適かなわないだろう。

「学園の生徒は誰もが僕の教え子だ。絶対に傷つけさせはしない」

「お願いします。とても心強く思います」

　しかしイアンが防御に専念する以上、その反面、攻こう撃げきの手は随ずい分ぶんと心こころ許もとなくなってしまうはずだ。

　特に、指揮を執とるため本ほん陣じんを離はなれられないステラに代わって、先陣を任せられるような強力な魔ま術じゆつ師しがいないことには──

　と、そこでステラは気づいた。

　甲かん板ぱんデッキにいるのは、ＣＩＡの魔術諜ちよう報ほう員いんたちを除けば、ステラとイアン、そしてステラの手元でページを閉じられたままのヘキサグラム・ヘクトパスカルのみ。

　先ほどまでこの場にいた少女教授ローリエ・ロリエッタの姿が、今はどこにもない。

「え、まさか──」

　驚おどろきの面持ちで、慌あわててステラは魔獣の第一波へと視線を巡めぐらせる。

　そこには、のろのろとした鈍どん足そくの空飛ぶ箒スカイ・スウイープにだらんとぶら下がり、だぶだぶのローブを風に揺らすローリエの姿があった。

　襲おそい来るは百の魔獣。

　対するは、たったひとりの十三歳の少女。

「こんなときこそ、がんばろーりえ、ですね」

　にもかかわらず、ローリエは相変わらずの眠ねむたげな眼まな差ざしで、巨きよ大だいな津波のように押し寄せる魔獣たちの第一波を見下ろす。

「我の夢見るビビデイ・夢幻の汝たれバビデイ・ブー」

　そうして呪じゆ文もん詠えい唱しよう。次の瞬しゆん間かんにはあろうことか、彼女がのんきにぶら下がっていた箒が突とつ如じよとしてドラゴンタイプの魔獣に変身した。

　しかも、ローリエの髪かみと同じプラチナ色の鱗うろこを持つドラゴンの瞳ひとみは、これまたローリエと同じ『蒼銀真珠コバルトパール』。魔獣が本来その眼に宿す真紅の輝かがやきとは対極の色だ。

　清せい浄じような瞳を持つドラゴンは、鋭するどいかぎ爪づめのついた腕うでに主あるじであるローリエを乗せ、魔獣の第一波へと突つっ込む。

　空を覆おおうほどに巨大な翼つばさを広げ、無数の牙きばが生え揃そろった大口を開き、放つは闇やみ夜よを切り裂さく閃せん光こうのレーザーブレス。

　ほとばしる光の奔ほん流りゆうが、迫る魔獣たちを薙なぎ払はらい、範はん囲い内の海水ともども一瞬で一いつ切さい合がつ財さいを蒸発させる。大量の水蒸気が噴ふき上がり、運よく生き残った魔獣たちがたじろぐ中を、ローリエのプラチナドラゴンが飛ひ翔しようする。

「あ、あれはいったい……」

　その光景を船上から目にしたステラは、突とつ然ぜんの出来事に目を瞬またたかせていた。

「ロリエッタ教授の専せん攻こうは錬金術アルケミーのはずですよね……？　ですが、今のは錬れん成せい陣じんではなく呪文詠唱で魔術を行使していましたし、それに箒がドラゴンになるなんて……」

「錬金術アルケミーを用いるローリエ・ロリエッタの我流術式『存在変換フエアリーテイル』だ」

　ステラの疑問に応こたえたのは、傍かたわらのイアンだった。

　鉄を黄金に、石を宝玉に、水を霊れい薬やくにランクアップさせるのが錬金術アルケミーの本質。

　確かに、等価交こう換かんなどという概がい念ねんとはもともと無む縁えんの魔術だ。しかし、鉄も黄金も同じ鉱物。水も霊薬も同じ液体。原子構造や重量さえ変えられるが、変換する物質の性質だけは等価でなければならないはず。

　対してローリエの錬金術アルケミーは、いわば鉄を霊薬にするようなもの。ガラスの靴くつだろうが、カボチャの馬車だろうが、紙くずひとつで思いのままだ。

「彼女は、詠唱を要する通常の呪文式魔術と、無詠唱発動を可能とする錬金術アルケミーを併へい用ようすることで、一度に別種の魔術を両立させているんだ」

　──『存在変換フエアリーテイル』。

　錬成陣を用いた錬金術アルケミーによって物質をランクアップさせる際、呪文詠唱によって既き存そんの物理法則を書き換かえ、物質の性質を完全に変質させてしまう。そうすることで、ありとあらゆる物質が、術者の望む存在へと形を変える。

　海上で今も戦うローリエのだぶだぶのローブが、吹ふき荒すさぶ突とつ風ぷうによってめくれ上がった。露あらわになったのは彼女が常に身に纏まとっている、腕うで輪わ、首くび飾かざり、タリスマンといった、無数の宝ほう飾しよく品ひん。そこにあしらわれた水すい晶しようや宝石の内部に、用よう途とに応じて使い分けられるよう多種多様の錬成陣があらかじめ彫ほり込まれていた。

　全身の宝飾品の全すべてが、呪文詠唱に用いる聖遺物にして、錬金術アルケミーの錬成陣。

「ですがそれは、すでに大魔術の領域なのでは？」

　ステラの疑問はもっともだ。

　同じ呪文を併用するだけなら、それは同一呪文の二重起動デユアル・トリガー。あくまで魔術の範はん疇ちゆうであり、魔術の扱あつかいに長たけた者なら誰でも使いこなせる。だが、ひとりの術者が別種の呪文を同時に併用するならば、それはもはや大魔術師だろう。

「理論上は、あくまで大魔術の擬ぎ似じ再現だ。本当にまったく同じタイミングでふたつの術式を発動させているわけではない。ほんの僅わずかにタイムラグが存在している」

　大魔術師は、あくまでおとぎ話の存在。しかしそれでも。

「だが──だからといって、ローリエ・ロリエッタが天才であることは疑いようもない。アンジェラ・アンブロシアのように千年もの時を魔術に捧ささげたわけでもない。ブランドンのように魔法に触ふれた経験があるわけでも、ましてや大魔術師に弟で子し入りしたわけでもない。音声魔術と無音声魔術を組み合わせるという我流術式で、齢よわい十三歳にして大魔術師に最も近づいた、紛まぎれもない大天才だ」

　魔法使いのイアンでさえ、手放しに褒ほめちぎった。

　音声魔術と無音声魔術の複合術式。理り屈くつは単純だが、高速術式操作に魔力維い持じ、純じゆん粋すいな脳の使用容量キヤパシテイの問題やその使い方など、凡ぼん人じんに簡単に真ま似ねできる代しろ物ものではない。

　およそ凡ぼん夫ぷの才では百年かけても到とう達たつできない領域に、たった十三年で足を踏ふみ入れた。それが天てん賦ぷの才でなくて、なんなのか。

　ステラとイアンの驚きよう愕がくの眼差しの向こうで、ドラゴンに跨またがった天才美少女教授は、こんなときでも軽い調子でひょこっと片腕を振ふり上げていた。

「第一波壊かい滅めつ。続けて第二波、第三波もやったろーりえ！」

　プラチナドラゴンが旋せん回かいし、首をもたげて魔獣の第二波へと襲い掛かかり、蹴け散ちらした。

　しかし、いくらローリエが獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せようと、さすがに魔獣たちの数が多すぎた。続けざまに壊滅した第一波と第二波の数少ない撃うち漏もらしが、客船に展開された防御結界を破は壊かいすべく特とつ攻こうをしかけてくる。

　だが、そのとき。

　ステラがＣＩＡに迎撃を命じる前に、客船の各所から放たれた蒼そう穹きゆうの魔ま力りよく弾だんが、ローリエが撃ち漏らした魔獣たちを的確に撃ち抜ぬいていく。

「今のは、まさか……」

　デッキの手すりから身を乗り出し、ステラは驚きの面持ちで客船内の各フロアの船せん窓そうを一望した。

　そこには──

「俺たちもがんばろーりえするぞ！」

「そうだ！　やったろーりえするぞ！」

「ここがふんばろーりえのしどころよ！」

　あろうことか、船内に避ひ難なんしている学生魔術師たちが奮起し、新調したばかりの蒼樹枝の杖つえを掲かかげ、窓を砲ほう門もんに見立てて近づいてくる魔獣に砲ほう撃げきを加えたのだ。そして彼らの先さき駆がけとなったのは、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする少女教授の健けな気げな姿に勇気を貰もらった、熱ねつ狂きよう的なローリエ信望者ことロリコン組の連中だった。

「えええええええええええ!?」

　予想外の加勢に、思わずステラは素すっ頓とん狂きような叫さけび声を上げてしまった。

　そして持ち前の頭の回転の速さで、すぐにもこの状況に至った理由に見当をつける。

　魔術合宿。豪華客船のチャーター。七大教授全員の同どう伴はん。そして学生魔術師たちの動員。さらには合宿地での蒼樹枝の杖の入手。全てが繫つながった。

「イアンさん！　も、もしかして……」

「かゆいところに手が届くだろう？　やれやれ今ごろ気づいたのか。前にも言ったように、きみはすこぶる聡そう明めいだが、ひとを疑うことを知らないな」

　恐おそる恐る振り返ったステラに対し、イアンはまるで悪びれずに肩かたをすくめる。

「当然、幻界翠域リバーシ・ブルーに地じ獄ごくの門があることも知っていたさ。だが、僕らだけでは、この人類存亡の命運を賭かけた前ぜん哨しよう戦せんを乗り越こえられなかったはずだ。だから借りられるものなら、教授たちの手だろうが、生徒たちの手だろうが、猫ねこの手だろうが借りてやるのさ」

　この魔術合宿というイベントそのものが、ブランたちが魔ま神じんと雌し雄ゆうを決する時間を稼かせぐため、そして魔ま獣じゆうの大軍勢を打ち倒たおすための、全てを巻き込んだイアンの計画。

　イアンが旅のしおりまで作って万全の態勢で合宿に臨んでいた理由が、ここにきてようやく、ステラにも本当の意味で理解が及およんだ。

「もちろん、生徒たちを巻き込んでしまったからには、彼らのことは全力で僕が守り抜く。いざとなれば、魔法使いアルテイマグスの二十一秒を使おうとも」

　それほどの決意を聞かされては、ステラも非難の言葉を口にするわけにはいかない。

　それにイアンの言うとおり、学生魔術師たちの存在と活躍も、魔獣撃げき退たいに必要不可欠な要素であった。

『──さてステラ嬢じよう。ここはひとつ、今度は我わが輩はいたちが召喚術サモンズコールの凄すごさを皆みなに見せつけてやるべきであるぞ』

「あら、お師し匠しようさま？」

　そのとき、ステラに抱かかえられたままだった魔導書が声を発した。

　手元に目を落とせば、喋しやべる魔ま法ほう陣じんヘキサグラム・ヘクトパスカルが、自分の出番を今か今かと待ち構えていた様子で、弟子にページを開いてもらうのを待っていた。

『血気盛さかんな若き魔術師たちに、本当の大魔術を披ひ露ろうしてやるのである』

　ステラが仕方なくページを開いた途と端たん、フッフッフッと、ヘキサグラムは不気味な笑い声をこぼす。

「本当の大魔術だなんて……。お師匠さま、ご自分が大魔術師みたいな言い方はどうかと思います」

『そんなつもりはこれっぽっちもないのである！　そも大魔術とは本来、複数の魔術師の連文詠えい唱しようにより行われるもの。それを単身可能とする大魔術師が別格なのは当然であるが、だからといって複数の術者が執とり行う大魔術の格が落ちるわけではないのである』

「それは一理ある。ひとりでも大魔術、ふたりでも大魔術だ」

「お師匠さまがまともな意見を口になさるなんて……」

　イアンとステラが感心のため息をこぼす。

　弟子の言葉に引っ掛かるものを感じつつも、ヘキサグラムは構わず続けた。

『往ゆくぞ。魔獣どもの魂たましいに恐きよう怖ふを刻み込んでやるのである』

「──そうですね。分かりました。やりましょう、お師匠さま」

　おっとりと頷うなずいたステラは『大悪魔メフイストフエレス』ローブの裾すそを翻ひるがえし、ヘキサグラムの魔導書を大きく広げた。

　連文詠唱には時間を要する。が、その時間は、ローリエや学生魔術師たちが充じゆう分ぶんすぎるほどに稼いでくれるはず。

　先んじて呪文を紡つむいだのは、師の魔導書を聖遺物として掲げたステラ。

　彼女の『星条青玉スターサフアイア』の瞳が、紺こん碧ぺきの輝きを放つ。

「七つの罪の一欠けよ、天を妬ねたみし悪魔の王よ──」

　ヘキサグラムもこれに続く。

『汝なんじ、三頭一いつ対ついを成す鱗、地獄の大海、捻ねじれし蛇じや竜りゆう』

　ふたりの詠唱に呼応するかのように、客船を中心として、周囲の海が波立ち始めた。

　さらにその異変は、海域全体へと広がる。

「其そは混こん沌とんの渦うずに存ながらえる存も在の」

『其は暗き淵ふちの底に在ありし存も在の』

　両者の魔力の昂たかぶりとともに、いつしか大気までもが冷気を帯びていく。

「我らは求めエロイム・訴えたりエツサイム」

『我らは求めエロイム・訴えたりエツサイム』

　連文詠唱の締しめくくりともに。

　ステラの六条の星の眼まな差ざしが、前方の魔獣たちを捉とらえる。

「悪魔王デヴイルロード『海帝レヴイアタン』!!」

　その名とともに放たれた魔力は、魔導書から発せられた光の召しよう喚かんゲートを海面に描えがくとともに、遠景の霊れい峰ほうにさえひけを取らない巨きよ大だいな海かい竜りゆうを呼び出した。

『終末のタイダル・大崩海カタストロフ!!』

　ヘキサグラムが叫ぶ。

　現世にて海竜の姿を得た悪魔王デヴイルロードの一柱は、類たぐい稀まれなる召喚術師の師弟の魔力に導かれ、周囲全ての海域と同化し、大おお津つ波なみと化した。

　万物を押し流すその勢い、天を突つくその高さたるや、ローリエのプラチナドラゴンさえ軽々と飲み込むほどの威い容ようであった。

　慌あわてて回かい避ひするドラゴンを尻しり目めに、彼女たちが蹴散らしていた魔獣の第三派から後方に続く第十一派まで、迫せまり来る大軍勢の全てを、激しい魔力を放つ洪こう水ずいとともに怒ど濤とうの勢いで押し返していく。

　真しん紅くの水平線は、黒い大津波に吞のまれて瓦が解かいした。

『どんなもんである。これぞ我ら師弟の召喚奥おう義ぎである！』
















「まだです！」

　超ちよう規模の大魔術召喚を行ったせいで魔力が底をついたヘキサグラムをポイと放ほうり捨て、ステラは自前の電子魔導書ｅ‐グリモワールを手に、歓かん声せいに沸わく生徒たちに発はつ破ぱをかける。

「散り散りになった魔獣の生き残りの各個撃げき破は、みなさんよろしくお願いします！」

　現在肉眼で確かく認にんできていた大多数が海の底に沈しずんだとはいえ、幻界翠域リバーシ・ブルーを目指す魔獣たちが全ぜん滅めつしたわけではない。ましてや、すぐにも他ほかの海域から新たな魔獣たちが集結してこないとも限らない。

　次戦に備えて陣じん頭とう指揮を執るステラを尻目に、イアンは律りち儀ぎにも魔導書を拾い上げた。

　魔法陣のページを開いて口にしたのは、素そ朴ぼくな疑問。

「ヘキサグラム殿どの。誰だれにでも優やさしい彼女がきみにだけはやけに手厳しい気がするのだが、心当たりはあるのか？」

『もしかすると……去年ステラ嬢が我輩のゼミにやって来た際、まだ初うい々ういしかった彼女に、なにがエロイムエッサイムであるかエロいのはステラ嬢である！　と言ってしまったことを未いまだに根に持っているのであろうか？』

「……やれやれ。それは自業自得だな」

　イアンも、お喋りな魔導書をポイと放り捨てることにした。
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　一方、ブランは漆しつ黒こくの魔ま術じゆつローブを身に纏まとい、空飛ぶ箒スカイ・スウイープに跨りアンジェの後を追って樹海の奥を目指していた。

　デュセルも、カリナンの王おう笏しやくを箒ほうきに見立てて腰こし掛かけ、ブランの隣となりを並走している。

「うわああああああああああああん！　高いよ怖こわいよ落ちるよおおおおおおおおっ！」

　ただし副会長は箒の扱あつかいが下手ということで、ブランの後ろに乗せてもらっているにもかかわらず、先ほどからびーびーと泣き喚わめいていた。

　せっかくの魔術ローブの晴れ姿だというのに、ブランの背中に抱だきついて泣きじゃくる今の様子は、控ひかえめに言ってもあまりに情けない。先ほど出しゆつ撃げき前にあれだけ勇ましいことを言っていたアルテナ皇女は、いったいどこに行ってしまったのか。

「なぜだろう……密着されているのに嬉うれしくない……」

　抱きつかれているブランも、ややげんなりとした面おも持もちで辟へき易えきとしている様子だった。

　背中に押し当てられている柔やわらかな感かん触しよくは、たわわなデュセルや圧あつ倒とう的なステラに比べればまるで頼たよりない。そしてそれ以上に、泣き叫ぶ副会長本人がやかましい。

「ちぇー、いーなー」

　まったく楽しげではないふたり乗りをしているはずなのだが、並走するデュセルはどうしてだか先ほどから副会長を羨うらやましげに見つめている。代わりたいのならぜひとも後ろと代わってくれと思ってしまうブランであった。

「そーいえばブラン、十年前におねーちゃんさんの体が引きずり込まれたのはウエノの門なんでしょ？　それがどーして、樹海の門から出てきちゃうの？」

　と、不意に素朴な疑問を感じたのか、デュセルは飛行を続けながら眉まゆをひそめた。

「さあな。そればっかりは原理の解明も難しい。なにせ門の向こうは言ってみれば異世界も同然だ。これは推測なんだが、おそらく門の向こうの世界は繫がっていて、どの門からでも自由に行き来できるんだろ」

「ふーん、そっか。なら魔神たちは普ふ段だんひきこもってて、世界のどこかで地獄の門が開くと出てきちゃうのね。……ん？」

　自分で口にして、なにか引っ掛かることがあったのか、デュセルは首を傾かしげた。

「……そこはあまりひきこもりを例に挙げて欲しくないんだが」

　対して、苦笑いを禁じ得ないブラン。

　世界中に点在する地獄の門は、大異変以前では合計七つ。

　旧きゆう暦れきには、今のルーヴル王国の首都パリに存在した鋳い型がたから造られた鋳ちゆう造ぞう品が、貴重な美術品として各地に設置されていた。魔法暦に入りそのうち三つがメトロポリタン大統領の手で破は壊かいされているものの、幻界翠域リバーシ・ブルーの門を含ふくめて、まだ四つも残っている。

　もしもこの機を逃のがせば、モリガンの肉体はまた門の向こうへ消えてしまうかもしれない。絶体絶命の窮きゆう地ちではあるものの、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスでもあった。

　アンジェと魔神たちの魔力反応は、真しん紅くに染まった蒼樹がブランたちの魔力探知を妨ぼう害がいしているせいで、今も感じ取れない。もしかすると戦いはまだ始まっていないか、あるいはもう終わってしまっているのかもしれない。

「アンジェ、ねえちゃん──くそっ」

　知らず知らずのうちに、ブランは箒をさらに速く走らせる。

　デュセルにもその緊きん張ちよう感かんが伝わったのか、彼女はまたしても妙みようにずきずきと痛む頭を振ふって、黄金の王笏に魔力を注いで加速する。

　しかし、この間もずっと真後ろでは副会長が泣き叫さけび続けているので、実際のところは緊張感もへったくれもなかったが。

「お前はさぁ……」

　再びブランが文句を口にしようとした、そのとき。

　毒気を抜ぬかれて緩ゆるんでいた口元が、すぐにも引き締まった。

　たどり着いた樹海の一角で、周囲の蒼樹が軒のき並なみ焼け落ちていたのだ。およそ半径一キロが焼野原となってしまっている。

　アルラウネの自じ爆ばく攻こう撃げきの爪つめ痕あとで間ま違ちがいない。おそらくは、この近くで先行したアンジェと魔ま神じんの戦いが繰くり広げられたのだろう。蒼樹が燃え落ちた一帯に出たため、魔力反応も感知できる。ブランとデュセルはすぐにも身構えた。

「ブラン、あそこ！」

「ああ、分かってる！」

　ふたりは副会長に構わずスピードを上げる。

　目指す先では、アンジェと四魔王フオーテリブルが魔神を相手に死し闘とうを繰り広げていた。

　加勢すべく急ぐブランたち。そんな彼らの視界に、焼野原となった地上に転々と転がる、果実のようなものが映った。

　実際には、ようなもの、ではない。よくよく目を凝こらしてみれば、それは確かに果実だった。蒼樹の果実ではない、なぜかブランには見覚えがあるような気がした。

「ブラン君、デュセル君、こっちへ来るなッ！」

　こちらに気づいたのか、遠くから、切せつ羽ぱ詰つまったアンジェの叫びが届く。

　その瞬しゆん間かん。

　眼下に転がる果実の全すべてが、大爆ばく発はつを起こした。

「なにっ!?」

　アンジェの注意勧かん告こくが届いていたおかげで、ブランもデュセルも間かん一いつ髪ぱつで急きゆう上じよう昇しようし、爆ばく破はを避よける。

　そんなふたりの視線の先には、度たび重かさなるアンジェたちの攻撃にびくともせず無言で佇たたずむ、布フ都ツノ御ミ魂タマを手にした木の魔神ドライアドの姿があった。

　ドライアドの緑の髪かみに実った果実。先ほど地上に転々としていたのは、その果実で間違いなかった。

　続けてドライアドは空いた手を髪の毛に突っ込み、無造作に新たな果実をもぎ取る。そして、それを上空のブランとデュセルに向け、全力で投とう擲てき。

「来るぞ、避けろデュセル！」

　叫ぶブラン。背後の副会長が気絶して静かになってくれたおかげで、デュセルとの連れん携けいがスムーズだ。

　着ちやく弾だん前に爆発した果実の範はん囲い内から退くブランとデュセルに対し、ドライアドはなおも二投目、三投目を次々と投げつけてくる。

「これじゃ近寄れないわよ！」

「行くぞ、七詠唱セブンキヤスト！」

　ブランは箒を乗り捨て、気絶した副会長を抱かかえて地上へと降りる。着地したブランの影かげが大きく広がり、中からモリガンを始めとした分身シヤドウたちが一いつ斉せいに姿を現す。

　順に『案山子スケアクロウ』『黒魔導師ウオーロツク』『錬金術師アルケミスト』『大賢者ワイズマン』『魔女ウイツチ』『女王クイーン』、そこに七シチ支シ刀トウを構えた魔術王たるブランを加えて総勢七名、魔術結社『七詠唱セブンキヤスト』。

　デュセルもカリナンの王笏を右手に構え、飛行中は柄つかに引っ掛けていた王おう冠かんを左手に抱えると、寄り添そうようにブランの隣に立った。

　集結したブランたちに向け、彼らの都合などお構いなしに次から次へと投擲されてくるドライアドの破壊の果実。飛来するそれら果実の全てを、モリガンの『影絵シヤドウアート』とウォーロックの二丁魔ま銃じゆうが撃うち落としていく。

　果実の爆ばく弾だんは全て空中で爆破され、黒こく煙えんがブランたちの姿を包み隠かくす。

「我が身は加速する！」

　煙けむりの中をスケアクロウが駆かけた。アンジェと四魔王フオーテリブルの加勢に向かったのだ。彼女たちは先ほどから持てる秘術と死力を尽つくし、ドライアドの鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ結界を切り崩くずそうと攻こう勢せいを続けている。

　が、スケアクロウの行く手に、天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリを手にした花の魔神アルラウネが立ちはだかった。分身シヤドウの進路上に霊れい脈みやくを伝って瞬間移動し、突とつ如じよとして現れたのだ。

　同格の敏びん捷しよう性を誇ほこる相手に、スケアクロウは足止めを余よ儀ぎなくされる。

「残念、引っ掛かりましたね！」

　しかしそのとき、アルラウネと対たい峙じしたスケアクロウの姿が、キツネ耳をぴょこんと立てた銀ぎん髪ぱつメイドへと変じる。最初から幻げん術じゆつで化けていたのだ。

　逆にウィッチが魔神を足止めしたことで、今度こそ正しよう真しん正しよう銘めいスケアクロウが煙の中から姿を現し、アルラウネの脇わきをすり抜けてアンジェたちの加勢へ向かう。

「ｅｅ？　ｅｅｅ？」

　スケアクロウを逃し、ウィッチは幻術を織り交ぜてちょこまかと回かい避ひ専念するばかりで、アルラウネはすっかり翻ほん弄ろうされた様子で聖遺物の神しん剣けんをぶんぶんと振りまわす。

「ｅｅｅｅｅＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ!!」

　やがて我が慢まんのピークに達したのか、ヒステリックな金切り声を上げながら全身を割って体内の無数の種子を晒さらすアルラウネ。

「同じ手が二度も通用するもんか！」

　瞬間、アルケミストが得意気に叫ぶ。すでに錬れん成せい陣じんは仕上がっていた。

　アルケミストの錬金術式が起動し、アルラウネを中心とした地面が隆りゆう起き。分厚い土ど壁へきで魔神の全方位を取り囲み、爆ばく裂れつ寸前の体を完全に覆おおい隠す。

「実は弾はじけるものだから、一度でも体を割ったら止めようがないだろ！」

　アルケミストの言葉どおり、アルラウネは自分で自爆を止めることができず、密みつ封ぷうされた土壁の中での爆発を余儀なくされる。閉じ込められた種子の全てが連れん鎖さ反応で互たがいを爆破し合い、魔神は自じ滅めつする。これでは、新たな本体として再生するために必要な種まで粉こな微み塵じんに吹ふき飛んでいてもおかしくはない。

「────!!」

　その光景に、初めてドライアドが声なき声で叫んだ。

　周囲一帯に張り巡めぐらされた彼女の根が地面の下から一斉に顔を出し、ブランたちやアンジェたち、この場の全員を狙ねらって鋭するどく回転しながら襲おそい掛かる。

「ａａａａＢＲａＨａＤａＢＲａＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　さらにドライアドは布フ都ツノ御ミ魂タマを振り上げて禁きん呪じゆを詠えい唱しよう、死をもたらす雷らい雲うんを生じさせて頭上からもブランたちを狙う。

　対してブランは、未いまだに気を失ったままの副会長をワイズマンへと押しつけ、デュセルとともに防御策を講じる。

「キャストオフ、八ヤ咫タノ鏡カガミ！」

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　ブランは術式解除したウォーロックの鋳型を、デュセルは右手の王おう笏しやくを掲かかげ、頭上からの即そく死しの雷らい撃げきに対して全員分の防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつを重ねる。

「キャストオフ、七星剣グランシヤリオ！」

　同時にアンジェが化身アバターエンプレスを術式解除、その鋳型である魔ま剣けんを加勢に駆けつけたスケアクロウへと放ほうり投げる。

「我が身は加速する、誰だれよりも速く！」

　すぐにもスケアクロウは七星剣グランシヤリオを手に、加速魔術の二重起動デユアル・トリガーを発動。持ち前の速度と無類の切れ味を誇る魔剣でもって、単身ドライアドの根を斬きり倒たおしていく。

「礼は言わなくていいよ」

　敵の攻撃を凌しのぎ切り、アンジェは僅わずかに後退してブランたちと合流しつつ、ぬけぬけとそう言った。

「礼は言わねえよ。言いたいのはむしろ文句だ！」

　七支刀と神鏡を構えながら、ブランは師し匠しようを邪じや険けんに睨にらむ。

「フフッ……まさか私が、死ぬつもりで無む謀ぼうな戦いを挑いどんだとでも？」

　緑柱エメラルド石碑文タブレツトを手にしたアンジェに問われ、言葉に詰つまるブラン。

「ここで死ぬつもりはないよ。そして、魔神にキミたちを殺させてやるつもりもない」

「そりゃ、おれたちだって死ぬのはまっぴらごめんだ」

「……なら、モリガン・ブラックバーンの肉体は諦あきらめたまえ。手を抜いて勝てる相手ではないよ。キミにできないのであれば、私が彼女を討うつ」

　冷れい酷こくとも言えるアンジェの言葉。

　ブランは今度こそ本当に返答に詰まった。魔神と化した姉の体を取り戻もどす──だがその目的を達成するには、魔神の女王ティターニアを無力化しなければならない。

　眷けん属ぞくであるアルラウネとドライアドですら、破格の戦せん闘とう力を有している。そして見た目は人型であろうと、すでにその身体構造は完全に怪かい物ぶつの類たぐいだ。心のどこかで、ブランにも、姉の肉体をもとのまま取り戻すことなど不可能ではないか、という思いがあった。

『心構えと覚かく悟ごだけはしておけ』

　イアンの言葉が、再び心に刺ささる。そして、アンジェの言葉にたじろぐ弟の姿を不安そうに見つめるモリガンの視線も。

　ティターニアとの戦いに臨むにあたり、心構えも、覚悟も、まだ足りていない。

「……そういえば、ティターニアは？」

　そこでブランは気づいた。

　土壁に埋うもれたまま自滅したアルラウネ。そして半身を倒された怒いかりに猛たけるドライアド。しかし肝かん心じんのティターニアの姿が戦場に見当たらないことに。

「キミたちが来るまでに何度か攻撃を受けた。今はただ身を潜ひそめているだけだろうね」

「身を潜めるって、どこにだよ」

　周囲一帯をぐるりと見回す。が、一面が焼野原で身を隠す場所などどこにもない。

　するとアンジェは、ブランの足元を見下ろした。

　否いな。正しくは、ブランの足元に広がる彼の影を見たのだ。

「どうやら相手にも使えるらしい……キミのお姉さんと同じ我流術式がね」

「まさか、『影絵シヤドウアート』か!?」

　ブランの言葉に、彼だけでなく分身シヤドウ全てが驚きよう愕がくと警けい戒かいの面おも持もちを浮うかべる。

　だが、姿の見えないティターニアにばかり気を取られるわけにもいかない。未だドライアドは健在で、再び攻撃態勢に移ろうとしていた。

　──そのとき。

「ブランドン！　後ろだ！」

　ワイズマンの手で小こ脇わきに抱えられていた副会長が、目を覚ますなり、鋭く叫さけんだ。

　慌あわてて自分の背後に伸のびる影へと目を凝らすブラン。だが──

「違ちがう！　モリガン姉の後ろだ！」

　副会長の叫びを耳に、ブランは幼おさな姉あねへと視線を巡らせる。

　目に映ったのは、今も不安の表情を浮かべていた九歳の姿のモリガン。そして、彼女の影からゆっくりと姿を現す、十九歳に成長した姉の肉体──魔ま神じんティターニア。

　その『暗黒物質ダークマター』の虚うつろな瞳ひとみと、背後を呆ぼう然ぜんと振ふり返ったモリガンの瞳が、交こう錯さくする。

「ねえちゃん、逃にげろーッ！」

　焦しよう燥そうの叫び声を上げるブランの脳のう裏りに、十年前に地じ獄ごくの門へと引きずり込まれたモリガンの姿がよぎる。しかし、モリガンの足は完全にすくんでしまっていた。

　弟の分身シヤドウに魂たましいを封ふうじられたモリガンの心は、成長することなく、今も幼い子どものまま。魔神と化した自らの肉体の悲ひ惨さんな末路に、身の震ふるえを止められずにいる。

「くそっ！　間に合え！」

　ブランは姉を守るべく、すぐさま駆け出す。

　だが。その瞬しゆん間かん、モリガンの背後に忍しのび寄っていたティターニアの姿が影かげ法ぼう師しのように突とつ然ぜん搔かき消える。

　影から影へと移動して次に魔神が姿を現したのは、ブランの背後だった。

　生きとし生ける者の魂を砕くだくという魔神の腕うでが、ゆっくりとブランへと伸ばされる。

　その光景に、モリガンが、デュセルが、副会長が、悲鳴を上げた。

　先ほどまで狙われていたモリガンに気を取られていたせいで、分身シヤドウたちの対応も遅おくれてしまった。

　──そんな中。

　たったひとり、間に合った。

「だから言ったじゃないか、バカ弟で子し」

　アンジェだ。彼女はブランの体を突つき飛ばして、ティターニアの振り上げた腕の前にその身を晒す。咄とつ嗟さの行動であったため、弟子をかばうのが精せい一いつ杯ぱい。この上さらに彼女自身が身をよじって攻こう撃げきを避よけるような時間は、残されていなかった。

　そもそも──死にたがりの大魔ま術じゆつ師しは、防御に関しては完全に素人しろうとなのだから。

　今さら未来に希望を持ったところで、身を守る術すべのなさは、どうにもならない。

　闇やみを纏まとって漆しつ黒こくに染まったティターニアの腕が、アンジェの胸にずぶりと突き刺さり、心臓ごと、その魂を握にぎり潰つぶす。

　瞬間、アンジェの全身を、初めての感覚が襲う。彼女が今まで自らの肉体を使って試行錯さく誤ごしてきた死の実験のような、酷ひどい苦痛や恐きよう怖ふをもたらすものではない。

　ただ、無くなる。ただ、消えていく。喜き怒ど哀あい楽らくの感情、千年ぶりに抱いだいた生への渇かつ望ぼうが、暗くら闇やみに溶とけ込むように塗ぬり潰されていく。

　アンジェの『緋緋色金レツドオリハルコン』の瞳から光が消え、心臓を潰され魂を砕かれた彼女の体は、糸の切れた人形のようにその場に打ち捨てられた。

　同時に四魔王フオーテリブルも、持ち主を失い、聖遺物へと還かん元げんされる。魔力供給が途と絶だえ強制的に術式が解除されたのだ。

　──いくらアンジェが『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の大魔術附ふ与よをその身に纏おうとも、あくまでそれは、万にひとつ、億にひとつ、兆にひとつの勝ち目があってこそ効果を発揮する術式。勝率がゼロであるのなら。何度戦おうとも決して勝てないのであれば。敗北の運命を避さけることはできない。

「噓うそだろ、アンジェ。だってお前は、不老不死なんだろ……？」

　ブランが震える声で語りかけようとも、アンジェの口元にいつものミステリアスな笑えみは浮かびはしない。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのブランを前に、ティターニアがあどけない哄こう笑しようを響かせる。

　そして魔神の女王は、足元の影かげにその手を沈しずめると、中から天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリと花の魔神の種を取り出した。

　種は地面に蒔まかれた途と端たんに芽め吹ぶき、蕾つぼみが花開いて花の魔神アルラウネとして再生する。おそらくは、アルラウネが自滅した際、ティターニアが『影絵シヤドウアート』を用いて土壁の中から種のひとつと聖遺物を回収していたのだろう。

　悠ゆう然ぜんと佇たたずむ魔神の女王ティターニア。そして、神しん剣けんを手に妖あやしく咲さき誇ほこるアルラウネと、同じく神剣を手に大地に根差したドライアド。

　アンジェが倒れ、四魔王フオーテリブルも消しよう滅めつ、しかし魔神たちは今なお健在であった。

　そして、このあまりにも最悪の事態の中で──

　群ぐん青じよう色いろのポニーテールの少女が、力なく立ち尽つくしていた。

　彼女の眼まな差ざしは、ティターニアが大魔術師の魂を砕いた瞬間からずっと、魔神の女王だけに向けられていた。

「同じだ──」

　三み度たびずきずきと痛む頭を抑おさえながら、デュセルは呟つぶやく。

　今しがたの光景に、彼女は見覚えがあった。

「なんで、忘れてたんだろ……」

　それは、あまりにも悲しい光景だったがゆえに。

　十年前の、子どものころのデュセルには耐たえられない光景だったがゆえに。

　今まで忘れていたのは、父デュークフリードが半はん狂きよう乱らんになった娘むすめを憐あわれみ、魔術で記き憶おくに細工を施ほどこしたからだ。せめて、二度と思い出さなくても済むようにと。

　あの日──ルーヴルとアルビオン両王国の記念式典が行われた夜。パーティの歓かん談だん後、宮きゆう殿でんに持ち込まれた貴重な聖遺物を、デュセルと母は眺ながめていた。

『デュセル。これはね、地獄の門の鋳い型がたなの。旧きゆう暦れき時代、これにブロンズを流し込んで、世界に七つ、門の鋳ちゆう造ぞう品を造ったそうよ』

　それが、亡なき母、故アルビオン女王の最さい期ごの台詞せりふだった。

　突とつ如じよとして鋳型の門が音を立てて開き、暗闇の中からダイヤモンド位階の魔力を欲ほつした黒い少女が現れた。今デュセルの目の前にいる幼いモリガンと同じ背格好で、同じ容姿で、同じ顔で──瞳だけが、ティターニアと同じ『暗黒物質ダークマター』だった。

　黒い少女は、幼いデュセルをかばった母へと手を伸ばし、先ほどブランをかばったアンジェにしたように、その魂を砕いた。それが、封じられていた記憶の光景。




「あなたが、あたしの母さまを、殺したんでしょ──？」




　デュセルは、成長したティターニアの姿を見て、ぽつりと呟いた。
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　ブランはデュセルの告白を耳にし、がっくりと膝ひざをついた。

「おれのせい、だったのか──……」

　跪ひざまずいたまま、涙なみだに濡ぬれたデュセルの横顔を見る。

　デュセルの母であるアルビオン女王の暗殺事件。それがティターニアの仕し業わざであるというのなら。それはつまり、姉の肉体が魔神の依より代しろとなってしまったために起きた悲劇で、ひいては、ブランが魔力暴走を起こしてしまったせいで死を招いたに他ほかならない。

　もしも幼いブランが、魔術実験などに手を貸さなければ──

　モリガンが体を失うこともなかった。健けな気げな姉に、いつまでも子どものままなどという惨みじめな思いをさせずに済んだのに。

　カグヤとタケトリというふたりの少女が命を落とすこともなかった。幼おさな馴な染じみの皇女に、十じゆう字じ架かを背負わせずに済んだのに。

　デュセルの母親が死ぬこともなかった。かけがえのない親友に、母との死別などという、悲しい経験をさせずに済んだのだ。

　ブランさえいなければ、デュセルは最愛の母と弟を失うことなく、父や姉たちとも仲なか違たがいすることなく、ロンドン塔とうに幽ゆう閉へいされることもなかった。

　友だちだって、望むままに、たくさん、たくさん、作れたはずなのに。

　デュセル・デュランダルの人生が不幸になったのは、彼女のかけがえのない全すべてが奪うばわれたのは、今までずっと彼女が泣いてきたのは、全て、自分のせい。

　全部、ブランドン・ブラックバーンのせい。

　──なにが、デュセルの気持ちの代弁だ。

　彼女の父、デュークフリード・デュランダルを殴なぐりつけたときの記憶が甦よみがえる。

　──なにが、デュセルの分だ。なにが、これもデュセルの分だ。なにが、全部まとめてデュセルの分だ。

　あのとき、殴られなければならなかったのは、ルーヴル王などではなかった。得意げに魔術王などと名乗っていた、王様気分の愚おろか者だったのだ。

　心の折れる音が、聞こえた気がした。

　今が戦せん闘とう中だということも忘れ、ブランは両膝を地面についたまま、がっくりとうなだれる。

　──そのとき。

「どーしてブランがめそめそしちゃうのよ！　シャンと立ちなさい、おねーちゃんさんの体を取り戻もどすんでしょーが！」

　立ち上がる気力さえ潰ついえたブランに発はつ破ぱをかけたのは、封じられていた記憶を取り戻し、母の死の真相を知ったはずのデュセルだった。

　にもかかわらず、彼女は自力でショックから立ち直り、涙をぬぐって、いつもどおりの姿でブランの隣となりに立っていた。

「だって、お前を不幸にした元げん凶きようは、おれじゃないか──」

　ブランは、自分のせいで苦しめられてきた少女の顔が見ていられず、目を背そむける。

　しかし少女は『青金剛石ブルーダイヤモンド』の瞳を凜り々りしく輝かがやかせ、毅き然ぜんと背筋を正して魔ま神じんたちに向き直り、青いポニーテールをなびかせる。

「そんなの終わった話でしょ!!」

　デュセルが叫さけぶ。

「あたしの親友が、望んでそんなことするワケないじゃない!!　ブランは誰だれかのために体を張れる、あたしが憧あこがれる、人助けできる素す敵てきな男の子なの!!　あたしがブランを責めるはずなんかないし、誰かがブランを責めるならあたしが出て行ってやっつけてあげる。母さまだって、そんなあたしを応おう援えんしてくれるに決まってる!!」

　ブランは思う。折れた心に、添そえ木してもらえた気がしたと。

「──あいよ」

　デュセルの言葉に頷うなずくと、ブランは立ち上がり、その口元に不敵な笑みを取り戻す。

「おれ、お前が親友で良かった」

「ふふーんだ、今ごろ分かったの？」

　七支刀を構えて隣に並ぶブランの姿に目を細めたデュセルも、母の形見の王おう笏しやくを雄お々おしく振ふりかざす。

「ここで決着をつけるぞ。不可能を覆くつがえす、七詠唱セブンキヤストの名にかけて！」

　ブランの言葉に、分身シヤドウたちも気力を漲みなぎらせる。先ほどまで口元を両手で押さえて打ち震ふるえていたモリガンも、戦意を取り戻して戦列に加わった。

　副会長も、ブランとデュセルの隣に並ぶ。

「デュセル殿でん下かは、ハートが男前なのだな」

「なにそれ？　もしかしてばかにしてる？」

　副会長の褒ほめ言葉に、デュセルは眉まゆをしかめた。

「それにその、殿下って呼び方やだ。そっちがその気なら、あたしだって副会長陛下って呼んでやるもん。やーい、へーかへーか」

「そ、それはわたしも勘かん弁べんして欲しい」

「だったら呼び捨てにして。あたしたち、もう友だちでしょ？」

「えっ……」

　屈くつ託たくのないデュセルの満面の笑みに、副会長の頰ほおがほんのりと赤らむ。

「楽しいお喋しやべりはあとにしろ！　来るぞ！」

　ブランの叫びが響ひびく。

　次の瞬しゆん間かんには、ティターニアに先んじてアルラウネとドライアドがそれぞれ天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリと布フ都ツノ御ミ魂タマを手に、襲おそい掛かかってくる。

「カグヤ、タケトリ──わたしはお前たちを終わったことにはできない。わたしは今まで前を向いて歩いてこなかったから、そんな資格もない。だけど、決めたんだ。これからわたしは、前を向いて進んでいくんだ！」

　意を決した副会長の言葉に応じたかのように。

　ブランの手元で、八ヤ咫タノ鏡カガミが輝いた。

「これはまさか……！　副会長、こいつを使え！」

　ブランが放ほうり投げた破は邪じやの神鏡は、副会長の手に渡わたった途端、その輝きをさらに増していく。

「色しき即そく是ぜ空くう！」

　副会長の呪じゆ文もん詠えい唱しようとともに、鏡の神器は闇やみ夜よを照らすほどの閃せん光こうを放ち、斬きり込んできたアルラウネを撃げき退たいし、投とう擲てきされてきたドライアドの果実を一いつ掃そうする。

　今まで微み塵じんも役に立っていなかったのが噓うそのような、驚おどろくほどの魔力放出量だった。

「こ、これはいったい!?　もしかしてわたしはとても強かったのか!?」

　神鏡を聖遺物として魔術を行使した副会長自身が、誰よりも一番驚いている。魔神を押し返すなど、逆立ちしたって不可能なはずなのに、と。

「アルテナの玉璽レガリア級聖遺物『三種の神器』──どうやら本来の持ち主に共鳴して、魔力が倍増したみたいだな」

　ブランの脳のう裏りに、副会長が草クサ薙ナギノ剣ツルギを手にしたときの情景が思い返される。あのときも、神剣は彼女の意志に呼応して輝きを放っていた。皇女と神器の共鳴。彼女の秘密を暴あばくためにブラン自身が使った手だ。

　もともと三種の神器は、アルテナの王権象しよう徴ちようとして皇位継けい承しようとともに代々の『ミカド』へと受け継つがれてきたもの。

　アルテナ皇女である副会長の手に委ゆだねられ、神器自体が彼女を主あるじと認め、今まで秘めていた本当の力を発揮したのだ。

「キャストオフ、草クサ薙ナギノ剣ツルギ！」

　すかさずブランはスケアクロウを術式解除。スケアクロウは手にした七星剣グランシヤリオをブランに託たくすと、その姿を鋳型の神しん剣けんへと戻す。

　これで、ふたつ目の神器が副会長のもとへ。

「空くう即そく是ぜ色しき！」

　神剣と神鏡を両手に構え、副会長が魔術を放つ。

　本領発揮したふたつの神器は、副会長自身の魔力とともに共鳴し合い、さらに無む尽じん蔵ぞうに魔力を増していく。その閃光は、身構えた魔神たちをたじろがせるほどだった。

「ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ!!」

　アルラウネは凶きよう相そうを浮うかべ、狙ねらいを副会長に絞しぼり、自らの神剣で魔力光を切り払はらいながら再度襲い掛かってくる。

「ねえちゃん！」

「うん！　おねえちゃんにお任せだよ！」

　掛け声を合わせるブランとモリガン。

「キャストオフ、八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマ！」

　剣、鏡に続き、勾玉。これで全ての神器が副会長のもとに集つどう。

「我が聖句よ響けホーカス・ポーカス！」

　あわせてデュセルが副会長に身体能力倍増の魔術を附ふ与よ。

　迫せまるアルラウネを迎むかえ撃うつは、三種の神器を揃そろえた、アルテナの正統皇位継承者。

　その瞳ひとみが、在ありし日の蒼樹のように、強い魔力光とともに新たな輝きを放つ。神器の魔力と共鳴し合うことで、副会長の位階が『聖藍サンタマリア水宝玉アクアマリン』へとランクアップしたのだ。

「まさか、後こう天てん覚かく醒せい!?」

　その光景にはブランも驚かされた。魔ま術じゆつ師しの素質である青い瞳の位階は、先天的なもの。ただし極きわめて稀まれな事例として、何らかの理由で生まれながらの魔力量を上回る現象が確かく認にんされている。それが後天覚醒だ。よもやこの土ど壇たん場ばで起きるとは──

　副会長は、変わり果てたかけがえのない自分の半身を見、新たに覚醒した瞳に涙を浮かべる。だが、それも一瞬。

　爆はぜるように彼女は駆かけた。

　スケアクロウさえ凌りよう駕がする、ここ一番の脚きやく力りよくで。

「天てん魔ま覆ふく滅めつ！」

　副会長の瞳と同じ藍らん緑りよく色しよくに輝く草クサ薙ナギノ剣ツルギと、魔神の魔力でどす黒く染まった天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリが、真正面から打ち合う。

　そのまま鍔つば迫ぜり合うかに見えたが、不ふ浄じようの魔力は瞬時に神器の魔力で打ち消され、アルラウネの神剣は弾はじけ飛ぶ。

　そして、変わり果てたカグヤ・カグツチの肉体に浄化の一いち撃げきが叩たたきこまれた。

　断だん末まつ魔まを上げる暇いとまさえない。無限の再生力を誇ほこるはずの魔神の肉体が、まるで花が枯かれて風化するように、神器の輝きの中で消しよう滅めつする。

「ＡＡａａａＡａＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　今度こそ本当に半身を失ったドライアド。その怒ど声せいが咆ほう哮こうとなって樹海全体に木霊こだました。仇かたきである副会長に向け、禁呪の雷らい撃げきが、破は壊かいの果実が、地中の根の群れが、一いつ斉せいに襲い掛かる。

「──おれの生徒に手を出すんじゃねえよ」

　それら全ての攻こう撃げきを、サングラスをかけた老教授が阻はばんだ。

　ブランの老年期の分身シヤドウ、ワイリー・ワイズマン。長身の老紳しん士しは、教授用の魔術ローブを優ゆう雅がにはためかせ、教え子を守るようにドライアドに向けて歩を進める。

「では諸君、講義を始めよう」

　誰ともなく大おお仰ぎように口上を述べるワイズマンに対し、再びドライアドは持てる全ての手段で攻撃を仕し掛かける。

　が、まるで手品のように、雷撃も果実も根の群れもワイズマンや副会長に届く前に迎げい撃げきされていく。目を凝こらしてみれば、空中に大量の紙し片へんが舞まっていた。

　千、万、あるいはそれ以上の単位で飛び交かう、古びたページの群れ。

「きょうの講義内容は、おれが独自に開発したこの魔術の構造理解について。言うなれば種明かしだ」

　後ろ手に腕うでを組み、悠ゆう然ぜんとした仕草でワイズマンは言葉を続ける。

　口くち髭ひげごと口元をニヤリと吊つり上げると、無数の紙片は指向性を与あたえられてドライアドの防ぼう御ぎよ結界へと殺さつ到とうする。

「参考にしたのは、分身鋳造型化身アバター『死霊術師ネクロマンサー』の特化機能だ。本来、分身シヤドウが分身シヤドウを鋳造したところで自我は宿らない。あの女はそこに低級霊れいを憑ひよう依いさせて分身シヤドウもどきを造っていたが、おれの術式では自我のないコピーそのものを利用する」

　後ろ手に組んでいた腕のうち、左手を前に。

　先日の暴走時のように、その輪りん郭かくがほつれ、新たな無数の紙片を生み出す。

「このページ一枚一枚を己おのれの肉体と定義し、不完全な『分身鋳造シヤドウキヤスト』を用いて大量のコピーを量産していく。ただの紙切れの複製など簡易術式で充じゆう分ぶんであり、増産も容易で魔力消費も軽けい微び。そのため、敵の行動を阻むために要するページ数も、あっという間だ」

　ワイズマンが鋳造した自身のコピーたる無数の紙片は、講義中に横やりを入れられないようティターニアの動きさえ牽けん制せいしていた。

　それらが本当にただの紙切れなら、魔ま神じんの女王が手出しを控ひかえる必要はない。ティターニアは、紙片の全すべてに宿る不気味な魔力反応を感知していたのだ。

「そして──」

　ワイズマンが指を鳴らした。

　その瞬間。ドライアドの結界に張りついていた全ての紙片と、ティターニアの周囲を取り囲んでいた全ての紙片が、一斉に起き爆ばくした。

　闇夜が一変して光に染まり、鉄てつ壁ぺきの魔術結界さえ吹ふき飛ぶ。

「簡易分身シヤドウとして量産した全てのコピーに、附与魔術エンチヤントでルーン文字を刻む！　今回の講義では火を意味する『∨ＫＥＮ』の文字を用いた。そちらの花の魔神のように、なにもかも爆ばく破はするなどという優雅さに欠ける真ま似ねはせん。おれの得意とする魔力探知で的確に攻せめどころを調べ上げ、そこに誘ゆう導どう、順次起爆し、殲せん滅めつする！」

　無数の紙片のコピー一枚一枚が、アルラウネの種子やドライアドの果実に匹ひつ敵てきするほどの超ちよう強力な爆ばく弾だんと化したのだ。分身シヤドウであり、なおかつ附与魔術エンチヤントを得意とするワイズマンにしかできない芸当であろう。

「これぞ、この『大賢者ワイズマン』の我流術式、名づけるならば『無法イリーガル・焚書ブツクメイカー』！」

　顎あご鬚ひげを撫なでながら、ワイズマンは不敵に笑う。

「ず、ずるいです！　自分だけ我流術式を編み出すなんて！」

「そうだそうだ！　ずるいぞワイズマン！」

　黙だまって聞いていたウィッチとアルケミストが、途と端たんに声を揃えて野次を飛ばす。

　鋳い型がたの状態へ戻もどっているスケアクロウとウォーロックも、この場にいればおそらく同様の反応を示しただろう。

「お前らとは、ここを使う頻ひん度どが違ちがうぜ」

　対してワイズマンは、他ほかの分身シヤドウたちへとこれ見よがしに、白しら髪が頭あたまを人差し指でトントンと叩いてみせた。

「ワイズマン教授、申し訳ありませんが、今の講義を聞いてもわたしはちんぷんかんぷんでして！」

　そんな中、いつの間にかちょこんと正座していた副会長が、真顔で口を開く。

「教え甲が斐いのないポンコツ魔術師め。だったらおれのゼミに来い。もう一度、懇こん切せつ丁てい寧ねいに最初から説明してやってもいい」

　ワイズマンはサングラスを取り、『青生生魂ブルーオリハルコン』の瞳を軽くウインクしてみせた。

「さあ、行ってこい」

　そうして、副会長を促うながす。見れば、後方からブランが七シチ支シ刀トウと七星剣グランシヤリオを二刀流に構え、防御結界を失ったドライアド目め掛がけて駆け出していた。

　副会長も、草クサ薙ナギノ剣ツルギと、魔神から解放された天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリを両手に握にぎり締しめ、幼おさな馴な染じみの後に続く。

「準備はいいか、ブランドン！」

「あいよ」

　ブランの『青生生魂ブルーオリハルコン』の右目と、副会長の『聖藍サンタマリア水宝玉アクアマリン』の瞳が交差する。

　駆けるふたりの進みを阻むべく、ドライアドは激げつ昂こうの面おも持もちを浮かべながらも、再び防御結界を張り巡めぐらせるために霊脈の魔力を吸い上げていく。

「させるかーッ！」

　ブランは結界が完成する前に宝刀と魔ま剣けんを介かいして、刃やいばを突つき立てたドライアドの根元に術式破壊の魔力を直接叩き込む。

「──すまないタケトリ。カグヤの分も含ふくめて、救い出してやるのが随ずい分ぶんと遅おくれたことを、この一撃で詫わびさせてくれ」

　同時に、副会長は二刀の神剣を構え、魔神へと挑いどむ。

　が、対してドライアドは声にならない叫さけび声とともに布フ都ツノ御ミ魂タマを構え、まるで木を飾かざる電でん飾しよくのように、全身に禁きん呪じゆの雷撃を帯電させる。絶対の防御力を誇る自身の肉体に雷撃を通電させ、攻撃してきた敵を感電死させるつもりなのだ。

　咄とつ嗟さの判断は一歩間違えば自じ滅めつしてもおかしくなかったが、賭かけに勝ったのは魔神側だ。ドライアドは死の雷撃を纏まといながらも健在。感電を避さけるため、ブランはすぐさま根元に突き立てていた二刀を引き抜ぬく。

　にもかかわらず、副会長は構わず突っ込んだ。

「おい!?」

　いくらローブに対黒魔術マテリアルスペル『攻撃呪文無効アンチマジツク』附与が施ほどこされているとはいえ、本当に魔神の攻撃呪文を完全にシャットアウトできるか、誰だれも試したことはないというのに。しかし副会長は微み塵じんも怯ひるまなかった。その肝きもの据すわりように、ブランさえ度ど肝ぎもを抜かれた。

「眠ねむれ、せめて安らかに！」

　神剣の切っ先が届く寸前、ドライアドは褐かつ色しよくの樹皮を硬こう化かさせてその身を固める。

　副会長が先に繰くり出した天アメ之ノ尾オ羽ハ張バリの一撃は強固な樹皮に弾はじかれた。続けて草クサ薙ナギノ剣ツルギを同じ場所へと突き立てるも、先せん端たんがかろうじて刺ささったのみ。

「先っぽだけでも、こなくそおおおおおおおおおおおッ!!」

「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

　副会長は弾かれた剣を投げ捨て、両手で草クサ薙ナギノ剣ツルギの柄つかを握り、半ば体当たりも同然の体勢で全身全ぜん霊れい全力と全魔力と全体重を乗せ、そのままドライアドの鉄壁の樹皮を貫つらぬく。

　防御特化の肉体を貫かん通つうし、深々と突き刺さる神器の神剣。寡か黙もくな木の魔神が最さい期ごに上げたのは、憤ふん怒ぬの絶ぜつ叫きようか、断末魔か。

　破は邪じやの魔力を増ぞう幅ふくさせた草クサ薙ナギノ剣ツルギが魔神と化したタケトリ・タケミカヅチの体を穿うがつとともに、その肉体も先のカグヤのものと同様、パラパラと崩くずれて風化していった。

　それに伴ともない、樹海全土に張り巡らされていた魔神の根も消滅。幻界翠域リバーシ・ブルーはその名の由ゆ縁えんたる輝かがやきを取り戻し、闇やみ夜よを、青い魔力光で月よりも煌こう々こうと照らし出す。

「わたしが今もおめおめと生きていられるのは、カグヤ、タケトリ、ふたりのおかげだ！　すまない、この恩だけは何千何万回生まれ変わっても絶対に忘れはしない！」

　即そく死しの感電を防ぎ続けた結果、あまりの負荷に桜色のローブが魔力の火花を散らす中、捨て身の一撃で魔神を倒たおした副会長。

　渾こん身しんの力を使い果たしたというのに、彼女は膝ひざを折ることなく、皇位継けい承しようの神剣を掲かかげたまま直立不動。アルテナ皇女として威い風ふう堂どう々どうとした振ふる舞まいを見せる彼女の長い黒くろ髪かみを、霊れい峰ほうから吹く風がなびかせる。

「……お前、魔神が最期に使った呪じゆ文もん、仕組みが分かった上で突っ込んだんだよな？」

「知らん！　皆かい目もく見当もつかなかったぞ！」

　念のためブランが尋たずねたところ、本当に何千何万回と死んでいてもおかしくなかったくらいに命知らずな答えが返ってきた。

「バカって怖こええ……」

　見れば他の分身シヤドウたちはもちろん、デュセルまでもが、胸のあたりを抑おさえて顔を青ざめさせていた。まさかあの状じよう況きようで突とつ撃げきするなどと、誰も思っていなかったのだろう。

「老骨の心臓を止める気か、あのポンコツ、絶対に補習で泣かしてやる……」

　頭を抱かかえたワイズマンの呟つぶやきに至っては、恨うらみ節も同然の声こわ色いろだった。

　──だが。

　そんな緊きん張ちよう感かんのない時間は、長く続かなかった。

　最初に異変に気づいたのはワイズマン。火のルーンの『無法イリーガル・焚書ブツクメイカー』で牽制していたはずのティターニアが、爆ばく発はつに紛まぎれて影かげの中へと姿をくらませていたからだ。

「どこから来るか分からん、細心の注意を払はらえ！」

　魔力探知でも影の中までは見通せない。ワイズマンの言葉に、誰もが警けい戒かいの面持ちで身構える。

「後は、ねえちゃんの体を乗っ取りやがった魔神だけか……」

「ブラン、でも、どうやっておねーちゃんさんの体を取り戻すの？」

　油断なく周囲を見回すブランのもとへ、同じくあたりに注意を払いながらデュセルが近寄ってきた。ふたりは自然と背中合わせに身構える。

「──副会長が覚かく悟ごを見せたんだ。なのに、おれがいつまで経たっても心構えも覚悟も決めないままってのは、対等じゃない」

　あまりに隙すきだらけの様子できょろきょろしている副会長を見、しかし自らの手で影かげ武む者しやの少女たちと決別した幼馴染の決意を見届け、ブランも覚悟を決めた。

「ねえちゃんの体は、別の方法で──おれが目指すべき『魔ま法ほう』でなんとかする。だから今は、ティターニアを討うつ！」

　ブランは七支刀と七星剣グランシヤリオを構え、姿を消した魔神の女王に対して宣告するかのようにそう叫んだ。

「どこからでもかかってきやがれ……」

　不敵な笑えみを口元に浮うかべ、ティターニアの出現を待ち構える。地じ獄ごくの門へ逃にげ込んだということはあり得ない。魔力反応こそないものの、濃のう密みつな圧あつ迫ぱく感かんが周囲の暗がりから発せられ続けているのだから。

　──そのとき。

　ブランの、デュセルの、その場の全員の顔が、不意に翳かげった。

「え──」

　眉まゆをひそめて頭上を仰あおいだブランの目に映ったのは、月明かりに照らされて大きく影を広げた、霊峰フジの威い容よう。頂から伸のびる影が樹海の一角を丸ごと覆おおったのだ。

　ティターニアはずっと、配下の魔神たちが討うち滅ほろぼされていくのを尻しり目めに、月の昇しよう沈ちんに合わせて霊峰の影が周囲を覆い尽つくす瞬しゆん間かんを、ただ待っていた──

　気づくのが、あまりにも遅おそすぎた。

　なぜなら次の瞬間には、魔神の『影絵シヤドウアート』に、全てが吞のみ込まれたのだから。
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　意識を取り戻したブランの視界に映った景色。

　それは、彼がこの世で最も見たくない光景だった。

　全てが漆しつ黒こく。その中で、影で作られた玉座に座る魔ま神じんの女王ティターニアと、彼女の両りよう隣どなりで影の鎖くさりで縛しばり上げられて吊つるされている、デュセルと副会長。

　見上げた空は黒い天てん井じようで覆われており、月も霊峰も見えはしない。

　影の中に閉じ込められたのだろうか。

　見れば、ブランの両りよう腕うで両足も、影と一体化した地面に埋まい没ぼつし、身動きできないよう完全に固められていた。そしてあろうことか、魔力も全すべて失われてしまっている。

　おそらくは魔神の影に吸い尽くされたのだろう。ブランの魔力が枯こ渇かつしたということは、分身シヤドウたちも人型を保ってはいられない。術式解除し副会長に託たくした三種の神器はもちろん、ワイズマン、ウィッチ、アルケミスト──健在だったはずの分身シヤドウの姿もどこにもない。

　敗北だ。生かされているのが不思議なくらいだ。

　しかしデュセルも副会長も、僅わずかに胸が上下している。まだ息がある。

「良かった……」

　決して安あん堵どのため息などこぼせる状況ではないにもかかわらず、そんな言葉が、ブランの口をついて出てしまった。

　だが──

　どうしてティターニアは、ブランたちの魂たましいを砕くだこうとはせず、こうして影の中に閉じ込めているのだろうか。

『ねえブランくん』

　初めてティターニアが口を開いた。『暗黒物質ダークマター』の瞳ひとみを愛いとしげにブランに向けたまま、モリガンそっくりの口調で、あどけない言葉を口にしたのだ。

「ねえ、ちゃん……？」

『ブランくんは、どっちがいい？』

　魔神相手に会話が成立しているのかどうかなど、分かるはずもない。

　だが、確かにティターニアは、ブランへと語りかけていた。

「どっちが、って……」

『あっちの子と、そっちの子、どっちに死んでほしい？』

「──ッ!?」

　虚うつろな漆黒の瞳をにたりと歪ゆがめて、およそモリガンがするはずのない邪じや悪あくな笑みを口元に浮かべながら、ティターニアはあどけなく小首を傾かしげていた。慟どう哭こくするブランの気など、まるで知りもしない様子で。

『それとも、こっちの子？』

　ティターニアは拾ってきた小石でも見せびらかすかのように、手のひらをパッと開いた。魔神の手のうちに囚とらわれていたのは、副会長に預けていた八尺瓊ヤサカニノ勾マガ玉タマ。モリガンの魂を宿した鋳い型がただ。

「ふざけるな!?　おれの親友に、幼おさな馴な染じみに、ねえちゃんに──」

『おねえちゃんも、ブランくんのおねえちゃんだよ？』

　見た目だけ十九歳のまま、幼おさな姉あねそっくりの仕草でティターニアは首を傾げた。

『魂が入ってないから、おねえちゃんになれないのかな？　ブランくん、ひどいね。でも、だったら、これで、いいのかな──？』

　ティターニアは大口を開けて、まるで葡ぶ萄どうの実を房ふさごとついばむかのように、口元へと勾玉の神器を運ぶ。

　その仕草はまるで──、モリガンの魂を、喰らう、かのように。

　ブランは動けない。魔術も唱えられない。十年前、地獄の門に姉を引きずり込まれて泣き叫さけんでいた幼いころと同じく、あまりに無力だった。ただ、咽の喉どを潰つぶすほどの絶叫だけが影に吸い込まれていく。




「我振り下ろすは、紅ぐ蓮れんに輝く星の涙なみだ」




　絶望の叫びに交じる、微かすかな声。

　暗くら闇やみの淵ふちから漏もれ出す呪じゆ文もん詠えい唱しようが、ブランの耳に届いた。

　見つけたのは、漆黒の影世界に微かに輝く、エメラルドの煌きらめき。

　──緑柱エメラルド石碑文タブレツト。

　そして、石板を力なく抱えた、赤毛の少女。

「アンジェラ……アンブロシア……」

　魂を砕かれたはずの大魔ま術じゆつ師しの名が、ブランの口をついて出た。




「落らく涙るいせし汝なんじ、数多あまたの光射さす永えい劫ごうの闇やみ」




　うなだれたままアンジェが呪文を唱えている。それもただの魔術ではない。大魔術師だけに許された単身での連文詠唱、大魔術だ。

『なにしてるの？　魂もないのに動いちゃだめでしょ？』

　ティターニアが無む邪じや気きに怒おこる。魔神の長い黒髪の一本一本が魂砕きの魔力を宿し、鋭するどく伸びてアンジェの体の各所を貫つらぬいた。




「無限の無、天の天てん蓋がい、凍こおれる宇そ宙ら」




　しかし、詠唱は止やまない。

　訝いぶかしむティターニアへと向けられる、禍まが々まがしいほどの意志の輝かがやきを放つ『緋緋色金レツドオリハルコン』の魔ま眼がん。その身に魔神の黒糸が迫せまり、幾いく度どとなく魂を砕かれようとも、緋ひ色いろの瞳の真しん紅くの煌めきが消えることはない。

　──確かに、魔神の女王は大魔術師の魂を砕いた。

　だが、『不老不死アンブロシア』の名を冠かんする魂は、傷つけられた傍そばから再生していく。彼女の魂を跡あと形かたもなく砕くには、彼女の身に宿る『魔法』と同じ総量の『魔法』、地獄の門に封ふうじられた『新世界創造ワールドエンド』の滅びの力が根こそぎ必要だった。

　ティターニアに宿った禁きん忌きの魔法は、あくまで幾いく分ぶんかの一欠け。

　身の程ほどを知れと、不老不死の大魔術師が嗤わらう。

　否いな。それはもう不死などという生なま易やさしい呪のろいではない。




「墜つい天てんの一ひと滴しずく、我が世界を砕き、万象を討ち滅ぼせ！」




　不老不滅の大魔術師、アンジェラ・アンブロシア。

　その奥おう義ぎが、今ここに完成する。




「星座崩しセレステイアル・の天鉄鎚メテオフオール──ッ!!」




　呪文詠唱の完成と同時に、ティターニアはアンジェの放った魔力の正体を悟さとったのか、すぐさま影世界を解除した。

　アンジェ、ブラン、デュセル、副会長、そしてティターニア。全員の姿が、樹海の一角の焼野原へと戻もどされる。

　青き輝きを取り戻した幻界翠域リバーシ・ブルーと、高くそびえ立つ霊れい峰ほう。全てが『影絵シヤドウアート』発動前と同じ景色だ。唯ゆい一いつの違ちがいは、夜空に灯ともる、真しん紅くの篝かがり火び。

「あれは──」

　その光景にブランが息を吞む。天空に浮かぶ赤々とした篝火は、刻一刻と、その輪りん郭かくを大きく広げていた。

　いや、あれは、落ちてきているのだ。天の光は全て星。そのうちのひとつが隕いん石せきとなり、この星の外からブランたちのいる地上へ向けて、大気圏けんを突つき破り、落下している。このまま地表に激げき突とつすれば霊峰は平地になり、幻界翠域リバーシ・ブルーの蒼樹は木片さえ残さずこの世から消え失うせるに違いない。

　それは、星を動かす大魔術。

　封ふう印いん指定された禁呪の中で『新世界創造ワールドエンド』に次いで最悪の禁忌とされる、絶対の破は壊かいをもたらす隕石落としメテオフオールの呪文だった。

　魔力どころか四し肢しを動かす力さえ残っていないブランにとっては、頭上の隕石は断頭台のギロチンも同然。デュセルや副会長にとってもそれは変わらない。

　確かにアンジェだけは死んでも死なないだろう。しかし、その理り屈くつはティターニアにとっても同じこと。『影絵シヤドウアート』を用いても巨きよ大だいな隕石の影かげから身動きはとれないが、彼女ひとりなら、魔神の身体能力で激突範はん囲いから逃のがれることは可能のはず。

　これでは結局、ブランたちだけが死んでしまい、先ほどまでの状じよう況きようとあまり変わりない。魂を砕かれて肉体が魔神となる最悪の事態だけは避さけられるかもしれないが、師し匠しようの親心と受け取るには葬そう送そうのやり方が派手すぎる。なにせ、星ひとつ動かしたのだから。

「このバカ師匠！　生き返ったばかりで寝ね惚ぼけてやがるのか！　お前、なんだってこんな最悪の禁呪を──」

　礼ではなく文句を口にしようとして、そこでようやくブランは気づいた。

　逃にげ道があるはずのティターニアが、頭上に迫る隕石を見上げたまま、表情を引きつらせて立ち尽つくしていることに。

「デュセル君を妬ねたもうが、副会長君を妬もうが、自分自身の魂を妬もうが──」

　呆ぼう然ぜんと空を見やるティターニアに対し、魔力を枯渇させてその場に力なく座り込むアンジェ。しかし彼女は、口元に笑えみを浮うかべて語りかける。

「もうひとりのモリガン・ブラックバーン……キミが闇の中で恋こい焦こがれた最愛の弟は、このままでは決して手に入らない。キミがブラン君の魔力や体力を奪うばい尽くしたせいで、彼にはもう逃げる術すべは残されていないのだからね……」

　アンジェには、確信があった。

　その確信が芽め吹ぶいたのは、仲なか睦むつまじかったアルラウネとドライアドの姿を目にしたとき。彼女らは魔神でありながら、生前の、人間だったころの残留思念に引きずられて行動していた。派手でお転てん婆ばなアルラウネと、地味で寡か黙もくで堅かた物ぶつなドライアド。彼女らを、ネクロマンサーは祖母や祖父にそっくりだと評していたではないか。

　魂のない抜ぬけ殻がらの肉体にも、思念が宿るのだとしたら。

　それはつまり、モリガン・ブラックバーンの肉体を依より代しろとした魔神ティターニアにも、幼姉モリガンに似た思念が宿っているということ。

　もちろん、魔神である以上は完全にモリガンと同じではない。『新世界創造ワールドエンド』が持つ滅ほろびの力の指向性のせいで、確実に歪みはしていた。

　だが──曲がりなりにもモリガンとしての人格が残っているのであれば、弟への愛は、どれだけ捻ねじ曲がっていようと彼女の中では絶対で、不ふ可か侵しんの、存在理由レゾンデートルであるはずだ。

　モリガン・ブラックバーンという全知全能の姉は、頭のてっぺんから足のつま先まで、ブランのためだけに存在しているのだから。

　弟のためならあらゆる苦難に立ち向かい、身を挺ていすることができる。

　弟のためなら、死ねる。

「ブラン君が生き残る道はたったひとつだよ……──キミが、あの隕石を止めろ」

　アンジェは悪女の笑みを浮かべ、ティターニアを焚たきつける。

「魔神の強きよう靭じんな肉体と魔力があれば、たかが石ころひとつ、なんとかできるだろう。もちろん、あの大質量と放熱だ。受け止めるなんてバカな真ま似ねをすれば、その代だい償しようにズタズタのボロ雑ぞう巾きんのように擦すり切れてしまうだろうね……」

　──ティターニアを、自じ滅めつさせる。

　それこそが、アンジェが導き出した、たったひとつの勝利の可能性。『主人公補正パツシブ・ヒーロー』の名に恥はずべき、邪悪な魔女の奸かん計けいだ。

　当然、本当にティターニアが弟のために自身を犠ぎ牲せいにするかどうかは、アンジェにとっても大博打ばくちであった。

　しかし、アンジェは賭かけた。

　彼女にとって最も大切なかけがえのないもの全すべてをチップに換かえて、全額賭けオールインに投じて、唯一の勝機に賭けたのだ。

「……だけど私の知っているモリガン・ブラックバーンという幼女は、弟のためなら確実に隕石の前に立ちはだかっただろうけどね…………キミにはできないのかい？」

　その、ダメ押しの挑ちよう発はつが、魔神の女王を動かした。

　ティターニアはなにも言わずにブランの姿を僅わずかに盗ぬすみ見した後、自身の影を膨ぼう張ちようさせて全身を覆おおい、影の翼つばさを広げて空へと飛び立つ。

　向かった先は、夜空を赤く染めながら地上へと飛来しようとする隕石。

　本当に止めようとしているのだ。魔神の女王の真意を知ったブランは、ただ呆然と、その背を見送ることしかできなかった。

　しばらくすると、遥はるか頭上で赤熱する隕石の落下速度が落ち、表面の各所にいくつかのひび割れがはしる。ティターニアが高速で激突し、受け止めたのだろう。

　あとは、隕石が地表に激突する前に魔神が破は滅めつの力を振ふり絞しぼって隕石を粉々に砕くだくのが先か、あるいは魔神が力ちから尽つきて隕石が真下にいるブランたちごと幻界翠域リバーシ・ブルーをこの地上から消し去るか、ふたつにひとつ。

「魔神に助けてもらうとはな……」

　最悪の敵だと思っていたティターニア──ひいては、空の向こうで自分のためにその身を燃やし尽くそうとしている姉の肉体を思うと、ブランは寂せき寥りよう感を覚えずにはいられなかった。見れば、憔しよう悴すいして気を失っていたデュセルと副会長も目を覚まし、心ここに在あらずと言った様子で、遥か上空で隕石を食い止めるティターニアの姿を見上げていた。

「……なにをボサッとしているのかな、三人とも」

　そのとき、アンジェが小さく口を開く。

　まだ、戦いは終わっていないと言わんばかりの口調で。

「じきに魔神の女王は隕石を破壊し、こちらへ戻ってくる。地じ獄ごくの門へと帰き還かんし、傷ついた体を癒いやすためにね……。迎むかえ撃うつにはそこしかない。ブラン君のおねえさんの肉体を取り戻すなら、それが最初で最後のチャンスだからね……」

　アンジェの言葉に、ブランは驚おどろいた。

「さっきは、ねえちゃんの体ごと魔神を倒たおすって言ってなかったか？」

「気が変わったのさ……。一度魂たましいを砕かれて、私も丸くなったのかもしれないね」

　しかし、迎え撃つにしても、この場の誰だれもが体力も魔力も尽きている。手負いとはいえ魔神を相手にできるだけの余力は残っていないはず──

　いや、ひとり例外がいた。

「これはどうしたことだ？　なぜだか魔力がぐんぐんと回復しているのだが……」

　副会長だ。彼女は自分のローブを見下ろし、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめている。だが確かに、彼女の魔力が著いちじるしく回復している事実は誰の目にも明らかだった。

　いくら副会長のローブに白魔術アストラルスペルの最上位附ふ与よ『常時回復リジエネレーシヨン』が施ほどこされているとはいえ、回復力も回復速度も尋じん常じようではない。

「……その瞳ひとみ、後こう天てん覚かく醒せいしたんだね。『聖藍サンタマリア水宝玉アクアマリン』の魔術特性は『共鳴波動』。身に着けた聖遺物や魔術ローブの魔力効果を増ぞう幅ふくするそうだよ……」

　呟つぶやくアンジェ。確かに、魔神を打ち倒したときの三種の神器の魔力増幅は、正統所有者の手に渡わたったという理由だけでは説明がつかないほどに強力だった。副会長が知らず知らずのうちに『常時回復リジエネレーシヨン』の効果を増幅しているように、ドライアドの結界に特とつ攻こうしたときにも、ローブに附与された『攻撃呪文無効アンチマジツク』が増幅されていたのだろう。

「どうりで……黒コゲにならなかったのはおかしいと思ったんだよな……」

「今ひとつピンと来ないのだが、つまりわたしは凄すごかった、ということだろうか？」

　副会長は未いまだに感電死を免まぬかれた理由が分かっていない様子で、自分がどれだけ危ない橋を突っ走ったかも知らないまま、しきりに首を傾かしげ続けている。

「あ！　だったら、こーすればいいんじゃない？」

　と、デュセルが急に副会長と手を繫つないだ。確かに手を繫げば、効果範はん囲いに含ふくまれるはず。目もく論ろ見みどおり、『常時回復リジエネレーシヨン』の効果がデュセルにも及およぶ。

「すごい！　なんだか、ぽかぽかしてきた」

　枯こ渇かつしていたデュセルの魔力が、まるで泉の湧ゆう水すいのように、見る見る回復していく。

「おいブランドン。その、なんだ、定員がもうひとり分、余っているんだが……」

　副会長が、空いたほうの手をこれ見よがしにブランに差し出してきた。

　──思えば、幼おさな馴な染じみ同士で手を繫ぐなど、何年ぶりだろうか。

「あ、あいよ……」

　なんとなく気き恥はずかしく思いながらも、ブランも副会長の手を握にぎり締しめた。確かに、驚きが顔に浮かぶほどの回復効果だ。すぐにも、『分身鋳造シヤドウキヤスト』の使用が可能なだけの魔力が漲みなぎっていく。

「……可能性で言えば、私の魂が砕かれながらも甦よみがえったのが、万にひとつ」

　そんな中、座り込んだまま、誰とはなしにアンジェは呟く。

「魔神たちの体に生前の記き憶おくが残っていたのが、億にひとつ」

　頭上では、巨大な隕石が魔神の力に屈くつし、とうとう砕かれていた。

　隕石の破は片へんは四方に飛び散り、流れ星のように周囲の海域へと散り散りに消えていく。

「破壊神としての使命より自我を優先したのも、億にひとつ」

　そびえる霊れい峰ほうを境界に、地には闇やみ夜よを青く照らす蒼樹の群れ、空には夜空を赤く染める流星群──あまりに幻げん想そう的な景色を見つめながらアンジェは言葉を続ける。

「副会長君が後天覚醒したのは、兆にひとつ。いや、もうひとつ上の偶ぐう然ぜんかな……」

　だが、なにより彼女の目を奪って離はなさないでいるのは、青と赤の二色の輝かがやきに隔へだてられた境界線上で、仲良く三人で手を繫いだ若い魔ま術じゆつ師したちの姿。

「そして、ティターニアがブラン君のために身を投げ出したのが、兆にひとつ。彼らが帰還した魔神の女王を無力化し、その肉体を取り戻もどすのもまた、兆にひとつ」

　それは、千年もの孤こ独どくを過ごしてきた不老不ふ滅めつの大魔術師にとっては、こそばゆいながらもあまりに眩まばゆい光景だった。

「全てを合わせて──勝機は、那な由ゆ多たにひとつ。フフッ。それだけの可能性があるのなら、賭けてみたくなるじゃないか……」

　だから彼女は賭けたのだ。

　長い人生でようやく見つけた、かけがえのないものたちの可能性に。








終章　続ぽんこつ幼おさな馴な染じみ









　アンジェの予想に反して、ティターニアとの最後の決着はあっけなくついた。

　隕いん石せきを破は壊かいし終えて地上に帰還したときには、すでに『暗黒物質ダークマター』の魔力はほとんど残っていなかったのだ。

　代わりに、魔ま神じんの肉体は損傷ひとつない綺き麗れいな状態だった。

　それはまるで、魔神の女王ティターニアが、弟に醜みにくく傷ついた自分の姿を見せたくないがために、不必要な魔力を使ってまで肉体を守り抜いたかのように思われた。

　──決戦から一夜明け、翌朝。

　ブランたちの姿は、死し闘とうの場となった幻界翠域リバーシ・ブルーの焼野原にあった。

　その中央、デュセルが渾こん身しんの魔力で作り上げた水すい晶しよう檻おりの結界に、十九歳に成長したモリガン・ブラックバーンの肉体は封ふうじられていた。傷ひとつないまま、驚くほど安らかな面おも持もちで、眠ねむるように魔術水晶の中に囚とらわれている。

「おねーちゃんさんの体、連れて帰れないんだよね……」

　水晶に封じられた少女を見上げ、デュセルが呟く。

「ああ……。まだおれたちは、魔神のことをまったく分かっちゃいない。きのうの戦いで『新世界創造ワールドエンド』の魔力を全て浄じよう化かできたかどうか、その確信がないうちは、この封ふう印いんを解除するわけにはいかないんだ」

　デュセルの隣となりに並び、ブランも頷うなずいた。

　十年前に理り不ふ尽じんに奪うばわれ、取り戻すと誓ちかった姉の肉体が、触ふれてしまえるほどに近い。今はそれだけで満足だった。

「だけど、おれは絶対に帰ってくる。ねえちゃんの体をもとに戻す術を見つけて、そして『魂の定着コキユートス』をもう一度再現して、ねえちゃんの魂を体に戻すために」

「うん。あたしももちろん手伝うからね」

　決意を語るブランと、そんな彼に添そえ木のように寄り添うデュセル。

　そんなふたりから少し離れた場所で、幼おさな姉あねモリガンはひとり、水晶の中の自分の姿をじっと見上げていた。

　しばらくのち、トトト……とブランたちのほうへ駆かけ寄ってきて、彼女はなにも言わずにブランの体にしがみつき、顔を埋うずめる。

　やはり、自分の体が魔神になったショックが続いているのだろうか。

　思えば、ティターニアと遭そう遇ぐうしてからずっと、モリガンはいつになく元気がなかった。ブランもデュセルも、悲痛な面持ちで彼女の気持ちを慮おもんぱかる。

「ぜったい、もっとおっぱいおっきくなってると思ってたのに……」

　ところがモリガンが悲しげに口にした台詞せりふは、ふたりにとってまったくの予想外。姉は別の意味でショックを受けていたのだ。

「ねえちゃん!?　胸の悩なやみだったのかよ!?」

「充じゆう分ぶんおっきいと思うけど……」

「うー、だってだって、ステラちゃんくらいおっきくないとブランくんが喜んでくれないよー！　おっぱいおっきくする魔法も必要だよー！」

　ブランの体に顔を埋めたまま、モリガンはいじけた様子で駄だ々だをこねる。ちなみに大きさで言えばデュセルの巨きよ乳にゆうやステラの爆ばく乳にゆうには及ばないが、近いサイズで言うとアンジェの美乳ほどはある。充分だという意見ももっともだ。

　それに比べれば、副会長の控ひかえめな胸のふくらみなど、ふくらみの内にも入らない──ブランがそんな失礼な感想を抱いだいた瞬しゆん間かん、当の本人が姿を見せた。

「ブランドン、デュセル、それにモリガン姉！」

　大きく手を振りながら、樹海から顔を覗のぞかせる副会長。

　彼女は、背後にぞろぞろと大人数を引き連れていた。ブランたち三人をこの場に残し、ほとんどの面子メンツが地獄の門の回収に向かっていたのだ。

　その中には、イアンを始めとした学園の教授たちや、ステラ率いるＣＩＡの面々、そして無事に魂の破損を回復させたアンジェの姿もあった。

　今もずっとイアンにガミガミと説教され続けているアンジェを尻しり目めに、副会長は急ぎブランたちへと駆け寄った。

「門の回収は無事に済んだのか？」

「うむ！　持ち運びしやすいようロリエッタ教授の我流術式で門をぬいぐるみにしてもらったのだ。その上で学園長に封印を施してもらっている。門が開くときは、代わりに背中のファスナーが開くらしい。危険信号の合図だ」

　そう言って副会長は、ローリエが抱かかえていた大きなパンダのぬいぐるみを指差す。

「ふーん……これまたえらくファンシーなぬいぐるみに置き換かえたのね……」

　ミスマッチな愛らしさに、思わずデュセルも苦笑い。

　そこへステラも合流する。

「これからこの門は、学園と合衆国で共同調査することに決まりました。わたくしのパパとイアンさんとで話し合って決めたそうです」

　きのうは激戦を終えてボロボロになったブランたちの姿に多少取り乱してしまっていたステラだったが、今はようやく落ち着き、普ふ段だんのおっとりとした微び笑しようを取り戻している。

　門の共同調査はブランとしても異論はない。イアンから魔神と神しん獣じゆう教団の関係性を聞かされた今となっては、当事者であるスティーヴンの持つ情報はなにより貴重だ。

　そうして合流した一同は、停てい泊はく中の豪ごう華か客船へと戻るべく踵きびすを返す。

　幻界翠域リバーシ・ブルーと呼ばれる蒼樹の樹海は、一夜明けてもとの静せい謐ひつな佇たたずまいを取り戻しており、祝福とともに彼らを送り出すかのように、青い輝きで帰り道を照らしていた。

「もとの綺麗な森に戻って良かったわね、ブラン」

「まあな。だけど焼野原になった一角だけは、どうにもならないみたいだが……」

「そうでもないぞ」

　ふたりの会話を聞き、不意に、イアンが不敵で謎なぞめいた微笑を浮うかべた。

　未来世界の出身である彼だけは、この先この場所がどうなるか知っているのだ。

　浄化されたカグヤ・カグツチとタケトリ・タケミカヅチが眠る場所──近い未来にあの焼野原に芽め吹ぶくことになる新種の蒼樹は、ものの数年で見事に成長する。水晶の中で眠る少女のゆりかごとなって、強きよう靭じんな幹と根を持つ大樹に育ち、色とりどりの花々を咲さかせ、ついには霊峰フジを木こ陰かげに隠かくしてしまえる樹高にまで達する。

　これより先の未来で『世界樹ユグドラシル』と呼ばれ、皇女を元首に据すえた四つ目の魔術国家となるアルテナ皇国のシンボルとなるのだ。

「どういう意味だよ、イアン」

「やれやれだ。知っていても教えるわけがないだろう。過去の人間に未来の歴史を語るのは好ましくないし、それに、楽しみが減る」

「やっぱりお前なにか知ってるんだな！　教えろよ！」

「お断りだ。学園長である僕には、今回の騒そう動どうの功労者である一いつ般ぱん生徒たちの慰い安あん旅行を兼かねて合宿をやり直すという責務がある。これから忙いそがしくなるんだ」

　そう言って、ブランの文句をさらりと受け流すイアン。

　彼には、もうひとつ知っていることがあった。が、それはイアンの口から伝えるようなものではなく、この時代を生きる若い魔術師たちが決めるべきこと。

　魔法使いの単眼鏡モノクルが向けられた先には、肩かたを並べて歩く、ブランと、デュセルと、そして副会長の姿があった。

「そーだ！　すっかり忘れてた！」

　と、デュセルが突とつ如じよとして素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「副会長の名前を決めてあげなきゃ！」

「え？」

「む？」

　突とつ然ぜんの提案に、ブランも副会長も顔を見合わせる。

「デュセル。わたしはこれから皇女という立場に戻る以上、それは次のミカドになるということだ。前にも言ったとおり、古いにしえよりミカドは自分の名前など──」

「ふーんだ。そんな風習、大異変といっしょにポイしちゃっておけば良かったのよ。第一、副会長はもうこのアルテナで一番偉えらいんだから、自分の国の法律は自分の好きなように決めちゃえ」

「や、やめろぉ！　それだと暴君だよぉ！」

　悲鳴を上げる副会長だが、押しの強いデュセルに迫せまられ、涙なみだ目めに。

　ブランへと助けを求める目を向ける副会長だったが、ブランもデュセルに同意見なのか、わざとらしく視線を逸そらした。

「副会長さんの新しいお名前ですか。うふふ、いいですね。わたくしたちで決めちゃいましょう」

「会長!?　無責任なことをおっしゃらないでください!?」

　頼たのみの綱つなのステラでさえ乗り気であった。

「でもですね、もうすぐ今の生徒会も代だい替がわりする時期ですし、いつまでも副会長さんと呼ぶわけには……」

「わ、わたしは来年度も副会長のままで構いません！」

「生徒会長のポストには興味ないのか。どれだけ今の役職に固こ執しつする気だ」

　ブランの指し摘てきを受け、副会長は恥はずかしげに俯うつむいてしまう。

　しかし、しばらくしてその口元が小さく綻ほころぶ。

「自分の、名前か……」

　それが欲ほしくて、この十年、身分も気持ちも偽いつわり続けて生きてきたのだ。

　黒くろ髪かみの少女は、『聖藍サンタマリア水宝玉アクアマリン』の瞳ひとみを僅わずかに潤うるませて、この場に集まった一同の顔をぐるりと見回した。

　そして気づく。自分が今、名前以上に欲しかったものに囲まれていることに。

「分かった。みんなの顔を見ていると……お願いしてもいい気がしてきた。ただしミカドとして角が立たない名前で頼むぞ」

　ようやく少女が口にした望みを聞き、それを叶かなえるためにブランたちはその場であーだこーだと会議を始める。いつの間にか、離はなれた場所で一行を見守っていたはずの分身シヤドウたちまでもが会議に参加する始末。やがて──

「じゃ、ブランの案でいいと思うひとは挙手！」

　デュセルが決を採りながら、自ら大きく手を挙げる。

「うふふ。わたくしもブランさんの案に一票です」

　次いで、ステラ。

　彼女の挙手に合わせて周囲のＣＩＡ局員が一いつ斉せいに組織票を投じる。

「フフッ……覚えやすくていいんじゃないかな……」

　軽く手を振ふるアンジェ。

「おねえちゃんは、もちろんブランくんの案を全肯こう定てい！」

　ようやく調子を取り戻もどした様子のモリガンが、元気よく挙手。

「多数決で分身シヤドウを使うのは卑ひ怯きようじゃないか」

「気にしちゃ負けです。バレなきゃ正義です」

「そうそう、バレなきゃいいんだよ」

「確かに」

「ふむ。では、採用の暁あかつきにはその名前をおれのゼミの名めい簿ぼに載のせておこう」

　スケアクロウ、ウィッチ、アルケミスト、ウォーロック、そして、ウエノ学園の老教授ワイリー・ワイズマン。揃そろって全員が挙手。

「え？　あ、ボクもですか？　では賛成で」

　続けて意思表明を求められたローリエが、しれっと小さく挙手。

「やれやれ。決めるのに時間がかかり過ぎだ」

　最後にイアンも同意したその案は、彼が知る、未来のアルテナ皇女の「名前」に帰結していた。

「ふふーん、なら発案者のブランから発表してもらうわね！」

「え、マジかよ」

　デュセルに背を押されブランが一歩前へ。衆しゆう人じん環かん視しの中で発表するのが恥ずかしいのか、少年は幼おさな馴な染じみの少女の耳元に口を寄せ、ごにょごにょと耳打ちする。

「──ぷっ。なんだそれは！　貴様という男は、まったく単純なやつだな！」

　名前を聞かされた途と端たん、少女は愉ゆ快かいそうに笑い出す。

　しかし、気に入ってくれたのは間ま違ちがいない。その証しよう拠こに、目の前の「ミカ」の笑え顔がおは、ブランが思わず【●ＲＥＣ】したくなるほど魅み力りよく的なものだった。





了



















あとがき









　お久しゅうございます。あるいは初めまして。岬みさきかつみです。

　とうとう来ました四巻。今まで散々モブヒロインだの、好きなキャラ投票アンケートに名前がないだの言われ放題だった、副会長のエピソードです。

　そもそも副会長は当初、一巻プロットにさえその存在はなく、原げん稿こう執しつ筆ぴつ中に突とつ然ぜん思いつきで登場させて、思いつきで幼おさな馴な染じみにした脇わき役やくの女の子です。ぶっちゃけ、生徒Ａです。名前がないのも「ただでさえ主人公が一人七役でそれぞれ名前があって、ヒロインが三人もいるのに、脇役の名前なんか誰だれも憶おぼえられないよ！」という理由でした。

　ただ、裏設定はそのころから結構固めていました。幼馴染だけあって、主人公ブランの過去に大きく関かかわるポジションでしたので。シリーズの巻数を重ねたらお披ひ露ろ目めさせてあげたいなあ……と思いながら二巻三巻と少しずつ出番を増やしてあげていったわけです。

　また、今回は副会長周りだけでなく、その他にも色々とシリーズにまつわる秘密を明かしました。伏ふく線せん張るのが楽しくてしょうがない年とし頃ごろです。あと、後付設定で過去の描びよう写しやを伏線っぽく仕立てるのも楽しくてしょうがない年頃です。でも、一番楽しいのはそうした伏線を一気に回収していくことですね。今まで集めてきたジグソーパズルのピースをようやく組み合わせ始める感じで、お楽しみいただけましたら幸いです。

　そんなこんなで謝辞です。いつもお世話になっております担当編集のＡさま、いつも素す敵てきなイラストを描えがいていただいておりますｍｍｕさま、ファンタジア文庫編集部の皆みなさま、本作に関わっていただいております皆さまや、そしてなにより、読者の皆々さま。本当にありがとうございます。ファンレター頂ちよう戴だいしました。ううう、嬉うれしいー！　とっても嬉しいです。励はげみになります。




　次なる五巻は新たな生徒会長選挙。ステラに代わって学園の人気者になれる逸いつ材ざいが果たしているのか。副会長は副会長のままでいられるのか。そして、ついに現れる魔ま神じんの王。さらにブランとあのキャラクターに実は隠かくれた秘密が……みたいな感じになる予定です。




　では今回はこのへんで。また近いうちにブランたちともどもお会いできれば幸いです。





二〇一七年エッセイ記念日　岬かつみ










岬かつみ

●みさきかつみ



第26回夏期ファンタジア大賞にて《金賞》を受賞。改題「オー・ドロボー！」にてデビュー。

ご覧のとおり今回の表紙は副会長です。一巻から登場し続けて早一年、今も副会長という名前のままです。あれ……？　もしかしてネームドキャラですらなかった子が表紙でメインを飾るのってライトノベル史上初めてのことなのでは……？　またひとつ歴史を作ってしまいましたか、やりますね富士見ファンタジア文庫！


















カバー・口絵・本文イラスト／ｍｍｕ

カバーデザイン／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）










セブンキャストのひきこもり魔ま術じゆつ王おう４
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